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法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究

─ 『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
下
）、
及
び
総
結

舘

　
　野

　
　正

　
　生

は
じ
め
に

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三

月
）
の
後
半
で
あ
る
た
め
、
最
初
に
（
上
）
で
記
し
た
問
題
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
論
考
は
、
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
、
法
蔵
（
六
四
三
─
七
一
二
）
の
華
厳
思
想
に
お
け
る
重
要
概
念
で
あ
る
「
縁
起
相
由
」
に
つ

い
て
、
法
蔵
最
晩
年
の
著
作
と
さ
れ
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
縁
起
相
由
と
は
、
法
界
縁
起
に
お

け
る
諸
法
の
関
係
構
造
を
、
同
体
・
異
体
、
相
即
・
相
入
と
い
っ
た
観
点
か
ら
示
す
術
語
で
あ
る
が
、
法
蔵
の
諸
著
作
に
お
い
て
そ

の
位
置
付
け
や
内
容
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
そ
の
差
異
に
つ
い
て
全
く
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
撰
述
年
代
順
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』、『
華
厳
五
教
章
』、『
華
厳
経
旨
帰
』、「
法
界
縁
起
章
」
に

（
１
）

二
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記
さ
れ
た
縁
起
相
由
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
本
篇
の
（
上
）
で
は
そ
の
最
終
段
階
と
し
て
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
縁
起
相

由
の
思
想
を
詳
細
に
分
析
し
た
。
ま
ず
『
探
玄
記
』
の
成
立
時
期
を
検
討
し
、
本
書
が
長
期
間
に
わ
た
る
加
筆
・
改
訂
を
経
て
成
立

し
、
最
晩
年
の
思
想
を
反
映
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
懸
談
中
の
「
十
由
」
に
お
い
て
第
一
に
掲
げ
ら

れ
る
「
縁
起
相
由
」
の
構
造
と
内
容
を
検
討
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
『
探
玄
記
』
で
は
、
縁
起
相
由
が
十
門
に
体
系
化
さ
れ
、
同
体
・
異
体
お
よ
び
そ
れ
ら
の
無
礙
的
関
係
が
段
階
的

に
説
示
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
り
わ
け
、「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
す
る
と
、
用
語
の
整
理
・
簡
略
化

が
進
め
ら
れ
、「
有
体
・
無
体
」「
有
力
・
無
力
」
と
い
っ
た
枠
組
み
も
、
能
起
・
所
起
や
依
・
持
の
関
係
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
体
・
異
体
の
無
礙
を
基
礎
と
し
た
「
同
異
円
備
義
」
に
お
い
て
、
十
玄
門
と
の
関
連
が
新
た
に

提
示
さ
れ
、
縁
起
相
由
が
一
大
縁
起
と
し
て
総
合
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
点
は
、『
探
玄
記
』
独
自
の
展
開
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。（

上
）
に
お
け
る
以
上
の
考
察
に
続
き
、『
探
玄
記
』
で
改
訂
が
行
わ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

四
、『
探
玄
記
』
に
於
け
る
改
訂
の
理
由

①
　
内
容
・
語
句
・
構
成
の
整
備

「
は
じ
め
に
」
で
も
纏
め
た
よ
う
に
、（
上
）
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、『
探
玄
記
』
の
縁
起
相
由
は
、
そ
れ
以
前
の
著
作
と
比
較
し

て
形
式
や
内
容
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
形
式
面
で
い
う
と
具
体
的
に
は
、「
同
体
円
備
義
」
を
加
え
十
門
に
定
め

た
こ
と
、
各
項
に
示
さ
れ
る
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
の
特
徴
を
表
す
術
語
を
揃
え
た
こ
と
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の

三
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「
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に
」
で
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に
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そ
れ
以
前
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容
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整
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さ
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る
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形
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面
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う
と
具
体
的
に
は
、「
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体
円
備
義
」
を
加
え
十
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に
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め

た
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と
、
各
項
に
示
さ
れ
る
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
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の
特
徴
を
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術
語
を
揃
え
た
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と
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の

三
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体
用
倶
融
、
同
体
異
体
の
倶
存
無
礙
の
三
項
目
の
ま
と
め
の
句
を
全
て
六
句
に
揃
え
た
こ
と
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
整
備
よ
り
以
上
に
、
ど
う
し
て
も
改
訂
が
必
要
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
思
想
形
成
と
い
う
観
点
か
ら

以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
た
い
。

②
　
法
性
融
通
混
入
の
排
除

既
に
論
じ
た
（
２
）よ

う
に
『
旨
帰
』
で
の
改
訂
の
主
眼
は
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
性
と
事
相
と
の
融
通
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
法
蔵
は
、
こ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
無
礙
が
配
さ
れ
た
「
縁
起
相
由
力
」
を
説
い
た
が
、
こ
れ
は
絶
対
の
事
と
法
性

融
通
と
の
混
交
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
修
正
す
る
た
め
次
に
「
法
界
縁
起
章
」
が
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相

由
」
を
改
訂
す
る
た
め
の
下
書
き
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
探
玄
記
』
は
「
十
世
章
」、「
三
宝
章
」
に
つ

い
て
は
説
明
を
『
三
宝
章
』
に
譲
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
法
界
縁
起
章
」
は
そ
こ
に
譲
ら
ず
『
探
玄
記
』
で
も
う
一
度
書
き

改
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
思
想
展
開
上
か
ら
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
、
絶
対
の
事
と
し
て
現
さ
れ
る
べ
き
「
法
界
縁
起
章
」
に

僅
か
な
が
ら
法
性
融
通
が
混
入
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
つ
ま
り
絶
対
の
事
の
徹
底
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考

え
る
。

そ
の
痕
跡
は
以
下
の
三
箇
所
に
確
認
で
き
る
。
第
一
に
は
、
縁
起
互
異
門
（
異
体
門
）
の
諸
縁
相
奪
体
無
体
（
相
即
）
の
項
の
、

「
無
性
─
所
成
」、「
無
性
─
有
体
」
の
対
応
に
よ
る
釈
中
で
使
用
さ
れ
る
「
無
性
」
で
あ
る
（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
。
な
お
『
五
教

章
』
で
も
同
じ
対
応
に
よ
る
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
。
鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
二
五
〇
頁
／
大
正
四
五
・
五
〇
三
中
）。
第
二
に
は
、
諸
縁
互

応
門
（
同
体
門
）
の
互
相
形
奪
体
無
体
（
相
即
）
の
項
の
、
無
性
と
成
と
の
対
応
に
よ
る
釈
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
無
性
」（
大
正

四
五
・
六
二
〇
中
～
下
）。
第
三
に
は
、
応
異
無
礙
相
辨
同
体
異
体
門
（
同
体
異
体
の
相
辨
）
の
中
で
の
四
句
に
よ
る
釈
中
の
第
二
句

二
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「
二
に
或
い
は
全
体
是
れ
同
な
り
て
、
亦
た
入
即
倶
に
具
う
。
法
融
通
し
て
各
ゝ
全
摂
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。」
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
「
法
融
通
」（
同
・
六
二
〇
下
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
は
本
篇
（
上
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
は
全
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
右
で
挙
げ
た
「
法
界
縁
起

章
」
の
三
つ
の
語
句
の
う
ち
最
後
の
「
法
融
通
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
「
事
法
の
融
通
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
れ
ら
を
削
除
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
「
法
性
融
通
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
混
入
に
対
す
る
誤
解
を
避
け
る

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
探
玄
記
』
所
説
の
縁
起
相
由
の
中
で
「
性
」
に
言
及
す
る
の
は
、
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
六
句
を
以
て
釈
す
る
中
の

第
六
句
で
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
性
海
に
冥
同
す
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

と
あ
る
中
の
「
性
海
」
の
一
回
の
み
で
あ
る
。「
性
海
」
と
は
果
分
不
可
説
の
境
界
（
性
海
果
分
）
を
意
味
し
、「
離
言
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
事
相
と
法
性
の
融
通
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
語
は
法
蔵
の
思
想
展
開
に
於
け
る
重
要
な
語
句
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
後
の
④
に
て
詳
述
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
の
要
点
は
法
性
融
通
が
混
入
す
る
こ
と
の
徹
底
的
な
排
除
、
絶
対
の
事
の
立
場
を
徹
底
す

る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

一
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「
二
に
或
い
は
全
体
是
れ
同
な
り
て
、
亦
た
入
即
倶
に
具
う
。
法
融
通
し
て
各
ゝ
全
摂
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。」
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
「
法
融
通
」（
同
・
六
二
〇
下
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
は
本
篇
（
上
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
は
全
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
右
で
挙
げ
た
「
法
界
縁
起

章
」
の
三
つ
の
語
句
の
う
ち
最
後
の
「
法
融
通
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
「
事
法
の
融
通
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
れ
ら
を
削
除
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
「
法
性
融
通
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
混
入
に
対
す
る
誤
解
を
避
け
る

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
探
玄
記
』
所
説
の
縁
起
相
由
の
中
で
「
性
」
に
言
及
す
る
の
は
、
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
六
句
を
以
て
釈
す
る
中
の

第
六
句
で
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
性
海
に
冥
同
す
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

と
あ
る
中
の
「
性
海
」
の
一
回
の
み
で
あ
る
。「
性
海
」
と
は
果
分
不
可
説
の
境
界
（
性
海
果
分
）
を
意
味
し
、「
離
言
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
事
相
と
法
性
の
融
通
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
語
は
法
蔵
の
思
想
展
開
に
於
け
る
重
要
な
語
句
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
後
の
④
に
て
詳
述
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
の
要
点
は
法
性
融
通
が
混
入
す
る
こ
と
の
徹
底
的
な
排
除
、
絶
対
の
事
の
立
場
を
徹
底
す

る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

一
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③
　
十
由
の
構
造
へ
の
復
帰

こ
の
こ
と
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
構
成
に
つ
い
て
も
い
え
る
。「
法
界
縁
起
章
」
の
四
門
の
中
に
は
「
縁
性
双
顕
門
」
と
い
う
、

右
に
考
察
し
た
混
入
を
示
す
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
『
探
玄
記
』
が
縁
起
相
由
の
説
明
を
「
法
界
縁
起
章
」

に
譲
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
四
門
の
構
成
に
も
従
う
こ
と
に
な
る
た
め
、『
探
玄
記
』
で
は
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
改
め
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
探
玄
記
』
の
構
造
は
『
旨
帰
』
の
「
十
由
」
に
復
帰
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
構
成
は
『
旨
帰
』
に
範
を

取
っ
た
と
は
い
え
、
肝
心
な
点
が
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
体
用
双
融
」
に
於
け
る
六
句
の
釈
で
あ

る
。
こ
れ
は
重
要
な
改
変
で
あ
る
た
め
、
項
を
改
め
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

④
　
第
六
句
の
改
変
に
見
る
思
想
展
開

も
う
一
つ
思
想
形
成
か
ら
の
改
変
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、『
探
玄
記
』
で
双
融
が
示
さ
れ
る
三
つ
の
項
目
、
即
ち
三
、
同
体

と
異
体
の
無
礙
、
六
、
異
体
門
の
体
と
用
と
の
双
融
、
九
、
同
体
門
の
体
と
用
と
の
無
礙
で
示
さ
れ
る
六
句
の
分
別
を
用
い
た
解
釈

の
修
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
九
、
同
体
門
の
体
用
無
礙
の
項
で
の
釈
は
六
の
異
体
門
に
説
明
を
譲
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
両
者
の
内
容
は
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
、
同
体
・
異
体
の
「
倶
存
無
礙
義
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
は
次
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
原
文
は
（
上
）

の
、
三
の
③
参
照
）。

一
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〈
図
五
〉『
探
玄
記
』
の
三
、
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
釈

一
、
挙
体
全
住
（
異
体
に
当
た
る
）

二
、
挙
体
遍
応
（
同
体
に
当
た
る
）

三
、
倶
存

四
、
双
泯

五
、
総
合

六
、
全
離

こ
れ
を
六
の
異
体
門
で
の
体
用
双
融
の
六
句
と
対
比
す
る
と
、
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
が
為
さ
れ

て
お
り
、『
探
玄
記
』
で
の
同
体
・
異
体
の
倶
存
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の
倶
用
無
礙
の
三
門
に
対
す
る
解
釈
の
姿
勢
は

等
し
い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
の
中
で
特
に
同
体
門
と
異
体
門
の
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
内
容
は
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
無
礙
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
も
の
で
あ
り
、
何
か
一
つ
の
在
り
方
を
述
べ
た
項
目
で
は
な
く
、
大
き
く
縁
起
相
由
全
体
の
有
り
様
を
解
釈
し
た
も
の
と
見
做

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
三
項
の
中

で
最
も
詳
し
く
釈
さ
れ
て
い
る
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
に
よ
る
解
釈
を
「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
さ
せ
て
検

討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
探
玄
記
』
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
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〈
図
五
〉『
探
玄
記
』
の
三
、
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
釈

一
、
挙
体
全
住
（
異
体
に
当
た
る
）

二
、
挙
体
遍
応
（
同
体
に
当
た
る
）

三
、
倶
存

四
、
双
泯

五
、
総
合

六
、
全
離

こ
れ
を
六
の
異
体
門
で
の
体
用
双
融
の
六
句
と
対
比
す
る
と
、
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
が
為
さ
れ

て
お
り
、『
探
玄
記
』
で
の
同
体
・
異
体
の
倶
存
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の
倶
用
無
礙
の
三
門
に
対
す
る
解
釈
の
姿
勢
は

等
し
い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
の
中
で
特
に
同
体
門
と
異
体
門
の
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
内
容
は
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
無
礙
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
も
の
で
あ
り
、
何
か
一
つ
の
在
り
方
を
述
べ
た
項
目
で
は
な
く
、
大
き
く
縁
起
相
由
全
体
の
有
り
様
を
解
釈
し
た
も
の
と
見
做

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
三
項
の
中

で
最
も
詳
し
く
釈
さ
れ
て
い
る
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
に
よ
る
解
釈
を
「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
さ
せ
て
検

討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
探
玄
記
』
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
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六
体
用
双
融
義
、
謂
諸
縁
起
法
要
力
用
交
渉
全
体
融
合
方
成
縁
起
。
是
故
円
通
亦
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
挙
体
全
用
。
即

唯
有
相
入
無
相
即
義
。

二
以
用
無
不
体
故
、
即
唯
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
不
礙
用
、
全
用
之
体
不
失
体
。
是
即
無
礙
双
存
、
亦
入
亦
即
自
在
倶
現
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
非
即
非
入
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
。

此
上
三
門
、
於
初
異
体
門
、
顕
義
理
竟
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
～
下
）

（
六
に
体
用
双
融
の
義
と
は
、
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。

是
の
故
に
円
通
に
し
て
亦
た
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
挙
体
全
用
な
る
も
の
な

り
。
即
ち
唯
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
の
義
無
し
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
唯
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
し
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
は
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
は
体
を
失
は
ざ
る
も
の
な
り
。
是
れ
即
ち
礙
ぐ
る
こ
と
無
く
双
つ
な
が
ら
存
し
、

亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
自
在
に
倶
現
す
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
非
即
非
入
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

此
の
上
の
三
門
は
、
初
の
異
体
門
に
於
い
て
、
義
理
を
顕
わ
す
こ
と
竟
れ
り
。）

一
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一
方
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
、
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。	

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
～
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
、
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）

一
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一
方
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
、
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。	

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
～
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
、
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）
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右
の
『
探
玄
記
』
と
「
法
界
縁
起
章
」
の
対
応
関
係
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

〈
図
六
〉「
法
界
縁
起
章
」「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
と
『
探
玄
記
』「
体
用
双
融
」
の
六
句
と
の
対
比

　「
法
界
縁
起
章
」	

　『
探
玄
記
』

一
、
挙
体
全
用
（
唯
用
）	

一
、
挙
体
全
用

二
、
用
無
不
体
（
唯
体
）	

二
、
用
無
不
体

三
、
体
用
不
礙
双
存	

三
、
体
用
無
礙
双
存

四
、
体
用
交
徹
円
融
一
味	

四
、
非
即
非
入
円
融
一
味

五
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
（
前
四
句
を
合
す
る
）	

五
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
（
前
四
句
を
合
す
る
）

六
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂	

六
、
絶
待
離
言
、
性
海
冥
同

こ
の
中
の
第
五
句
は
双
方
と
も
全
く
同
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
前
四
句
に
於
け
る
体
・
用
の
四
つ
の
在
り
方
を
合
す
る
縁
起
の
有

り
様
が
示
さ
れ
、
こ
れ
が
同
体
・
異
体
の
六
句
に
も
通
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
五
句
は
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
の
四
つ

の
在
り
方
を
全
て
合
す
る
と
い
う
、「
縁
起
相
由
」
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
の
第
六
句
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
（
書
き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

一
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と
さ
れ
、
こ
の
後
半
が
『
五
教
章
』
に
通
じ
て
い
る
一
文
で
あ
る
こ
と
は
（
上
）
で
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。『
探
玄
記
』
で
は
（
書

き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
さ
れ
、
前
半
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
後
半
が
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
探
玄
記
』

で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
状
態
が
超
克
さ
れ
た
、「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
、

絶
対
離
言
の
境
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
は
不
可
説
、
性
海
果
分
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
縁
起
因
分
・
性
海
果
分
無
二
の
在
り
方
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
果
分
不
可
説
の
境
界
と
し
て
第
五

句
に
示
さ
れ
る
「
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
」
の
縁
起
相
由
の
世
界
、
つ
ま
り
化
他
・
化
導
と
し
て
の
縁
起
因
分
の
世
界
が
成
立
す
る
、

と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
第
五
・
六
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

加
え
て
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
十
由
に
於
け
る
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
法
相
円
融
が
成
立
す
る
、
と
い
う
在
り
方
に

通
じ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
に
於
い
て
こ
の
十
由
の
構
成
に
立
ち
戻
っ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
「
冥
同
性
海
」
の
徹
底
と
い
う
法

蔵
自
身
の
思
想
展
開
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大

き
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
二
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と
さ
れ
、
こ
の
後
半
が
『
五
教
章
』
に
通
じ
て
い
る
一
文
で
あ
る
こ
と
は
（
上
）
で
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。『
探
玄
記
』
で
は
（
書

き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
さ
れ
、
前
半
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
後
半
が
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
探
玄
記
』

で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
状
態
が
超
克
さ
れ
た
、「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
、

絶
対
離
言
の
境
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
は
不
可
説
、
性
海
果
分
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
縁
起
因
分
・
性
海
果
分
無
二
の
在
り
方
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
果
分
不
可
説
の
境
界
と
し
て
第
五

句
に
示
さ
れ
る
「
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
」
の
縁
起
相
由
の
世
界
、
つ
ま
り
化
他
・
化
導
と
し
て
の
縁
起
因
分
の
世
界
が
成
立
す
る
、

と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
第
五
・
六
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

加
え
て
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
十
由
に
於
け
る
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
法
相
円
融
が
成
立
す
る
、
と
い
う
在
り
方
に

通
じ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
に
於
い
て
こ
の
十
由
の
構
成
に
立
ち
戻
っ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
「
冥
同
性
海
」
の
徹
底
と
い
う
法

蔵
自
身
の
思
想
展
開
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大

き
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
二
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結
論①

　
法
蔵
の
思
想
的
立
場
の
終
局

「
法
界
縁
起
章
」
は
、
絶
対
の
事
の
世
界
に
法
性
融
通
が
混
入
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
直
前
で

調
査
し
た
よ
う
に
、
第
六
句
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
部
分
が
、『
探
玄
記
』
で
は
「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
一
文
に
改

変
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
法
界
縁
起
章
」
の
時
点
で
の
法
蔵
に
は
、
絶
対
離
言
の
境
界
を
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
っ
た
、
い

ま
だ
向
下
門
、
仏
性
現
起
と
し
て
の
性
起
の
立
場
が
徹
底
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
探
玄
記
』
に
於
い
て
は
法
性
融
通
の
名
残
り
を
払
拭
す
る
な
ど
の
細
か
い
改
訂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
十
由

の
第
七
に
「
果
徳
円
極
故
」
を
新
設
し
て
い
る
こ
と
、
第
六
句
で
「
冥
同
性
海
」
へ
の
改
変
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
十
由
の
構
成
に

帰
っ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
諸
点
か
ら
、
法
蔵
は
「
法
界
縁
起
章
」
以
後
「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
境
界
、
絶
対
の
事
の
境
界

の
徹
底
が
な
さ
れ
、
こ
の
思
想
的
展
開
に
よ
っ
て
「
法
界
縁
起
章
」
で
の
縁
起
相
由
の
内
容
を
改
訂
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

法
蔵
は
ま
ず
、『
五
教
章
』
で
向
上
門
に
身
を
置
き
華
厳
別
教
の
事
即
絶
対
の
み
自
ら
の
立
場
と
し
た
こ
と
か
ら
展
開
し
て
い
き
、

向
下
門
・
性
起
門
の
立
場
を
徹
底
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
六
句
の
分
別
で
い
う
な
ら
ば
、
第
六
句
の
性
海
が
、
即
、
第

五
句
の
縁
起
の
世
界
と
し
て
顕
現
し
、
そ
の
中
に
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
に
示
し
た
一
切
の
在
り
方
が
成
立
し
て
い
る
世
界
観
で

あ
り
、
簡
略
に
言
え
ば
、
性
海
即
一
切
と
い
う
性
起
の
境
界
で
あ
り
、
法
蔵
は
こ
の
境
界
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
法

蔵
華
厳
思
想
形
成
の
終
局
を
見
る
の
で
あ
る
。

二
二
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②
　「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
の
並
記
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
で
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
が
為
さ
れ
て
行
く
第
十
「
随
文
解
釈
」
の
中
で
は
、
た
び
た
び
「
縁
起
相
由
」

と
「
法
性
融
通
」
が
並
び
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
巻
四
「
光
明
覚
品
」
の
釈
中
（
大
正
三
五
・
一
七
三
下
）
で
、
経
文
が
異
体
即
入

と
同
体
即
入
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
と
解
釈
し
、
縁
起
相
由
門
と
法
性
融
通
門
と
の
二
門
を
挙
げ
て
無
礙
の
論
証
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
理
由
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
は
双
方
と
も
性
海
果
分
と
い
う
境
界
、

あ
る
い
は
十
由
で
の
「
仏
の
力
」、
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
縁
起
と
し
て
同
列
で
あ
る
が
、「
縁
起
相
由
」
は
華
厳
の
絶
対
の
事
の

縁
起
を
直
接
表
現
し
た
も
の
、「
法
性
融
通
」
は
化
他
・
化
導
を
主
と
し
て
相
対
表
現
を
以
て
表
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
者
は
一
乗
を
直
顕
す
る
法
門
、
後
者
は
三
乗
寄
顕
の
法
門
に
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
両
門
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
性
海
果
分
に
於
け
る
顕
現
で
あ
る
と
い
う
境
界
と
が
相
俟
っ
て
、
華
厳
の
縁
起
と
し
て
『
探
玄
記
』
で
は
こ

の
二
門
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
法
蔵
に
よ
っ
て
完
成
し
た
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
力
故
」
の
構
成
を
図
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
七
〉『
探
玄
記
』「
縁
起
相
由
故
」
の
構
成

縁
起
本
法

一
、
諸
縁
各
異
義
（
異
体
）

二
、
互
遍
相
資
義
（
同
体
）

三
、
倶
存
無
礙
義
（
同
体
異
体
双
融
）

二
三
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②
　「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
の
並
記
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
で
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
が
為
さ
れ
て
行
く
第
十
「
随
文
解
釈
」
の
中
で
は
、
た
び
た
び
「
縁
起
相
由
」

と
「
法
性
融
通
」
が
並
び
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
巻
四
「
光
明
覚
品
」
の
釈
中
（
大
正
三
五
・
一
七
三
下
）
で
、
経
文
が
異
体
即
入

と
同
体
即
入
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
と
解
釈
し
、
縁
起
相
由
門
と
法
性
融
通
門
と
の
二
門
を
挙
げ
て
無
礙
の
論
証
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
理
由
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
は
双
方
と
も
性
海
果
分
と
い
う
境
界
、

あ
る
い
は
十
由
で
の
「
仏
の
力
」、
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
縁
起
と
し
て
同
列
で
あ
る
が
、「
縁
起
相
由
」
は
華
厳
の
絶
対
の
事
の

縁
起
を
直
接
表
現
し
た
も
の
、「
法
性
融
通
」
は
化
他
・
化
導
を
主
と
し
て
相
対
表
現
を
以
て
表
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
者
は
一
乗
を
直
顕
す
る
法
門
、
後
者
は
三
乗
寄
顕
の
法
門
に
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
両
門
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
性
海
果
分
に
於
け
る
顕
現
で
あ
る
と
い
う
境
界
と
が
相
俟
っ
て
、
華
厳
の
縁
起
と
し
て
『
探
玄
記
』
で
は
こ

の
二
門
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
法
蔵
に
よ
っ
て
完
成
し
た
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
力
故
」
の
構
成
を
図
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
七
〉『
探
玄
記
』「
縁
起
相
由
故
」
の
構
成

縁
起
本
法

一
、
諸
縁
各
異
義
（
異
体
）

二
、
互
遍
相
資
義
（
同
体
）

三
、
倶
存
無
礙
義
（
同
体
異
体
双
融
）

二
三

60 桜 文 論 叢

異
体
門四

、
異
門
相
入
義
（
異
体
相
入
）

五
、
異
体
相
即
義
（
異
体
相
即
）

六
、
体
用
双
融
義
（
体
用
双
融
）

同
体
門七

、
同
体
相
入
義
（
同
体
相
即
）

八
、
同
体
相
即
義
（
同
体
相
入
）

九
、
倶
融
無
礙
義
（
体
用
双
融
）

同
体
異
体
無
礙

十
、
同
異
円
備
義
（
同
体
異
体
双
融
）

総
結

本
稿
は
法
蔵
の
華
厳
思
想
の
形
成
過
程
を
逐
う
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
縁
起
相
由
に
つ
い
て
、
註
（
１
）
に

記
し
た
各
稿
に
て
法
蔵
が
華
厳
思
想
を
説
い
た
四
つ
の
著
作
に
於
け
る
内
容
を
対
比
調
査
し
て
き
た
最
後
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
考
察
全
体
を
総
結
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

法
蔵
が
華
厳
思
想
を
表
明
し
た
著
作
全
て
で
縁
起
相
由
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
で
内
容
が
異
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
最
晩
年
ま
で
改
訂
が
為
さ
れ
た
『
探
玄
記
』
に
至
る
、
法
蔵
に
於
け
る
華
厳
思
想
の
追
究
の
跡
、
思
想
展

開
の
軌
跡
と
し
て
捉
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
著
作
ご
と
に
縁
起
相
由
の
内
容
が
異
な
っ
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
対
機
の
た
め
に

二
二
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説
相
を
変
え
た
故
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
性
に
つ
い
て
調

査
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
思
想
形
成
と
い
う
観
点
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鎌
田
茂
雄

氏
が
、法

蔵
の
思
想
は
通
常
果
上
現
の
法
門
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
仏
陀
・
華
厳
の
立
場
に
た
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
印
三

昧
に
住
し
た
仏
の
自
覚
内
容
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
終
教
的
な
立
場
を
超
え
て
、
華
厳
別
教
の
立
場
に
た
と

う
と
し
た
。
た
と
え
ば
彼
が
『
探
玄
記
』
の
な
か
で
十
玄
門
を
新
た
に
組
織
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
智
儼
の
『
十
玄
門
』
や
、

法
蔵
の
若
き
時
代
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
の
十
玄
門
の
唯
心
廻
転
善
成
門
を
捨
て
去
っ
た
如
き
で
あ
る
。

	

（『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
一
三
五
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
註（
１
）に
列
挙
し
た
各
拙
稿
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
要
点
の
み
を
簡
略
に
ま
と
め
て
い
く
。

①
『
五
教
章
（
４
）』

ま
ず
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
、「
縁
起
相
由
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
義
理
分
斉
」
第
九
が
四
門
に
分
け
ら
れ
る
中
の
第

三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
の
「
以
喩
略
示
」
に
て
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
華
厳
別
教

の
分
斉
と
さ
れ
、
理
性
等
の
介
入
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
こ
れ
も
『
五
教
章
』
よ
り
後
に

名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
法
性
融
通
」
は
相
性
通
融
な
ど
と
し
て
「
三
性
同
異
義
」
第
二
で
示
さ
れ
、
自
身
が
立
脚
す
る
華
厳

二
一
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説
相
を
変
え
た
故
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
性
に
つ
い
て
調

査
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
思
想
形
成
と
い
う
観
点
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鎌
田
茂
雄

氏
が
、法

蔵
の
思
想
は
通
常
果
上
現
の
法
門
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
仏
陀
・
華
厳
の
立
場
に
た
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
印
三

昧
に
住
し
た
仏
の
自
覚
内
容
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
終
教
的
な
立
場
を
超
え
て
、
華
厳
別
教
の
立
場
に
た
と

う
と
し
た
。
た
と
え
ば
彼
が
『
探
玄
記
』
の
な
か
で
十
玄
門
を
新
た
に
組
織
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
智
儼
の
『
十
玄
門
』
や
、

法
蔵
の
若
き
時
代
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
の
十
玄
門
の
唯
心
廻
転
善
成
門
を
捨
て
去
っ
た
如
き
で
あ
る
。

	

（『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
一
三
五
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
註（
１
）に
列
挙
し
た
各
拙
稿
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
要
点
の
み
を
簡
略
に
ま
と
め
て
い
く
。

①
『
五
教
章
（
４
）』

ま
ず
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
、「
縁
起
相
由
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
義
理
分
斉
」
第
九
が
四
門
に
分
け
ら
れ
る
中
の
第

三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
の
「
以
喩
略
示
」
に
て
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
華
厳
別
教

の
分
斉
と
さ
れ
、
理
性
等
の
介
入
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
こ
れ
も
『
五
教
章
』
よ
り
後
に

名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
法
性
融
通
」
は
相
性
通
融
な
ど
と
し
て
「
三
性
同
異
義
」
第
二
で
示
さ
れ
、
自
身
が
立
脚
す
る
華
厳

二
一
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別
教
一
乗
の
分
斉
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
自
身
が
別
教
一
乗
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
、
巻
頭
に
て
華
厳
別

教
を
因
分
・
果
分
に
分
け
る
と
し
た
言
葉
を
、
再
び
こ
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
第
三
の
初
め
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
第
三
の
説
示
中
に
は
数
箇
所
、
法
性
融
通
に
関
わ
る
語
が

「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
箇
所
の
内
容
を
調
べ
る
と
、
問
答
の
中
で
あ
る
な
ど
、

全
て
他
に
対
す
る
説
明
と
し
て
示
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
法
蔵
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
、
理
性

等
の
介
入
を
ゆ
る
さ
な
い
華
厳
別
教
一
乗
の
縁
起
の
み
を
自
ら
の
立
場
と
し
て
、
そ
れ
を
直
顕
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

一
方
で
、
そ
こ
に
向
か
う
向
上
門
の
者
に
対
し
て
説
明
す
る
場
合
に
は
理
─
事
な
ど
相
対
表
現
を
用
い
た
、
三
乗
寄
顕
の
説
示
が
為

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
位
置
付
け
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
両
者
の
差
異
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
別
教
一
乗
直
顕
の
説
示
の
中
に
「
形
対
の
果
」
や
「
縁
成
無
性
」
と
い
う
因
分
と
し
て
説
か
れ
る
果
分
が
混
入
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
『
文
義
綱
目
（
５
）』

次
に
『
文
義
綱
目
』
の
第
四
「
義
に
約
す
」
の
内
容
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
同
体
・
異
体
の
構
造
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
が
華
厳
の
義
理
を
顕
わ
す
一
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、『
五
教
章
』
の
「
義
理
分
斉
」
が
著
さ
れ
る

以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③
　『
華
厳
経
旨
帰
（
６
）』

『
華
厳
経
旨
帰
』
で
は
、「
経
の
意
を
釈
す
」
第
八
で
法
相
円
融
の
所
因
が
十
種
（
十
由
）
説
か
れ
て
い
る
中
の
九
番
目
に
『
五
教

二
一
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章
』
で
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
、
初
め
て
「
縁
起
相
由
力
」
と
名
付
け
ら
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
大
き
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
十
由
の
構
造
自
体
が
『
五
教
章
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
第
十
番
目
に
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
華
厳
別
教
の
絶
対
の
事
の
立
場
と
は
一
線
を
画
さ
れ
て
い
た
事
相
と
理
性
の
融

通
が
「
法
性
融
通
力
」
と
名
付
け
ら
れ
て
置
か
れ
、
ま
た
「
縁
起
相
由
」
に
は
、
こ
の
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
十
無
礙
を
当
て
は

め
た
解
釈
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
法
性
融
通
と
の
混
交
が
為
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
『
旨
帰
』
に
於
け
る
改
訂
の
特
徴
は
、
一
に
『
五
教
章
』
で
顕
し
た
十
義
・
十
玄
を
、「
経
の
義
を
顕
す
」
第
七
に

於
い
て
十
対
・
十
無
礙
に
改
変
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
十
義
を
十
対
に
改
め
た
の
は
、
法
性
の
融
通

（
あ
る
い
は
そ
れ
を
大
き
く
包
ん
で
相
対
の
関
係
）
の
在
り
方
を
導
入
す
る
た
め
、
さ
ら
に
十
玄
を
改
め
た
十
無
礙
は
、
理
趣
を
事
法
に

喩
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
礙
を
現
す
た
め
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
事
と
理
の
融
通
、
さ
ら
に
大
き
く
は
相

対
を
華
厳
の
義
・
意
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
の
事
と
理
事
無
礙
と
の
融
通
の
立
場
に
大
き
く
傾
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
旨
帰
』
時
点
の
法
蔵
は
こ
の
両
立
場
の
差
異
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ

の
間
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
「
揺
れ
」
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
、
振
り
返
っ
て
『
五
教
章
』
で
絶
対
の
事
を
説

示
す
る
中
に
混
入
し
て
い
た
「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
が
『
旨
帰
』
で
の
大
改
訂
へ
発
動
す
る
芽
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
の
特
徴
は
「
十
由
」
の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
全
体
の
内
容
か
ら
は
、
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
縁
起
相
由
・
法
性
融
通
な
ど
が
「
仏
の
力
」
に
於
い
て
成
立
す
る
と
い
う
立
場

の
導
入
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
『
旨
帰
』
で
は
「
縁
起
相
由
力
」、
あ
る
い
は
「
法
性
融
通
力
」
と
「
力
」
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
仏
の
力
」
は
海
印
三
昧
、
果
分
不
可
説
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

二
一
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章
』
で
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
、
初
め
て
「
縁
起
相
由
力
」
と
名
付
け
ら
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
大
き
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
十
由
の
構
造
自
体
が
『
五
教
章
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
第
十
番
目
に
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
華
厳
別
教
の
絶
対
の
事
の
立
場
と
は
一
線
を
画
さ
れ
て
い
た
事
相
と
理
性
の
融

通
が
「
法
性
融
通
力
」
と
名
付
け
ら
れ
て
置
か
れ
、
ま
た
「
縁
起
相
由
」
に
は
、
こ
の
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
十
無
礙
を
当
て
は

め
た
解
釈
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
法
性
融
通
と
の
混
交
が
為
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
『
旨
帰
』
に
於
け
る
改
訂
の
特
徴
は
、
一
に
『
五
教
章
』
で
顕
し
た
十
義
・
十
玄
を
、「
経
の
義
を
顕
す
」
第
七
に

於
い
て
十
対
・
十
無
礙
に
改
変
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
十
義
を
十
対
に
改
め
た
の
は
、
法
性
の
融
通

（
あ
る
い
は
そ
れ
を
大
き
く
包
ん
で
相
対
の
関
係
）
の
在
り
方
を
導
入
す
る
た
め
、
さ
ら
に
十
玄
を
改
め
た
十
無
礙
は
、
理
趣
を
事
法
に

喩
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
礙
を
現
す
た
め
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
事
と
理
の
融
通
、
さ
ら
に
大
き
く
は
相

対
を
華
厳
の
義
・
意
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
の
事
と
理
事
無
礙
と
の
融
通
の
立
場
に
大
き
く
傾
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
旨
帰
』
時
点
の
法
蔵
は
こ
の
両
立
場
の
差
異
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ

の
間
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
「
揺
れ
」
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
、
振
り
返
っ
て
『
五
教
章
』
で
絶
対
の
事
を
説

示
す
る
中
に
混
入
し
て
い
た
「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
が
『
旨
帰
』
で
の
大
改
訂
へ
発
動
す
る
芽
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
の
特
徴
は
「
十
由
」
の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
全
体
の
内
容
か
ら
は
、
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
縁
起
相
由
・
法
性
融
通
な
ど
が
「
仏
の
力
」
に
於
い
て
成
立
す
る
と
い
う
立
場

の
導
入
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
『
旨
帰
』
で
は
「
縁
起
相
由
力
」、
あ
る
い
は
「
法
性
融
通
力
」
と
「
力
」
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
仏
の
力
」
は
海
印
三
昧
、
果
分
不
可
説
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
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て
『
五
教
章
』
で
因
分
・
果
分
に
関
与
し
な
か
っ
た
性
相
通
融
の
立
場
も
「
仏
の
力
」（
果
分
）
に
よ
る
成
立
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
例
え
ば
『
華
厳
経
』「
賢
首
品
」
に
、

一
切
示
現
無
有
余
、
海
印
三
昧
勢
力
故
。	

（
大
正
九
・
四
三
四
下
）

（
一
切
示
現
し
て
余
り
有
る
こ
と
無
き
は
、
海
印
三
昧
勢
力
の
故
な
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
切
が
仏
の
三
昧
力
で
あ
る
と
い
う
思
想
的
立
場
を
実
現
し
、
そ
れ
を
言
葉
に
す
る
こ
と
を
希
求
し
た
こ
と
に
よ

る
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

④
　『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
（
７
）」

『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
の
巻
下
に
収
め
ら
れ
る
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て
、

一
、
縁
起
相
由
門

二
、
法
性
融
通
門

三
、
縁
性
双
顕
門

四
、
理
事
分
無
門

の
四
門
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
一
の
「
縁
起
相
由
門
」
の
み
が
詳
細
に
解
釈
さ
れ
、
他
は
未
だ
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
を

二
一
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述
べ
て
終
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
縁
起
相
由
の
解
釈
を
調
査
す
る
と
、『
旨
帰
』
の
用
語
を
用
い
つ
つ
も
、
溯
っ
て
『
五
教
章
』
の
構
成
・
文
章
に
範
を
取
り

な
が
ら
書
か
れ
整
備
、
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
『
旨
帰
』
に
於
い
て
為
さ
れ
た
、「
十
無
礙
」
の
導

入
に
見
ら
れ
る
法
性
融
通
と
の
混
交
が
払
拭
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
第
二
門
と
し
て
「
法
性
融
通
門
」
が
立
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
界
縁
起
に
つ
い
て
、
こ
の
二
門
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
さ
ら
に
第
三
門
と
し
て
「
縁
性
双
顕
門
」、
第
四
門
と
し
て
「
理
事
分
無
門
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
に
見
ら
れ
た
縁
起
相
由
と
理
事
無
礙
と
が
混
交
す
る
立
場
も
い
ま
だ
存
し
て
い
る
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。『
旨
帰
』
で
の
「
縁
起
相
由
」
の
内
容
が
先
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
の
み
詳
し

く
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
細
か
く
逐
っ
て
ゆ
く
と
、
や
は
り
『
旨
帰
』
に
見

ら
れ
た
よ
う
な
理
性
等
の
混
入
は
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
に
注
目
し
て
こ
れ
を
四
門
に
よ
っ
て
整
理
し
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て

述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
縁
起
相
由
の
思
想
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
包
み
込
む
思
想

的
立
場
へ
の
進
展
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
『
旨
帰
』
で
用
い
ら
れ
た
十
由
の
構
造
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
が
必
要
と
な
る
。

⑤
　『
探
玄
記
（
８
）』

『
探
玄
記
』
で
の
縁
起
相
由
は
、
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
」
で
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
（
十
由
）

が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
門
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
第
一
門
の
み
新
た
に
改
訂
が
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
列
名
の
み

二
一
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述
べ
て
終
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
縁
起
相
由
の
解
釈
を
調
査
す
る
と
、『
旨
帰
』
の
用
語
を
用
い
つ
つ
も
、
溯
っ
て
『
五
教
章
』
の
構
成
・
文
章
に
範
を
取
り

な
が
ら
書
か
れ
整
備
、
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
『
旨
帰
』
に
於
い
て
為
さ
れ
た
、「
十
無
礙
」
の
導

入
に
見
ら
れ
る
法
性
融
通
と
の
混
交
が
払
拭
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
第
二
門
と
し
て
「
法
性
融
通
門
」
が
立
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
界
縁
起
に
つ
い
て
、
こ
の
二
門
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
さ
ら
に
第
三
門
と
し
て
「
縁
性
双
顕
門
」、
第
四
門
と
し
て
「
理
事
分
無
門
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
に
見
ら
れ
た
縁
起
相
由
と
理
事
無
礙
と
が
混
交
す
る
立
場
も
い
ま
だ
存
し
て
い
る
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。『
旨
帰
』
で
の
「
縁
起
相
由
」
の
内
容
が
先
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
の
み
詳
し

く
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
細
か
く
逐
っ
て
ゆ
く
と
、
や
は
り
『
旨
帰
』
に
見

ら
れ
た
よ
う
な
理
性
等
の
混
入
は
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
に
注
目
し
て
こ
れ
を
四
門
に
よ
っ
て
整
理
し
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て

述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
縁
起
相
由
の
思
想
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
包
み
込
む
思
想

的
立
場
へ
の
進
展
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
『
旨
帰
』
で
用
い
ら
れ
た
十
由
の
構
造
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
が
必
要
と
な
る
。

⑤
　『
探
玄
記
（
８
）』

『
探
玄
記
』
で
の
縁
起
相
由
は
、
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
」
で
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
（
十
由
）

が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
門
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
第
一
門
の
み
新
た
に
改
訂
が
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
列
名
の
み
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為
さ
れ
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
解
釈
は
全
て
『
旨
帰
』
の
十
由
に
譲
ら
れ
て
い
た
。

「
法
界
縁
起
章
」
と
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
を
対
比
す
る
と
、
ま
ず
構
造
面
で
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
明
瞭
な
列
名
は

為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
か
ら
九
門
で
あ
る
こ
と
が
受
け
取
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
明
確
に
十
門
が
列

名
さ
れ
、
ま
た
細
か
い
分
類
も
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
内
容
面
で
は
一
つ
に
、「
法
界
縁
起
章
」
の
文
章
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
用
語
を
揃
え
る
な
ど
整
備
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
細
か
く
文
章
を
対
比
す
る
と
、「
法
界
縁
起
章
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
無
性
」、「
法
融
通
」
の
語
が
全
て

除
去
さ
れ
、
法
性
の
融
通
に
関
連
す
る
語
が
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
法
界
縁
起
章
」
に
こ
れ
ら
の
語
が
混
入

し
た
の
は
『
五
教
章
』
の
文
章
に
範
を
取
っ
た
故
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
掃
す
る
こ
と
で
絶
対
の
事
と
し
て
の
縁
起
を

徹
底
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
つ
に
十
由
の
構
造
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
こ
の
第
一
「
縁
起
相
由
」
以
外
は
項
目
名
を
示
す
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
項

目
名
と
順
序
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
解
釈
は
『
旨
帰
』
に
譲
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
旨
帰
』
の
十
由

が
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
暗
に
示
し
て
い
た
こ
と
に
復
帰
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
造
が
間
違
っ
て
い
な
い
か

ら
こ
そ
の
復
帰
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
三
つ
に
、
重
要
な
改
訂
で
あ
る
「
体
用
の
双
融
」
の
項
で
為
さ
れ
た
六
句
に
よ
る
釈
中
で
の
表
現
の
変

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
第
五
句
は
両
書
と
も
全
く
同
じ
、

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
な
り
。

二
一
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と
い
う
句
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
六
句
に
つ
い
て
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

と
あ
り
、『
探
玄
記
』
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
そ
の
後
半
が
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
五
句
は
縁
起
相
由
を
語
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
世
界
が
泯
じ
た
状
況
が

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
絶
待
離
言
で
あ
り
な
が
ら
「
理
の
如
く
思
う

・
・

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
絶
待

離
言
、
冥
同
性
海
」
と
、「
理
の
如
く
思
う

・

・

」
行
為
者
が
無
く
な
り
、
性
海
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
性
海
果
分
と
し
て

の
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
の
境
界
が
、
即
、
縁
起
因
分
と
し
て
の
第
五
句
の
縁
起
相
由
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
改

訂
内
容
は
、
十
由
の
中
で
、
項
目
自
体
改
め
ら
れ
た
唯
一
の
も
の
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
果
徳
円
極
故
」
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
て

い
る
。

こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
、
仏
の
三
昧
と
即
な
る
も
の
と
し
て
の
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
そ
れ
ぞ
れ
が
内
容
を
整
備
さ
れ

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
訂
の
全
体
を
思
想
形
成
の
展
開
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
『
五
教
章
』
で
は
、
第
三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門

三
二
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と
い
う
句
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
六
句
に
つ
い
て
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

と
あ
り
、『
探
玄
記
』
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
そ
の
後
半
が
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
五
句
は
縁
起
相
由
を
語
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
世
界
が
泯
じ
た
状
況
が

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
絶
待
離
言
で
あ
り
な
が
ら
「
理
の
如
く
思
う

・
・

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
絶
待

離
言
、
冥
同
性
海
」
と
、「
理
の
如
く
思
う

・

・

」
行
為
者
が
無
く
な
り
、
性
海
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
性
海
果
分
と
し
て

の
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
の
境
界
が
、
即
、
縁
起
因
分
と
し
て
の
第
五
句
の
縁
起
相
由
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
改

訂
内
容
は
、
十
由
の
中
で
、
項
目
自
体
改
め
ら
れ
た
唯
一
の
も
の
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
果
徳
円
極
故
」
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
て

い
る
。

こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
、
仏
の
三
昧
と
即
な
る
も
の
と
し
て
の
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
そ
れ
ぞ
れ
が
内
容
を
整
備
さ
れ

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
訂
の
全
体
を
思
想
形
成
の
展
開
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
『
五
教
章
』
で
は
、
第
三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門

三
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義
」
に
て
示
す
別
教
一
乗
の
法
界
縁
起
の
み
を
自
ら
の
立
場
と
し
、
他
を
切
り
離
す
姿
勢
で
あ
り
、
と
く
に
絶
対
の
事
の
縁
起
と
し

て
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
、
事
と
理
の
融
通
す
る
性
相
通
融
と
を
は
っ
き
り
と
峻
別
す
る
向
下
門
の
み
強
調
す
る
立
場
に

あ
り
、
次
に
『
旨
帰
』
で
は
こ
れ
を
省
み
て
、『
五
教
章
』
で
の
峻
別
す
る
姿
勢
か
ら
、
向
上
門
の
導
入
を
追
究
し
、
包
括
す
る
よ

う
に
華
厳
の
義
・
意
と
し
て
の
絶
対
の
事
の
縁
起
の
中
に
法
性
と
事
相
（
理
と
事
）
の
融
通
が
導
入
さ
れ
、
思
想
的
立
場
の
展
開
が

為
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
絶
対
の
事
の
縁
起
と
法
性
融
通
と
が
同
じ
水
準
で
混
交
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
法
蔵
自
身
の
思
想
立
場
に
於
け
る
「
揺
れ
」
が
窺
わ
れ
、
未
だ
向
上
に
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。
加

え
て
こ
こ
で
は
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
一
切
が
成
立
す
る
も
の
と
改
訂
さ
れ
た
。

次
に
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
理
性
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
の
縁
起
（
縁
起
相
由
）
が
『
五
教
章
』
に
範
を
取
り
な
が
ら
記
さ
れ
、

縁
起
相
由
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
た
が
、
他
の
項
目
名
か
ら
は
そ
の
両
門
の
混
交
の
様
子
が
み
え
、
加
え
て
「
理
の
如
く
思
う
」
と

い
う
法
蔵
の
主
体
的
立
場
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
解
釈
の
中
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
い
ま
だ
『
旨
帰
』
の
水
準
を
引
き

ず
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

次
に
『
探
玄
記
』
で
は
、「
冥
同
性
海
」、
果
徳
円
極
な
る
境
界
と
し
て
絶
対
の
事
、
法
性
融
通
な
ど
の
在
り
方
が
成
立
す
る
と
い

う
境
界
へ
と
展
開
し
、
そ
れ
ゆ
え
『
旨
帰
』
の
十
由
に
於
け
る
、
原
因
と
し
て
の
「
仏
の
力
」
に
よ
る
成
立
と
い
う
構
造
に
戻
っ
た
。

縁
起
相
由
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
『
旨
帰
』
で
は
理
事
の
混
交
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
性
海
に
於
け
る
縁
起
相
由
と
い
う
境
界
が

未
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
き
改
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
性
海
と
し
て
縁
起
相
由
、
法
性
融
通
、
さ
ら
に
そ
の

他
の
縁
起
の
在
り
方
が
障
礙
無
く
存
在
す
る
と
い
う
構
造
が
明
確
に
成
立
し
、
こ
れ
を
以
て
法
蔵
の
華
厳
思
想
が
最
終
的
に
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

三
二
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【
註
】

（
１
）	

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

に
続
く
も
の
で
あ
り
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
」
と
題
し
て
法
蔵
の
思
想
形
成
を
調
査
し
て
き
た
左
に
記
す
各
論
考
の

最
後
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
、
最
後
に
総
括
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
考
察
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
２
）	

註（
１
）の
拙
稿
の
う
ち
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
に
て
詳
細
に
考
察
し
た
。

（
３
）	

な
お
こ
の
第
六
句
の
後
半
を
改
め
、「
冥
同
性
海
」
と
し
た
こ
と
は
、『
探
玄
記
』
の
十
由
で
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
六
句
の
分
別
は
十
玄
中
に
於
い
て
も
為
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
重
要

な
鍵
と
な
る
説
示
で
あ
る
。

（
４
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─

『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」

（
５
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」。

（
６
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」

（
７
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」

（
８
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

三
三



� 51法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（下）、及び総結（舘野）

【
註
】

（
１
）	

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

に
続
く
も
の
で
あ
り
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
」
と
題
し
て
法
蔵
の
思
想
形
成
を
調
査
し
て
き
た
左
に
記
す
各
論
考
の

最
後
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
、
最
後
に
総
括
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
考
察
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
２
）	

註（
１
）の
拙
稿
の
う
ち
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
に
て
詳
細
に
考
察
し
た
。

（
３
）	

な
お
こ
の
第
六
句
の
後
半
を
改
め
、「
冥
同
性
海
」
と
し
た
こ
と
は
、『
探
玄
記
』
の
十
由
で
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
六
句
の
分
別
は
十
玄
中
に
於
い
て
も
為
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
重
要

な
鍵
と
な
る
説
示
で
あ
る
。

（
４
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─

『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」

（
５
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」。

（
６
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」

（
７
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」

（
８
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

三
三
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同	

『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
三
月

舘
野
正
生
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

　
同	

	「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、

七
〇
巻
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

　
同	
「
十
義
の
変
遷
に
見
る
法
蔵
華
厳
思
想
の
形
成
（
後
篇
）」（『
桜
文
論
叢
』、
第
七
一
巻
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）

　
同	
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）

　
同	

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）

　
同	

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」『
桜
文
論
叢
』、
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

三
二
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『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
下
）
承
前

鹿

　
　野

　
　し
の
ぶ

本
稿
は
『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
上
・
中
）
の
続
稿
（
秋
歌
一
五
一
番
歌
か
ら
冬
歌
ま
で
）
で
あ
る
。
凡
例
は
前
々
稿
に
し

た
が
う
。

月
前
鹿

一
五
一
　
夜よ

良ゝ
し
と
や
な
れ
も
告つ

げ
けゝ
ん
影
ふ
く
る
月
を
をゝ
し
か
の
つ
ま
ご
ひ
の
声

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
月
前
の
鹿
」。

【
口
語
訳
】
夜
が
素
晴
ら
し
い
と
お
ま
え
も
告
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
更
け
て
月
が
傾
き
惜
し
む
よ
う
に
、
牡
鹿
が
妻
を
恋
い
慕
っ

て
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
。

【
語
釈
】
●
夜
良
し
と
や
─
【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。
●
な
れ
─
汝
。
こ
こ
で
は
牡
鹿
を
さ
す
。

●
告
げ
け
ん
─
「
け
ん
」
は
過
去
推
量
の
連
体
形
。
係
り
結
び
で
二
句
切
れ
。
●
影
ふ
く
る
─
夜
が
更
け
て
月
の
光
の
輝
き
を
増
す
。

六
六
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●
月
を
を
し
か
の
─
「
を
し
」
は
月
が
傾
く
こ
と
を
「
惜
し
」
と
「
牡
鹿
」
の
「
を
し
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
月
夜
よ
し
よ
よ
し
と
人
に
告
げ
や
ら
ば
来
て
ふ
に
似
た
り
待
た
ず
し
も
あ
ら
ず
」（『
古
今
集
』
恋
四
・
六
九
二
・
読
人

し
ら
ず
）

山
家
月

一
五
二
　
山
里
の
真ま

木
の
板い

た

戸
の
ひ
ま
な
く
は
月
さ
へ
と
は
じ
袖
の
上
露

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山
家
の
月
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
山
里
の
真
木
で
作
っ
た
板
戸
の
隙
間
が
な
い
な
ら
ば
、
恋
人
も
そ
の
上
、
月
ま
で
も
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
、
寂
し
い
袖
の

上
露
に
。

【
語
釈
】
●
真
木
の
板
戸
の
ひ
ま
な
く
は
─
「
真
木
」
は
丈
夫
な
木
。
そ
れ
で
作
っ
た
板
戸
に
隙
間
が
な
い
、
の
意
。「
ひ
ま
な
く

は
」
は
「
ひ
ま
な
し
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
の
「
は
」
が
続
き
、「
隙
間
が
な
い
な
ら
ば
」
と
い
う
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。

●
月
さ
へ
と
は
じ
─
「
さ
へ
」
は
添
加
の
意
の
副
助
詞
。「
じ
」
は
打
ち
消
し
推
量
の
助
動
詞
。【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
る
と
恋
人

が
来
な
い
、
そ
の
上
、
月
ま
で
も
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
、
の
意
。
●
袖
の
上
露
─
袖
の
露
は
独
り
寝
の
さ
み
し
さ
を
表
し
、
涙
を
暗
示

す
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
里
の
真
木
の
板
戸
も
さ
さ
ざ
り
き
た
の
め
し
人
を
待
ち
し
宵
よ
り
」（『
後
撰
集
』
恋
一
・
五
八
九
・「
男
の
来
む
と
て

来
ざ
り
け
れ
ば
」）

六
九
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●
月
を
を
し
か
の
─
「
を
し
」
は
月
が
傾
く
こ
と
を
「
惜
し
」
と
「
牡
鹿
」
の
「
を
し
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
月
夜
よ
し
よ
よ
し
と
人
に
告
げ
や
ら
ば
来
て
ふ
に
似
た
り
待
た
ず
し
も
あ
ら
ず
」（『
古
今
集
』
恋
四
・
六
九
二
・
読
人

し
ら
ず
）

山
家
月

一
五
二
　
山
里
の
真ま

木
の
板い
た

戸
の
ひ
ま
な
く
は
月
さ
へ
と
は
じ
袖
の
上
露

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山
家
の
月
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
山
里
の
真
木
で
作
っ
た
板
戸
の
隙
間
が
な
い
な
ら
ば
、
恋
人
も
そ
の
上
、
月
ま
で
も
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
、
寂
し
い
袖
の

上
露
に
。

【
語
釈
】
●
真
木
の
板
戸
の
ひ
ま
な
く
は
─
「
真
木
」
は
丈
夫
な
木
。
そ
れ
で
作
っ
た
板
戸
に
隙
間
が
な
い
、
の
意
。「
ひ
ま
な
く

は
」
は
「
ひ
ま
な
し
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
の
「
は
」
が
続
き
、「
隙
間
が
な
い
な
ら
ば
」
と
い
う
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。

●
月
さ
へ
と
は
じ
─
「
さ
へ
」
は
添
加
の
意
の
副
助
詞
。「
じ
」
は
打
ち
消
し
推
量
の
助
動
詞
。【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
る
と
恋
人

が
来
な
い
、
そ
の
上
、
月
ま
で
も
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
、
の
意
。
●
袖
の
上
露
─
袖
の
露
は
独
り
寝
の
さ
み
し
さ
を
表
し
、
涙
を
暗
示

す
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
里
の
真
木
の
板
戸
も
さ
さ
ざ
り
き
た
の
め
し
人
を
待
ち
し
宵
よ
り
」（『
後
撰
集
』
恋
一
・
五
八
九
・「
男
の
来
む
と
て

来
ざ
り
け
れ
ば
」）

六
九
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閑
見
月

一
五
三
　
友
と
見
て
な
ぐ
さ
む
宿や
ど

の
さ
び
し
さ
を
月
だ
に
知し

れ
な
ふ
る
さ
と
の
秋

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
閑
か
に
月
を
見
る
」。

【
口
語
訳
】
友
と
見
な
し
て
慰
め
る
宿
の
寂
し
さ
を
せ
め
て
月
だ
け
で
も
知
っ
て
お
く
れ
よ
。
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
の
秋
に
。

【
語
釈
】
●
友
と
見
て
─
ひ
っ
そ
り
と
一
人
静
か
に
月
を
友
と
見
な
し
て
、
の
意
。
歌
題
「
閑
」
を
「
ま
は
し
て
」
よ
む
。
●
月
だ

に
知
れ
な
─
「
だ
に
」
は
最
小
限
の
限
定
を
表
す
副
助
詞
。「
知
る
」
の
命
令
形
に
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」
が
接
続
し
た
形
。
四
句

切
れ
。
他
に
友
は
い
な
い
の
で
、
せ
め
て
月
だ
け
で
も
友
と
見
な
し
て
そ
の
さ
み
し
さ
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
意
。
●
ふ

る
さ
と
─
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
意
。

【
参
考
】「
な
が
む
る
に
慰
む
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
月
を
友
に
て
明
か
す
頃
か
な
」（『
山
家
集
』
六
四
八
・「
月
」）

月
の
歌
の
中
に

一
五
四
　
す
み
わ
ぶ
る
う
き
世
の
外
の
こ
と
問ゝ
は
ん
涙
よ
月
の
影
な
へ
だ
て
そ

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
月
の
歌
を
詠
ん
だ
中
に
」。

【
口
語
訳
】
住
み
に
く
い
こ
の
憂
き
世
の
他
の
こ
と
を
尋
ね
よ
う
。
涙
よ
、
月
の
光
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
な
。

【
語
釈
】
●
す
み
わ
ぶ
る
─
住
ん
で
い
る
の
を
つ
ら
く
思
う
。「
す
み
」
に
「
住
み
」
と
「（
月
が
）
澄
み
」
と
を
掛
け
る
。
●
う
き

世
の
外
の
こ
と
問
は
ん
─
「
ん
」
は
意
思
・
意
向
の
意
を
表
す
助
動
詞
の
終
止
形
。
憂
き
世
の
中
の
こ
と
以
外
を
尋
ね
よ
う
。
三
句

六
一
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切
れ
。
●
涙
よ
月
の
影
な
へ
だ
て
そ
─
「
な
へ
だ
て
そ
」
は
副
詞
「
な
」
と
終
助
詞
「
そ
」
が
呼
応
し
て
禁
止
を
表
す
。「
隔
て
な

い
で
く
れ
」。
月
の
光
に
つ
ら
さ
が
慰
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
光
を
隔
て
な
い
で
お
く
れ
、
と
涙
に
訴
え
る
。

【
参
考
】「
す
み
わ
ぶ
る
世
は
う
ぢ
川
の
網
代
木
に
い
ざ
よ
ふ
月
も
影
更
け
に
け
り
」（『
新
葉
集
』
雑
上
・
一
〇
九
八
・
入
道
前
関
白
左
大

臣
〈
教
基
か
〉）

月
前
雁

一
五
五
　
雲
井
路ぢ

を
月
に
や
来き

ぬ
る
小さ

夜よ

更ふ

け
て
天あ

ま

の
門

〔
と
〕

渡わ
た

る
初は

つ

雁か
り

の
声こ

ゑ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
月
前
の
雁
」。

【
口
語
訳
】
雲
路
を
抜
け
て
月
ま
で
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
更
け
て
天
上
の
道
を
わ
た
る
初
雁
の
声
が
聞
こ
え
る
。

【
語
釈
】
●
雲
井
路
─
雲
居
路
。
雲
路
。
雲
の
中
の
路
。
こ
こ
で
は
雁
が
雲
路
を
通
り
月
へ
向
か
う
。
●
月
に
や
来
ぬ
る
─
疑
問
の

係
助
詞
「
や
」
と
雁
が
月
ま
で
や
っ
て
来
た
と
い
う
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な
り
、
三
句
切
れ
。
●
天
の

門
─
底
本
「
あ
ま
の
と
」
の
「
と
」
は
右
傍
に
記
さ
れ
る
。
天
空
の
渡
り
路
。
雁
を
舟
に
見
立
て
、
そ
れ
が
通
る
所
と
詠
ん
だ
【
参

考
】
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
秋
風
に
声
を
ほ
に
あ
げ
て
く
る
舟
は
天
の
門
渡
る
雁
に
ぞ
あ
り
け
る
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
二
・
藤
原
菅
根
）

六
六
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切
れ
。
●
涙
よ
月
の
影
な
へ
だ
て
そ
─
「
な
へ
だ
て
そ
」
は
副
詞
「
な
」
と
終
助
詞
「
そ
」
が
呼
応
し
て
禁
止
を
表
す
。「
隔
て
な

い
で
く
れ
」。
月
の
光
に
つ
ら
さ
が
慰
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
光
を
隔
て
な
い
で
お
く
れ
、
と
涙
に
訴
え
る
。

【
参
考
】「
す
み
わ
ぶ
る
世
は
う
ぢ
川
の
網
代
木
に
い
ざ
よ
ふ
月
も
影
更
け
に
け
り
」（『
新
葉
集
』
雑
上
・
一
〇
九
八
・
入
道
前
関
白
左
大

臣
〈
教
基
か
〉）

月
前
雁

一
五
五
　
雲
井
路ぢ

を
月
に
や
来き

ぬ
る
小さ

夜よ

更ふ

け
て
天あ

ま

の
門

〔
と
〕

渡わ
た

る
初は

つ

雁か
り

の
声こ

ゑ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
月
前
の
雁
」。

【
口
語
訳
】
雲
路
を
抜
け
て
月
ま
で
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
夜
更
け
て
天
上
の
道
を
わ
た
る
初
雁
の
声
が
聞
こ
え
る
。

【
語
釈
】
●
雲
井
路
─
雲
居
路
。
雲
路
。
雲
の
中
の
路
。
こ
こ
で
は
雁
が
雲
路
を
通
り
月
へ
向
か
う
。
●
月
に
や
来
ぬ
る
─
疑
問
の

係
助
詞
「
や
」
と
雁
が
月
ま
で
や
っ
て
来
た
と
い
う
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な
り
、
三
句
切
れ
。
●
天
の

門
─
底
本
「
あ
ま
の
と
」
の
「
と
」
は
右
傍
に
記
さ
れ
る
。
天
空
の
渡
り
路
。
雁
を
舟
に
見
立
て
、
そ
れ
が
通
る
所
と
詠
ん
だ
【
参

考
】
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
秋
風
に
声
を
ほ
に
あ
げ
て
く
る
舟
は
天
の
門
渡
る
雁
に
ぞ
あ
り
け
る
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
二
・
藤
原
菅
根
）

六
六
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初
聞
雁

一
五
六
　
今
朝
は
は
や
夜
さ
む
数
そ
ふ
秋
風か
ぜ

に
さ
そ
は
れ
渡わ

た

る
衣
か
り
が
ね

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
初
め
て
雁
を
聞
く
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
今
朝
は
早
く
も
夜
の
寒
さ
が
身
に
染
み
る
日
数
を
数
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
秋
風
に
誘
わ
れ
て
渡
っ
て
ゆ
く
雁
に
衣

を
借
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
た
が
、
借
り
ら
れ
な
い
。

【
語
釈
】
●
夜
さ
む
数
そ
ふ
─
秋
が
深
ま
り
、
強
く
夜
の
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る
日
数
が
増
え
る
こ
と
。
●
衣
か
り
が
ね
─
「
雁
が
ね
」

に
「（
衣
を
）
借
り
か
ね
」
を
掛
け
る
。
衣
を
借
り
た
い
が
借
り
ら
れ
な
い
と
い
う
【
参
考
】
古
今
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。

【
参
考
】「
夜
を
さ
む
み
衣
か
り
が
ね
な
く
な
へ
に
萩
の
し
た
ば
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
一
・
読
人
し
ら
ず
）

一
五
七
　
霧
た
ち
て
あ
さ
け
寒さ

む

け
き
秋あ

き

風
に
さ
そ
は
れ
わ
た
る
初は

つ

雁か
り

の
声こ

ゑ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
一
五
六
番
歌
「
初
聞
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
霧
が
立
ち
の
ぼ
り
夜
明
け
方
に
吹
く
寒
い
秋
風
に
誘
わ
れ
て
渡
っ
て
ゆ
く
初
雁
の
声
が
聞
こ
え
る
。

【
語
釈
】
●
あ
さ
け
寒
け
き
─
夜
が
明
け
る
頃
の
寒
さ
。
上
句
は
【
参
考
】
為
家
歌
を
踏
ま
え
る
か
。

【
参
考
】「
秋
風
に
さ
そ
は
れ
わ
た
る
雁
が
ね
は
雲
ゐ
は
る
か
に
け
ふ
ぞ
き
こ
ゆ
る
」（『
後
撰
集
』
秋
下
・
三
五
五
）。「
広
沢
や
朝
け
寒

け
き
池
水
に
霧
立
ち
籠
め
て
雁
ぞ
鳴
く
な
る
」（『
夫
木
抄
』
秋
・
雁
・
四
九
七
〇
・
藤
原
為
家
）

六
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秋
田

一
五
八
　
秋
も
は
や
刈か

り
田
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
ら
し
夜よ

を
へ
て
引ひ

板た

の
音お

と

ぞ
ま
さ
れ
る

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
秋
の
田
」。

【
口
語
訳
】
秋
は
早
く
も
稲
を
刈
り
取
っ
た
田
が
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
夜
深
く
な
っ
て
引
板
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
。

【
語
釈
】
●
な
り
ぬ
ら
し
─
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
、
推
量
の
助
動
詞
「
ら
し
」
の
終
止
形

で
「
な
っ
た
ら
し
い
」
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
引
板
の
音
ぞ
ま
さ
れ
る
─
引
板
は
細
い
竹
の
管
を
板
に
提
げ
、
引
く
と
鳴
る
も
の
を

田
畑
に
張
り
め
ぐ
ら
し
鳥
な
ど
を
追
う
仕
掛
け
。
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
（
引
板
の
音
が
）
強
ま
る
の
意
の
動
詞
「
ま
さ
る
」
の

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
あ
し
引
の
山
田
の
ひ
た
の
ひ
た
ぶ
る
に
忘
る
る
人
を
お
ど
ろ
か
す
か
な
」（『
続
後
撰
集
』
恋
五
・
九
九
二
・
人
麿
、『
古
今
和

歌
六
帖
』
第
五
「
お
ど
ろ
か
す
」）

秋
の
歌
の
中
に

一
五
九
　
さ
そ
は
る
るゝ
音を

と

た
て
そ
へ
て
秋
風
の
寒さ

む

き
夜よ

ご
と
に
う
つ
衣
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
秋
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。

【
口
語
訳
】
秋
風
が
衣
打
つ
音
を
運
び
、
恋
し
い
人
へ
の
思
い
を
誘
わ
れ
て
、
そ
の
音
が
ま
す
ま
す
大
き
く
聞
こ
え
る
の
は
寒
い
夜

ご
と
に
皆
が
衣
を
打
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
な
。

六
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秋
田

一
五
八
　
秋
も
は
や
刈か

り
田
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
ら
し
夜よ

を
へ
て
引ひ

板た

の
音お
と

ぞ
ま
さ
れ
る

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
秋
の
田
」。

【
口
語
訳
】
秋
は
早
く
も
稲
を
刈
り
取
っ
た
田
が
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
夜
深
く
な
っ
て
引
板
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
。

【
語
釈
】
●
な
り
ぬ
ら
し
─
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
、
推
量
の
助
動
詞
「
ら
し
」
の
終
止
形

で
「
な
っ
た
ら
し
い
」
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
引
板
の
音
ぞ
ま
さ
れ
る
─
引
板
は
細
い
竹
の
管
を
板
に
提
げ
、
引
く
と
鳴
る
も
の
を

田
畑
に
張
り
め
ぐ
ら
し
鳥
な
ど
を
追
う
仕
掛
け
。
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
（
引
板
の
音
が
）
強
ま
る
の
意
の
動
詞
「
ま
さ
る
」
の

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
あ
し
引
の
山
田
の
ひ
た
の
ひ
た
ぶ
る
に
忘
る
る
人
を
お
ど
ろ
か
す
か
な
」（『
続
後
撰
集
』
恋
五
・
九
九
二
・
人
麿
、『
古
今
和

歌
六
帖
』
第
五
「
お
ど
ろ
か
す
」）

秋
の
歌
の
中
に

一
五
九
　
さ
そ
は
る
るゝ
音を

と

た
て
そ
へ
て
秋
風
の
寒さ

む

き
夜よ

ご
と
に
う
つ
衣
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
秋
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。

【
口
語
訳
】
秋
風
が
衣
打
つ
音
を
運
び
、
恋
し
い
人
へ
の
思
い
を
誘
わ
れ
て
、
そ
の
音
が
ま
す
ま
す
大
き
く
聞
こ
え
る
の
は
寒
い
夜

ご
と
に
皆
が
衣
を
打
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
な
。
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【
語
釈
】
●
さ
そ
は
る
る
─
秋
風
が
衣
を
打
つ
音
を
運
ん
で
き
て
、
恋
し
い
人
を
思
う
気
持
ち
を
誘
う
。「
る
る
」
は
受
身
の
助
動
詞

「
る
」
の
連
体
形
。
●
音
た
て
そ
へ
て
─
「
そ
ふ
」
は
付
け
加
え
る
、
多
く
な
る
の
意
。
こ
こ
で
は
砧
で
衣
を
打
つ
音
が
大
き
く
な

る
の
意
。

【
参
考
】「
梢
ま
で
砧
の
音
を
さ
そ
ひ
き
て
衣
う
つ
な
り
庭
の
松
風
」（『
拾
玉
集
』
一
七
七
一
）

田
家
擣
衣

一
六
〇
　
稲い

な

葉
吹ふ

く
か
り
ほ
の
庵い
ほ

の
秋
風
に
夜よ

寒さ
む

も
そ
よ
と
う
つ
衣
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
田
家
の
擣
衣
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
夜
寒
の
秋
風
に
し
み
て
、
賤
が
衣
う
つ
を
擣

衣
と
い
ふ
な
り
。（
略
）
こ
ゝ
に
田
家
と
侍
れ
ば
、
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
い
ね
が
た
き
事
を
い
ひ
、
稲
葉
の
露
に
袖
ぬ
ら
す
風

情
な
ど
め
づ
ら
し
き
心
有
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
稲
葉
を
吹
く
仮
庵
の
秋
風
に
夜
の
寒
さ
に
そ
っ
と
そ
う
だ
よ
と
打
つ
衣
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
か
り
ほ
の
庵
─
【
参
考
】
に
挙
げ
た
本
歌
を
摂
取
。
●
そ
よ
─
風
が
吹
く
音
。「
そ
れ
よ
」
の
意
を
響
か
せ
、
恋
し
い
人

を
思
う
気
持
ち
を
込
め
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
我
が
衣
手
は
露
に
濡
れ
つ
つ
」（『
後
撰
集
』
秋
中
・
三
〇
二
・
天
智
天
皇
）

【
補
説
】
第
二
・
三
句
で
本
歌
を
想
起
さ
せ
、
本
歌
で
露
に
濡
れ
た
衣
を
、
当
該
歌
で
は
「
う
つ
衣
」
と
擣
衣
の
歌
に
仕
立
て
た
。
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百
首
の
歌
の
中
に
、
擣
衣
を

一
六
一
　
か
ら
衣
打う

つ
夜よ

の
数
を
か
さ
ね
て
も
な
ほを

秋
寒さ

む

く
な
り
ま
さ
り
つ
つゝ

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
擣
衣
」
は
堀
河
百
首
題
。「
百
首
の
歌
」
の
年
次
な
ど
詳
細
は
不
明
。

【
口
語
訳
】
衣
を
打
つ
夜
の
数
を
重
ね
て
、
や
は
り
秋
が
深
ま
っ
て
寒
さ
が
増
し
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
な
ほ
秋
寒
く
な
り
ま
さ
り
つ
つ
─
第
五
句
は
【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
二
五
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
本
歌
の
白
雪
が
積
も
り
寒
さ
が
増
す
と
い
う
そ
の
第
五
句
を
摂
取
し
、
衣
を
打
つ
夜
の
日
数
を
積
も
ら
せ
、
秋
の
夜
寒
へ

と
仕
立
て
た
。

関
霧

一
六
二
　
朝
た
ち
て
旅
行
（
く
）
人
や
過す

ぎ
ぬ
ら
む
ま
だ
関
も
ら
ぬ
霧
の
ま
ぎ
れ
に

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
関
の
霧
」。

【
口
語
訳
】
朝
、
出
発
し
て
旅
に
出
か
け
た
人
は
も
う
関
を
過
ぎ
て
い
る
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
関
守
が
眠
っ
て
通
行
の
妨
げ
を
し

て
い
な
い
霧
が
立
ち
こ
め
て
紛
れ
て
い
る
う
ち
に
。

【
語
釈
】
●
旅
行
く
人
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体
形
。
係
り
結
び
で
三

句
切
れ
。
●
関
も
ら
ぬ
霧
の
ま
ぎ
れ
に
─
「
も
る
」
は
「（
関
を
）
守
る
」
と
「（
霧
が
関
所
を
）
漏
る
（
ほ
ど
深
く
立
ち
こ
め
て
い
る
）」

六
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百
首
の
歌
の
中
に
、
擣
衣
を

一
六
一
　
か
ら
衣
打う

つ
夜よ

の
数
を
か
さ
ね
て
も
な
ほを

秋
寒さ
む

く
な
り
ま
さ
り
つ
つゝ

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
擣
衣
」
は
堀
河
百
首
題
。「
百
首
の
歌
」
の
年
次
な
ど
詳
細
は
不
明
。

【
口
語
訳
】
衣
を
打
つ
夜
の
数
を
重
ね
て
、
や
は
り
秋
が
深
ま
っ
て
寒
さ
が
増
し
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
な
ほ
秋
寒
く
な
り
ま
さ
り
つ
つ
─
第
五
句
は
【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
二
五
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
本
歌
の
白
雪
が
積
も
り
寒
さ
が
増
す
と
い
う
そ
の
第
五
句
を
摂
取
し
、
衣
を
打
つ
夜
の
日
数
を
積
も
ら
せ
、
秋
の
夜
寒
へ

と
仕
立
て
た
。

関
霧

一
六
二
　
朝
た
ち
て
旅
行
（
く
）
人
や
過す

ぎ
ぬ
ら
む
ま
だ
関
も
ら
ぬ
霧
の
ま
ぎ
れ
に

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
関
の
霧
」。

【
口
語
訳
】
朝
、
出
発
し
て
旅
に
出
か
け
た
人
は
も
う
関
を
過
ぎ
て
い
る
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
関
守
が
眠
っ
て
通
行
の
妨
げ
を
し

て
い
な
い
霧
が
立
ち
こ
め
て
紛
れ
て
い
る
う
ち
に
。

【
語
釈
】
●
旅
行
く
人
や
過
ぎ
ぬ
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体
形
。
係
り
結
び
で
三

句
切
れ
。
●
関
も
ら
ぬ
霧
の
ま
ぎ
れ
に
─
「
も
る
」
は
「（
関
を
）
守
る
」
と
「（
霧
が
関
所
を
）
漏
る
（
ほ
ど
深
く
立
ち
こ
め
て
い
る
）」
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と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
旅
人
も
み
な
も
ろ
と
も
に
朝
た
ち
て
駒
う
ち
渡
す
野
洲
の
河
霧
」（『
玉
葉
集
』
旅
・
一
一
三
五
・「
同
じ
道
に
て
野
洲
川
渡
り
け

る
に
、
先
立
つ
人
の
音
ば
か
り
聞
こ
え
て
霧
い
と
深
か
り
け
れ
ば
思
ひ
続
け
け
る
」・
阿
仏
尼
）

古
渡
秋
霧

一
六
三
　
わ
き
て
今
朝
と
ほを

き
わ
た（

マ
マ
）と

待
（
ち
）
わ
び
ぬ
霧
に
へ
だ
つ
る
淀よ

ど

の
川
舟

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
古
渡
秋
の
霧
」。「
古
渡
」
は
古
び
た
渡
し
場
の
こ
と
。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
題
で
、『
初
学
一
葉
』
に
「
渡
に
は
山

城
の
こ
ま
の
渡
り
、
淀
の
渡
り
、
角
田
川
な
ど
よ
め
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】（
霧
が
深
い
の
で
）
と
り
わ
け
今
朝
は
遠
く
の
渡
し
場
で
待
ち
わ
び
て
し
ま
っ
た
。
霧
に
隔
て
ら
れ
た
淀
の
川
舟
は
。

【
語
釈
】
●
第
二
句
─
底
本
は
「
と
を
き
わ
た
と
」
と
あ
る
。【
参
考
】
後
撰
歌
の
表
現
を
参
考
に
「
と
ほ
き
わ
た
り
と
」
と
解
し
た
。

●
待
ち
わ
び
ぬ
─
「
ぬ
」
は
完
了
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
三
句
切
れ
。

【
参
考
】「
天
河
と
ほ
き
渡
り
は
な
け
れ
ど
も
君
が
ふ
な
で
は
年
に
こ
そ
ま
て
」（『
後
撰
集
』
秋
・
二
三
九
・「
七
夕
を
よ
め
る
」、『
人
丸

集
』
八
三
・
第
二
句
「
と
ほ
き
わ
た
り
と
」）

河
上
霧

一
六
四
　
朝
霧ぎ

り

の
浮う

き
て
流な

が

れ
ぬ
波な

み

の
間ま

に
く
だ
る
は
早は

や

き
宇う

治ぢ

の
河
船

【
合
点
】
善
成

六
六
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【
詞
書
】「
河
上
の
霧
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
立
ち
こ
め
る
朝
霧
が
浮
ん
だ
ま
ま
流
れ
も
や
ら
ぬ
波
の
間
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
下
っ
て
ゆ
く
宇
治
の
川
舟
よ
。

【
語
釈
】
●
朝
霧
の
浮
き
て
流
れ
ぬ
波
の
間
に
─
「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。「
川
水
に
鹿
の
し
が
ら
み
か
け
て
け

り
浮
き
て
流
れ
ぬ
秋
萩
の
は
な
」（『
堀
河
百
首
』
秋
・
五
九
四
・
萩
・
大
江
匡
房
）。
●
く
だ
る
は
早
き
宇
治
の
河
船
─
「
宇
治
」
は
山

城
国
の
歌
枕
。
早
い
水
流
に
乗
っ
て
下
っ
て
行
く
川
舟
の
様
子
を
詠
む
。

【
参
考
】「
河
風
の
波
に
吹
き
敷
く
朝
霧
に
浮
き
て
ぞ
く
だ
る
宇
治
の
柴
舟
」（『
続
草
庵
集
』
二
四
一
・「
前
関
白
殿
十
五
首
に
、
河
上
霧
」）

河
霧

一
六
五
　
立
（
つ
）
霧
の
う
す
き
を
瀬せ

々ゞ
の
し
る
べ
に
て
あ
さ
川
わ
た
る
秋
の
か
ち
人

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
河
霧
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
川
面
に
立
つ
霧
が
薄
い
所
を
浅
瀬
を
渡
る
道
案
内
と
し
て
朝
の
川
を
渡
っ
て
ゆ
く
秋
の
徒
歩
人
よ
。

【
語
釈
】
●
あ
さ
川
─
朝
の
川
。「
あ
さ
」
に
「
浅
（
瀬
）」
を
響
か
せ
る
。
●
か
ち
人
─
馬
や
車
に
乗
ら
ず
に
、
徒
歩
で
行
く
人
。

【
参
考
】「
か
ち
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
縁
あ
れ
ば
ま
た
あ
ふ
さ
か
の
関
は
越
え
な
ん
」（『
伊
勢
物
語
』
第
六
九
段
）

右
京
大
夫
来
て
、
歌
よ
み
侍
（
り
）
し
に

一
六
六
　
丹に

生ふ

の
河
波
間ま

も
見
え
ぬ
あ
さ
霧ぎ
り

に
な
ほを

こ
と
通か
よ

ふ
ま
き
の
杣そ
ま

人

【
合
点
】
善
成

六
六
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【
詞
書
】「
河
上
の
霧
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
立
ち
こ
め
る
朝
霧
が
浮
ん
だ
ま
ま
流
れ
も
や
ら
ぬ
波
の
間
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
下
っ
て
ゆ
く
宇
治
の
川
舟
よ
。

【
語
釈
】
●
朝
霧
の
浮
き
て
流
れ
ぬ
波
の
間
に
─
「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。「
川
水
に
鹿
の
し
が
ら
み
か
け
て
け

り
浮
き
て
流
れ
ぬ
秋
萩
の
は
な
」（『
堀
河
百
首
』
秋
・
五
九
四
・
萩
・
大
江
匡
房
）。
●
く
だ
る
は
早
き
宇
治
の
河
船
─
「
宇
治
」
は
山

城
国
の
歌
枕
。
早
い
水
流
に
乗
っ
て
下
っ
て
行
く
川
舟
の
様
子
を
詠
む
。

【
参
考
】「
河
風
の
波
に
吹
き
敷
く
朝
霧
に
浮
き
て
ぞ
く
だ
る
宇
治
の
柴
舟
」（『
続
草
庵
集
』
二
四
一
・「
前
関
白
殿
十
五
首
に
、
河
上
霧
」）

河
霧

一
六
五
　
立
（
つ
）
霧
の
う
す
き
を
瀬せ

々ゞ
の
し
る
べ
に
て
あ
さ
川
わ
た
る
秋
の
か
ち
人

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
河
霧
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
川
面
に
立
つ
霧
が
薄
い
所
を
浅
瀬
を
渡
る
道
案
内
と
し
て
朝
の
川
を
渡
っ
て
ゆ
く
秋
の
徒
歩
人
よ
。

【
語
釈
】
●
あ
さ
川
─
朝
の
川
。「
あ
さ
」
に
「
浅
（
瀬
）」
を
響
か
せ
る
。
●
か
ち
人
─
馬
や
車
に
乗
ら
ず
に
、
徒
歩
で
行
く
人
。

【
参
考
】「
か
ち
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
縁
あ
れ
ば
ま
た
あ
ふ
さ
か
の
関
は
越
え
な
ん
」（『
伊
勢
物
語
』
第
六
九
段
）

右
京
大
夫
来
て
、
歌
よ
み
侍
（
り
）
し
に

一
六
六
　
丹に

生ふ

の
河
波
間ま

も
見
え
ぬ
あ
さ
霧ぎ

り

に
な
ほを

こ
と
通か

よ

ふ
ま
き
の
杣そ

ま

人

【
合
点
】
善
成

六
六
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【
詞
書
】「
右
京
大
夫
」
は
細
川
頼
元
（
康
永
二
年
〈
一
三
四
二
〉
〜
応
永
四
年
〈
一
三
九
七
〉）。
父
・
頼
春
。
母
・
近
衛
経
忠
女
。
兄
・

頼
之
の
養
子
と
な
る
。
従
四
位
下
、
右
京
大
夫
。
明
徳
二
年
よ
り
室
町
幕
府
管
領
。
頼
元
の
来
訪
年
次
お
よ
び
詠
歌
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
丹
生
川
の
波
間
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
深
い
朝
霧
が
立
ち
込
め
て
、
そ
れ
で
も
や
は
り
川
を
渡
っ
て
い
る
、
槇
の
杣
人
は
。

【
語
釈
】
●
丹
生
の
河
─
所
在
未
詳
の
川
。
同
名
の
川
は
『
万
葉
集
』
に
大
和
国
と
飛
騨
国
と
の
両
国
名
が
見
え
る
。

【
参
考
】「
槇
流
す
丹
生
の
川
霧
た
ち
に
け
り
杣
山
人
の
道
ま
ど
ふ
と
て
」（『
如
願
法
師
集
』
秋
・
二
九
七
）

虫
声
幽

一
六
七
　
おを

き
そ
む
る
霜
よ
り
深ふ
か

き
秋
の
野
のゝ
お
ど
ろ
が
し
た
に
残の
こ

る
虫む
し

の
音ね

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
虫
の
声
幽
か
な
り
」。『
別
本
和
漢
兼
作
集
』（
巻
八
・
五
三
三
・
仲
業
）
に
見
え
る
。『
続
草
庵
集
』（
二
五
〇
）
に
も
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
置
き
は
じ
め
た
霜
よ
り
も
深
い
秋
の
野
で
、
い
ば
ら
が
生
い
茂
っ
た
下
に
か
す
か
に
聞
こ
え
る
虫
の
声
は
。

【
語
釈
】
●
お
ど
ろ
─
棘
な
ど
が
乱
れ
て
茂
る
様
子
。

【
参
考
】「
露
霜
に
籬
の
萩
は
枯
れ
は
て
て
木
葉
の
そ
こ
に
残
る
虫
の
音
」（『
正
治
初
度
百
首
』
冬
・
七
六
三
・
藤
原
忠
良
）

鶉

一
六
八
　
臥ふ

し
わ
ぶ
る
涙

な
み
だ

の
床と

こ

の
秋
風
を
露
の
夜よ

寒さ
む

と
う
づ
ら
鳴な

く
な
り

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
鶉
」。『
六
百
番
歌
合
』
に
出
題
。

六
六
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【
口
語
訳
】
ひ
っ
そ
り
と
伏
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
独
り
寝
の
寂
し
さ
に
涙
が
床
に
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
吹
く
秋
風
を
露
の

置
く
夜
寒
だ
か
ら
だ
と
鶉
が
憂
い
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
臥
し
わ
ぶ
る
─
伏
せ
か
ね
る
様
子
。「
ふ
し
わ
ぶ
る
ま
が
き
の
た
け
の
な
が
き
よ
も
な
ほ
お
き
あ
ま
る
秋
の
し
ら
つ
ゆ
」

（『
続
古
今
集
』
雑
上
・
一
五
八
四
・「
百
首
御
歌
中
に
」・
順
徳
院
）。
●
涙
の
床
─
涙
に
濡
れ
た
寝
床
。
●
う
づ
ら
─
「
鶉
」
の
「
う
」
に

「
憂
」
を
響
か
せ
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
君
こ
ふ
る
涙
の
と
こ
に
み
ち
ぬ
れ
ば
み
を
つ
く
し
と
ぞ
我
は
な
り
ぬ
る
」（『
古
今
集
』
恋
二
・
五
六
七
・
藤
原
興
風
）

小
鷹
狩

一
六
九
　
し
ば
し
た
だゞ
た
が
へ
る
鷹た

か

も
心

こ
ゝ
ろ

せ
よ
う
づ
ら
鳴な

く
野
のゝ
秋
の
夕
暮

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
小
鷹
狩
り
」。『
為
忠
後
度
百
首
』
に
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
わ
ず
か
な
時
間
だ
け
、
我
が
手
に
戻
っ
て
く
る
鷹
も
注
意
せ
よ
。
鶉
が
鳴
い
て
い
る
野
の
秋
の
夕
暮
れ
時
は
。

【
語
釈
】
●
た
が
へ
る
鷹
─
鷹
狩
り
の
時
に
、
放
っ
た
鷹
が
手
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
。『
隆
源
口
伝
』
に
「
故
若
狭
守
は
手
に
か
へ
る

を
い
ふ
と
ぞ
い
ひ
し
。
と
が
へ
る
、
と
や
か
へ
る
な
ど
を
、
山
な
ど
に
て
か
へ
る
を
い
ふ
に
や
。
か
へ
る
と
は
た
か
屋
に
て
か
へ
る

を
い
ふ
と
云
々
。
か
へ
る
と
は
毛
な
ど
の
か
へ
る
を
云
ふ
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
鳴
き
て
年
は
へ
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
か
こ
ざ
ら
む
」（『
古
今
集
』
雑
下
・
九
七
二
）

六
九
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【
口
語
訳
】
ひ
っ
そ
り
と
伏
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
独
り
寝
の
寂
し
さ
に
涙
が
床
に
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
吹
く
秋
風
を
露
の

置
く
夜
寒
だ
か
ら
だ
と
鶉
が
憂
い
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
臥
し
わ
ぶ
る
─
伏
せ
か
ね
る
様
子
。「
ふ
し
わ
ぶ
る
ま
が
き
の
た
け
の
な
が
き
よ
も
な
ほ
お
き
あ
ま
る
秋
の
し
ら
つ
ゆ
」

（『
続
古
今
集
』
雑
上
・
一
五
八
四
・「
百
首
御
歌
中
に
」・
順
徳
院
）。
●
涙
の
床
─
涙
に
濡
れ
た
寝
床
。
●
う
づ
ら
─
「
鶉
」
の
「
う
」
に

「
憂
」
を
響
か
せ
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
君
こ
ふ
る
涙
の
と
こ
に
み
ち
ぬ
れ
ば
み
を
つ
く
し
と
ぞ
我
は
な
り
ぬ
る
」（『
古
今
集
』
恋
二
・
五
六
七
・
藤
原
興
風
）

小
鷹
狩

一
六
九
　
し
ば
し
た
だゞ
た
が
へ
る
鷹た

か

も
心

こ
ゝ
ろ

せ
よ
う
づ
ら
鳴な

く
野
のゝ
秋
の
夕
暮

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
小
鷹
狩
り
」。『
為
忠
後
度
百
首
』
に
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
わ
ず
か
な
時
間
だ
け
、
我
が
手
に
戻
っ
て
く
る
鷹
も
注
意
せ
よ
。
鶉
が
鳴
い
て
い
る
野
の
秋
の
夕
暮
れ
時
は
。

【
語
釈
】
●
た
が
へ
る
鷹
─
鷹
狩
り
の
時
に
、
放
っ
た
鷹
が
手
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
。『
隆
源
口
伝
』
に
「
故
若
狭
守
は
手
に
か
へ
る

を
い
ふ
と
ぞ
い
ひ
し
。
と
が
へ
る
、
と
や
か
へ
る
な
ど
を
、
山
な
ど
に
て
か
へ
る
を
い
ふ
に
や
。
か
へ
る
と
は
た
か
屋
に
て
か
へ
る

を
い
ふ
と
云
々
。
か
へ
る
と
は
毛
な
ど
の
か
へ
る
を
云
ふ
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
鳴
き
て
年
は
へ
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
か
こ
ざ
ら
む
」（『
古
今
集
』
雑
下
・
九
七
二
）

六
九
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岡
紅
葉

一
七
〇
　
露つ
ゆ

霜し
も

の
岡を

か

の
木
の
葉
はゝ
初は

つ

時
雨
そ
む
る
も
ま
た
ず
色
づ
き
に
け
り

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
岡
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
露
霜
が
置
く
岡
の
木
の
葉
は
初
時
雨
に
よ
っ
て
染
ま
る
の
も
待
た
ず
に
色
づ
い
た
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
露
霜
─
木
の
葉
を
色
づ
か
せ
る
も
の
。
●
初
時
雨
─
そ
の
時
に
初
め
て
降
る
時
雨
。
冬
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
。
こ
こ

で
は
岡
の
木
の
葉
が
そ
の
初
時
雨
よ
り
も
先
に
露
霜
に
よ
っ
て
色
づ
い
た
こ
と
を
詠
む
。

【
参
考
】「
秋
風
の
日
に
異
に
吹
け
ば
水
茎
の
岡
の
木
の
葉
も
色
づ
き
に
け
り
」（『
万
葉
集
』
巻
十
・
秋
雑
・
二
一
九
三
、『
拾
遺
集
』
雑

秋
・
一
一
一
四
・
上
句
「
秋
風
し
日
ご
と
に
吹
け
ば
我
が
宿
の
」）

紅
葉

一
七
一
　
降ふ

る
た
び
に
そ
む
る
時し

ぐ
れ雨

の
数
よ
り
も
思お

も

へ
ば
う
す
き
木
々ゝ
の
紅
葉
葉ゝ

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
紅
葉
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
降
る
た
び
に
木
々
を
染
め
て
い
く
時
雨
の
降
っ
た
数
よ
り
も
、
思
え
ば
そ
れ
ほ
ど
色
づ
い
て
い
な
い
、
木
々
の
紅
葉
の

葉
は
。

【
語
釈
】
●
思
へ
ば
─
他
の
用
例
か
ら
、「
改
め
て
考
え
て
み
る
と
」、
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
表
現
が
多
く
、
こ
こ
で
も
そ
の

よ
う
に
解
す
る
。

六
一
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【
参
考
】「
晴
れ
く
も
る
時
雨
な
ら
ず
は
紅
葉
葉
の
千
入
の
数
を
わ
き
や
か
ね
ま
し
」（『
続
草
庵
集
』
二
五
八
・「
入
道
二
品
親
王
家
五
十

首
歌
に
」）

一
七
二
　
小
倉
山
し
ば
し
木
ず
ゑ
の
く
も
る
こ
そ
な
ほを

色
そ
む
る
時
雨
な
り
け
れ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
一
七
一
番
歌
「
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
小
暗
い
と
い
う
名
を
持
つ
小
倉
山
は
し
ば
ら
く
の
間
は
梢
が
曇
り
確
か
に
小
暗
い
が
、
や
は
り
色
を
染
め
る
時
雨
が

降
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
小
倉
山
─
山
城
国
（
京
都
市
右
京
区
）
と
大
和
国
（
奈
良
県
桜
井
市
あ
た
り
）
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
歌
枕
。「
小
倉
」
に
「
小
暗

（
い
）」
を
掛
け
る
。
●
木
ず
ゑ
の
く
も
る
こ
そ
─
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」。
梢
に
雲
が
掛
か
り
小
暗
く
曇
っ
て
い
る
こ
と
強
調
す

る
表
現
。
●
時
雨
な
り
け
れ
─
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
は
第
二
句
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
を
受
け
て
已
然
形
と
な
り
、
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
小
倉
山
秋
と
ば
か
り
の
う
す
紅
葉
し
ぐ
れ
て
後
の
色
ぞ
ゆ
か
し
き
」（『
玉
葉
集
』
秋
下
・
七
六
六
・
延
政
門
院
新
大
納
言
）

一
七
三
　
く
れ
な
ゐ
の
八
入し

ほ

の
岡
の
初は

つ

時し
ぐ
れ雨

降ふ

り
い
で
てゝ
そ
む
る
木
々ゝ
の
紅
葉
葉ゝ

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】
一
七
一
番
歌
「
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
紅
色
の
八
入
の
岡
に
初
時
雨
が
降
り
始
め
て
、
八
入
の
名
の
通
り
繰
り
返
し
染
ま
る
、
木
々
の
紅
葉
の
葉
は
。

【
語
釈
】
●
く
れ
な
ゐ
の
─
「
八
入
」
の
枕
詞
か
（
中
川
博
夫
氏
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
）。
●
八
入
の
岡
─
山
城
（
前
項
中
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【
参
考
】「
晴
れ
く
も
る
時
雨
な
ら
ず
は
紅
葉
葉
の
千
入
の
数
を
わ
き
や
か
ね
ま
し
」（『
続
草
庵
集
』
二
五
八
・「
入
道
二
品
親
王
家
五
十

首
歌
に
」）

一
七
二
　
小
倉
山
し
ば
し
木
ず
ゑ
の
く
も
る
こ
そ
な
ほを

色
そ
む
る
時
雨
な
り
け
れ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
一
七
一
番
歌
「
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
小
暗
い
と
い
う
名
を
持
つ
小
倉
山
は
し
ば
ら
く
の
間
は
梢
が
曇
り
確
か
に
小
暗
い
が
、
や
は
り
色
を
染
め
る
時
雨
が

降
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
小
倉
山
─
山
城
国
（
京
都
市
右
京
区
）
と
大
和
国
（
奈
良
県
桜
井
市
あ
た
り
）
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
歌
枕
。「
小
倉
」
に
「
小
暗

（
い
）」
を
掛
け
る
。
●
木
ず
ゑ
の
く
も
る
こ
そ
─
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」。
梢
に
雲
が
掛
か
り
小
暗
く
曇
っ
て
い
る
こ
と
強
調
す

る
表
現
。
●
時
雨
な
り
け
れ
─
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
は
第
二
句
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
を
受
け
て
已
然
形
と
な
り
、
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
小
倉
山
秋
と
ば
か
り
の
う
す
紅
葉
し
ぐ
れ
て
後
の
色
ぞ
ゆ
か
し
き
」（『
玉
葉
集
』
秋
下
・
七
六
六
・
延
政
門
院
新
大
納
言
）

一
七
三
　
く
れ
な
ゐ
の
八
入し

ほ

の
岡
の
初は

つ

時し
ぐ
れ雨

降ふ

り
い
で
てゝ
そ
む
る
木
々ゝ
の
紅
葉
葉ゝ

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】
一
七
一
番
歌
「
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
紅
色
の
八
入
の
岡
に
初
時
雨
が
降
り
始
め
て
、
八
入
の
名
の
通
り
繰
り
返
し
染
ま
る
、
木
々
の
紅
葉
の
葉
は
。

【
語
釈
】
●
く
れ
な
ゐ
の
─
「
八
入
」
の
枕
詞
か
（
中
川
博
夫
氏
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
）。
●
八
入
の
岡
─
山
城
（
前
項
中
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川
氏
和
歌
大
系
）。
何
度
も
染
め
る
の
意
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
く
れ
な
ゐ
の
八
入
の
岡
の
紅
葉
ば
を
い
か
に
そ
め
よ
と
猶
時
雨
る
ら
む
」（『
新
勅
撰
集
』
秋
下
・
三
四
〇
・
藤
原
伊
光
）

嶺
紅
葉

一
七
四
　
絶た

え
絶〳
え〵

に
ま
じ
る
紅
葉
を
染そ

め
て
け
り
日
ご
ろ
し
ぐ
れ
し
嶺み

ね

の
松
原

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
嶺
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
松
に
入
り
交
じ
っ
て
い
る
葉
を
紅
葉
に
染
め
た
の
だ
な
。
こ
の
数
日
の
間
し
ぐ
れ
て
い
る
嶺
の
松
原
は
。

【
語
釈
】
●
絶
え
絶
え
に
─
途
切
れ
途
切
れ
に
。
こ
こ
で
は
緑
の
松
原
に
中
に
紅
葉
す
る
葉
が
入
り
込
ん
で
い
る
様
子
を
表
す
。
●

染
め
て
け
り
─
三
句
切
れ
。
倒
置
法
。
●
日
ご
ろ
─
日
数
。
二
、
三
日
。

【
参
考
】「
麓
な
る
松
は
時
雨
に
つ
れ
な
く
て
峰
の
梢
は
紅
葉
ぢ
し
に
け
り
」（『
菊
葉
集
』
七
一
九
・「
峰
紅
葉
を
」・
庭
田
重
有
）

杜
紅
葉

一
七
五
　
をお

り
を〳
り〵

に
も
り
の
木
ず
ゑ
は
し
ぐ
れ
つ
つゝ
た
え
ず
も
露
の
下
葉
そ
む
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
杜
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
次
第
次
第
に
、
杜
の
梢
に
時
雨
が
降
り
つ
づ
け
て
絶
え
る
こ
と
な
く
露
の
下
葉
を
染
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
を
り
を
り
に
─
第
五
句
に
か
か
る
。
だ
ん
だ
ん
と
下
葉
を
染
め
て
い
る
、
の
意
。
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【
参
考
】「
露
時
雨
も
り
の
木
葉
の
紅
に
色
そ
め
つ
く
す
秋
と
見
ゆ
ら
ん
」（『
宝
治
百
首
』「
杜
紅
葉
」・
一
八
九
八
・
藤
原
成
実
）

山
紅
葉

一
七
六
　
龍
田
姫ひ
め

染そ

む
る
錦
に
し
き

の
ほ
か
ぞ
と
は
松
さ
へ
見
え
ぬ
秋
の
山
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
龍
田
姫
が
染
め
る
錦
の
他
に
は
松
の
緑
さ
え
も
見
え
な
い
秋
の
山
だ
な
。

【
語
釈
】
●
龍
田
姫
─
大
和
国
、
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
に
あ
る
龍
田
神
社
の
祭
神
。
秋
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
。

【
参
考
】「
常
磐
木
の
契
や
ま
が
ふ
龍
田
姫
し
ら
ぬ
袂
も
色
か
は
り
行
く
」（『
式
子
内
親
王
集
』
恋
・
一
八
三
）

一
七
七
　
龍た

つ

田た

山
も
み
ぢ
の
に
し
き
中
絶た

え
て
木
ず
ゑ
に
ま
じ
る
松
の
一
む
ら

【
合
点
】
為
重
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】
一
七
六
番
歌
「
山
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
龍
田
山
で
は
紅
葉
の
錦
が
途
中
で
切
れ
て
梢
に
交
ざ
っ
て
い
る
松
の
一
群
が
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
龍
田
山
─
龍
田
は
一
四
番
歌
参
照
。
●
中
絶
え
て
─
「
忘
ら
る
る
身
を
う
ぢ
ば
し
の
中
絶
え
て
人
も
か
よ
は
ぬ
年
ぞ
へ

に
け
る
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
八
二
五
・
読
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
往
来
が
途
絶
え
る
、
交
際
が
途
絶
え
る
こ
と
の
意
と
す
る
用
例
が
多

い
。
こ
こ
で
は
、
紅
葉
の
紅
色
の
中
に
松
の
一
群
の
緑
が
錦
を
裁
つ
よ
う
に
生
え
て
い
る
様
子
を
表
す
。

【
参
考
】「
龍
田
山
峰
の
錦
も
中
絶
え
ぬ
松
を
残
し
て
そ
む
る
紅
葉
ば
」（『
新
千
載
集
』
秋
下
・
五
五
六
・
後
醍
醐
院
）

六
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【
参
考
】「
露
時
雨
も
り
の
木
葉
の
紅
に
色
そ
め
つ
く
す
秋
と
見
ゆ
ら
ん
」（『
宝
治
百
首
』「
杜
紅
葉
」・
一
八
九
八
・
藤
原
成
実
）

山
紅
葉

一
七
六
　
龍
田
姫ひ

め

染そ

む
る
錦

に
し
き

の
ほ
か
ぞ
と
は
松
さ
へ
見
え
ぬ
秋
の
山
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
龍
田
姫
が
染
め
る
錦
の
他
に
は
松
の
緑
さ
え
も
見
え
な
い
秋
の
山
だ
な
。

【
語
釈
】
●
龍
田
姫
─
大
和
国
、
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
に
あ
る
龍
田
神
社
の
祭
神
。
秋
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
。

【
参
考
】「
常
磐
木
の
契
や
ま
が
ふ
龍
田
姫
し
ら
ぬ
袂
も
色
か
は
り
行
く
」（『
式
子
内
親
王
集
』
恋
・
一
八
三
）

一
七
七
　
龍た

つ

田た

山
も
み
ぢ
の
に
し
き
中
絶た

え
て
木
ず
ゑ
に
ま
じ
る
松
の
一
む
ら

【
合
点
】
為
重
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】
一
七
六
番
歌
「
山
紅
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
龍
田
山
で
は
紅
葉
の
錦
が
途
中
で
切
れ
て
梢
に
交
ざ
っ
て
い
る
松
の
一
群
が
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
龍
田
山
─
龍
田
は
一
四
番
歌
参
照
。
●
中
絶
え
て
─
「
忘
ら
る
る
身
を
う
ぢ
ば
し
の
中
絶
え
て
人
も
か
よ
は
ぬ
年
ぞ
へ

に
け
る
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
八
二
五
・
読
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
往
来
が
途
絶
え
る
、
交
際
が
途
絶
え
る
こ
と
の
意
と
す
る
用
例
が
多

い
。
こ
こ
で
は
、
紅
葉
の
紅
色
の
中
に
松
の
一
群
の
緑
が
錦
を
裁
つ
よ
う
に
生
え
て
い
る
様
子
を
表
す
。

【
参
考
】「
龍
田
山
峰
の
錦
も
中
絶
え
ぬ
松
を
残
し
て
そ
む
る
紅
葉
ば
」（『
新
千
載
集
』
秋
下
・
五
五
六
・
後
醍
醐
院
）
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谷
紅
葉

一
七
八
　
谷た
に

の
戸
の
岩い

は

垣が
き

紅も
み
ぢ葉

色
ふ
か
み
こ
こゝ
も
照て

る
日
の
影
か
と
ぞ
見
る

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
谷
の
紅
葉
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
谷
の
戸
の
岩
垣
に
這
う
紅
葉
の
色
が
濃
い
の
で
、
こ
こ
も
主
君
の
恩
恵
を
被
る
よ
う
に
照
る
日
の
光
な
の
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。

【
語
釈
】
●
谷
の
戸
─
谷
の
入
口
。
●
岩
垣
紅
葉
─
岩
が
垣
根
の
よ
う
に
紅
葉
を
囲
ん
で
い
る
様
子
。
●
色
ふ
か
み
─
「
ふ
か
し
」

は
こ
こ
で
は
色
が
濃
い
の
意
。
接
尾
語
「
み
」
は
続
き
、
色
が
濃
い
の
で
、
の
意
。

【
参
考
】
本
歌
「
奥
山
の
岩
垣
も
み
ぢ
散
り
ぬ
べ
し
照
る
日
の
光
見
る
時
な
く
て
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
八
二
・「
宮
仕
へ
久
し
う
つ
か

う
ま
つ
ら
で
山
里
に
籠
も
り
侍
り
け
る
に
よ
め
る
」・
藤
原
関
雄
）

【
補
説
】
第
四
句
は
本
歌
の
詞
書
を
踏
ま
え
て
、
口
語
訳
を
付
し
た
。

秋
山

一
七
九
　
紅
葉
せ
ぬ
松ま
つ

に
激は
げ

し
き
音を
と

す
な
り
時し
ぐ
れ雨
て
渡わ
た

る
秋
の
山
風

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
秋
山
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
紅
葉
し
な
い
松
に
激
し
く
音
を
立
て
て
吹
い
て
い
る
よ
う
だ
。
時
雨
れ
混
じ
り
に
吹
き
渡
る
秋
の
山
風
は
。

【
語
釈
】
●
第
二
・
三
句
─
【
参
考
】
本
歌
を
摂
取
し
、
そ
の
「
風
の
音
」
の
強
さ
を
具
体
的
に
表
現
。「
音
す
な
り
」
の
「
な
り
」

六
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は
推
定
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
三
句
切
れ
。

【
参
考
】
本
歌
「
紅
葉
せ
ぬ
常
盤
の
山
は
吹
く
風
の
音
に
や
秋
を
聞
き
渡
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
五
一
・「
秋
の
歌
合
し
け
る
時

に
よ
め
る
」・
紀
淑
望
）

【
補
説
】
本
歌
の
山
に
吹
く
風
の
音
に
強
く
吹
き
付
け
る
時
雨
の
音
を
加
え
て
、
そ
の
激
し
さ
を
表
現
。

菊
霜

一
八
〇
　
い
か
に
し
て
う
つ
ろ
ふ
も物
の
ぞ
置を

く
霜し

も

の
色
は
ひ
と
つ
の
し
ら
菊
の
花

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
菊
霜
」。

【
口
語
訳
】
ど
の
よ
う
に
し
て
移
ろ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
置
く
霜
の
色
は
た
っ
た
一
色
の
白
な
の
に
、
白
菊
の
花
の
上
で
は
色

を
変
え
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
う
つ
ろ
ふ
も
の
ぞ
─
「
う
つ
ろ
ふ
」
は
、
菊
の
花
の
色
が
白
か
ら
紫
色
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
い
う
。「
も
の
ぞ
」
は

「
ぞ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。
●
し
ら
菊
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
菊
）」
と
「
知
ら
（
ず
）」
と
を
掛
け
て
い
る
。

【
参
考
】「
け
さ
も
猶
う
つ
ろ
ひ
や
ら
で
お
く
霜
の
色
を
か
さ
ぬ
る
白
菊
の
花
」（『
文
保
百
首
』
秋
・
三
〇
四
九
・
定
為
）

一
八
一
　
おを

き
ま
よ
ふ
色
ぞ
と
み
え
し
初は
つ

霜
に
う
つ
れ
ば
か
は
る
し
ら
菊
の
花

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
一
八
〇
番
歌
「
菊
霜
」
題
を
受
け
る
。

六
六
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は
推
定
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
三
句
切
れ
。

【
参
考
】
本
歌
「
紅
葉
せ
ぬ
常
盤
の
山
は
吹
く
風
の
音
に
や
秋
を
聞
き
渡
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
五
一
・「
秋
の
歌
合
し
け
る
時

に
よ
め
る
」・
紀
淑
望
）

【
補
説
】
本
歌
の
山
に
吹
く
風
の
音
に
強
く
吹
き
付
け
る
時
雨
の
音
を
加
え
て
、
そ
の
激
し
さ
を
表
現
。

菊
霜

一
八
〇
　
い
か
に
し
て
う
つ
ろ
ふ
も物
の
ぞ
置を

く
霜し

も

の
色
は
ひ
と
つ
の
し
ら
菊
の
花

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
菊
霜
」。

【
口
語
訳
】
ど
の
よ
う
に
し
て
移
ろ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
置
く
霜
の
色
は
た
っ
た
一
色
の
白
な
の
に
、
白
菊
の
花
の
上
で
は
色

を
変
え
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
う
つ
ろ
ふ
も
の
ぞ
─
「
う
つ
ろ
ふ
」
は
、
菊
の
花
の
色
が
白
か
ら
紫
色
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
い
う
。「
も
の
ぞ
」
は

「
ぞ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。
●
し
ら
菊
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
菊
）」
と
「
知
ら
（
ず
）」
と
を
掛
け
て
い
る
。

【
参
考
】「
け
さ
も
猶
う
つ
ろ
ひ
や
ら
で
お
く
霜
の
色
を
か
さ
ぬ
る
白
菊
の
花
」（『
文
保
百
首
』
秋
・
三
〇
四
九
・
定
為
）

一
八
一
　
おを

き
ま
よ
ふ
色
ぞ
と
み
え
し
初は

つ

霜
に
う
つ
れ
ば
か
は
る
し
ら
菊
の
花

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
一
八
〇
番
歌
「
菊
霜
」
題
を
受
け
る
。

六
六

30 桜 文 論 叢

【
口
語
訳
】
霜
が
一
面
に
お
り
て
、
霜
か
白
菊
か
見
分
け
に
く
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
初
霜
だ
が
、
よ
く
見
て
み
る
と
時
の
経
過

と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
白
菊
の
花
だ
。

【
語
釈
】
●
お
き
ま
よ
ふ
─
【
参
考
】
躬
恒
歌
を
摂
取
。
●
色
ぞ
と
み
え
し
初
霜
に
─
「
ぞ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。「
し
」
は
過
去
の

助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
心
あ
て
に
を
ら
ば
や
を
ら
む
初
霜
の
お
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
七
七
・「
白
菊
の
花
を
よ
め
る
」・

凡
河
内
躬
恒
）

百
首
の
歌
の
中
に

一
八
二
　
末う
ら

枯が

る
るゝ
色い

ろ

に
も
し
る
し
暮く

れ
て
ゆ
く
秋
の
日
数
の
ふ
か
草
の
里

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
百
首
歌
の
中
に
詠
ま
れ
た
歌
」。

【
口
語
訳
】
葉
先
が
枯
れ
か
か
っ
た
色
に
も
は
っ
き
り
と
分
か
る
の
だ
。
暮
れ
て
ゆ
く
秋
の
日
数
が
深
ま
っ
た
深
草
の
里
で
は
。

【
語
釈
】
●
末
枯
る
る
─
草
の
葉
先
が
枯
れ
る
様
子
。
●
し
る
し
─
「
著
し
」。
形
容
詞
ク
活
用
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
●
ふ
か
草
の

里
─
「
深
草
」
は
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
深
草
。「
ふ
か
く
さ
」
の
「
ふ
か
」
に
「（
日
数
が
）
深
ま
る
」
の
意
を

響
か
せ
る
。

【
参
考
】「
末
枯
る
る
尾
花
が
末
の
夕
づ
く
ひ
う
つ
る
も
よ
わ
き
秋
の
暮
れ
が
た
」（『
風
雅
集
』
雑
上
・
一
五
八
五
・「
秋
歌
に
」・
兼
空
上

人
）

六
六
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独
惜
暮
秋

一
八
三
　
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ぬ
わ
か
れ
路
を
わ
き
て
心

こ
ゝ
ろ

に
な
に
し
た
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
独
り
暮
秋
を
惜
し
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
秋
は
（
略
）
さ
す
が
暮
れ
ゆ
く
空
の

な
ご
り
も
心
細
き
心
を
詠
ず
べ
し
。（
略
）
此
の
題
独
と
侍
れ
ば
大
概
閑
居
の
心
に
て
侍
る
べ
し
。」
と
す
る
。

【
口
語
訳
】
私
だ
け
の
秋
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
別
れ
の
時
を
わ
き
ま
え
て
心
に
ど
う
し
て
慕
う
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
身
ひ
と
つ
の
─
題
の
「
独
」
を
表
す
。
本
歌
千
里
の
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。
●
秋
に
は
あ
ら
ぬ
わ
か
れ
路
を
わ
き
て
─

「
あ・

き
」
と
「
あ・

ら
ぬ
」、「
わ・

か
れ
」
と
「
わ・

き
て
」
が
そ
れ
ぞ
れ
韻
を
踏
む
。

【
参
考
】
本
歌
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
一
九
三
・
大
江
千

里
）。「
か
へ
り
て
は
身
に
そ
ふ
も
の
と
知
り
な
が
ら
暮
れ
ゆ
く
年
を
何
慕
ふ
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
九
二
・「
年
の
暮
れ
に
よ
み

侍
り
け
る
」・
西
行
法
師
）

九
月
尽

一
八
四
　
龍た

つ

田た

姫
ち
ぎ
り
は
あ
き
の
名
も
□〔

つ
ら
〕□

く
今
日
は
い
づ
ち
に
た
ち
わ
か
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
九
月
尽
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
龍
田
姫
よ
、「
秋
（
あ
き
）」
と
い
う
名
の
約
束
だ
け
に
飽
き
の
名
は
つ
ら
い
も
の
で
す
よ
。
今
日
は
ど
ち
ら
で
お
別
れ

を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
六
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独
惜
暮
秋

一
八
三
　
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ぬ
わ
か
れ
路
を
わ
き
て
心
こ
ゝ
ろ

に
な
に
し
た
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
独
り
暮
秋
を
惜
し
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
秋
は
（
略
）
さ
す
が
暮
れ
ゆ
く
空
の

な
ご
り
も
心
細
き
心
を
詠
ず
べ
し
。（
略
）
此
の
題
独
と
侍
れ
ば
大
概
閑
居
の
心
に
て
侍
る
べ
し
。」
と
す
る
。

【
口
語
訳
】
私
だ
け
の
秋
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
別
れ
の
時
を
わ
き
ま
え
て
心
に
ど
う
し
て
慕
う
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
身
ひ
と
つ
の
─
題
の
「
独
」
を
表
す
。
本
歌
千
里
の
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。
●
秋
に
は
あ
ら
ぬ
わ
か
れ
路
を
わ
き
て
─

「
あ・

き
」
と
「
あ・

ら
ぬ
」、「
わ・

か
れ
」
と
「
わ・

き
て
」
が
そ
れ
ぞ
れ
韻
を
踏
む
。

【
参
考
】
本
歌
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
一
九
三
・
大
江
千

里
）。「
か
へ
り
て
は
身
に
そ
ふ
も
の
と
知
り
な
が
ら
暮
れ
ゆ
く
年
を
何
慕
ふ
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
九
二
・「
年
の
暮
れ
に
よ
み

侍
り
け
る
」・
西
行
法
師
）

九
月
尽

一
八
四
　
龍た

つ

田た

姫
ち
ぎ
り
は
あ
き
の
名
も
□〔

つ
ら
〕□

く
今
日
は
い
づ
ち
に
た
ち
わ
か
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
九
月
尽
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
龍
田
姫
よ
、「
秋
（
あ
き
）」
と
い
う
名
の
約
束
だ
け
に
飽
き
の
名
は
つ
ら
い
も
の
で
す
よ
。
今
日
は
ど
ち
ら
で
お
別
れ

を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
六

28 桜 文 論 叢

【
語
釈
】
●
龍
田
姫
─
一
七
六
番
歌
参
照
。
●
第
三
句
─
原
本
で
は
□
□
の
部
分
を
判
読
不
能
文
字
に
「
つ
ら
」
と
上
書
き
さ
れ
る
。

【
参
考
】「
七
夕
の
契
は
秋
の
名
の
み
し
て
ま
だ
み
じ
か
夜
は
あ
ふ
ほ
ど
や
な
き
」（『
風
雅
集
』
秋
上
・
四
六
九
・
二
条
道
平
）

【
補
説
】【
参
考
】
風
雅
集
歌
の
七
夕
の
契
り
を
、
竜
田
姫
が
秋
と
い
う
季
節
と
の
契
り
と
捉
え
直
し
、
九
月
尽
を
七
夕
の
恋
人
と
の

別
れ
と
置
き
換
え
た
よ
う
な
趣
向
。

一
八
五
　
今
日
こ
そ
は
か
ぎ
り
な
り
け
れ
あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
い
ひ
し
秋
の
夕
暮

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
一
八
四
番
歌
「
九
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
今
日
は
つ
い
に
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
。
し
み
じ
み
心
ひ
か
れ
た
と
も
つ
ら
く
嫌
だ
っ
た
と
も
言
っ
て
さ
ま
ざ
ま

に
詠
ん
で
き
た
秋
の
夕
暮
れ
は
。

【
語
釈
】
●
今
日
こ
そ
は
か
ぎ
り
な
り
け
れ
─
強
意
の
係
助
詞
「
こ
そ
」
と
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形
「
け
れ
」
で
係
り

結
び
と
な
り
二
句
切
れ
。
●
あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
─
【
参
考
】
古
今
歌
の
恋
の
情
趣
を
秋
の
終
わ
り
の
感
慨
と
し
て
詠
む
。

【
参
考
】
本
歌
「
あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
物
を
思
ふ
時
な
ど
か
涙
の
い
と
な
が
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
八
〇
五
・
読
人
し
ら
ず
）

一
八
六
　
草
も
木
も
か
つ
し
ほ
れ
つ
つゝ
秋あ

き

も
は
や
明あ

日す

は
あ
ら
し
の
音
ぞ
は
げ
し
き

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
一
八
四
番
歌
「
九
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
草
も
木
も
ど
ち
ら
も
萎
れ
て
秋
は
早
く
も
明
日
に
は
も
う
存
在
し
な
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
嵐
の
音
が
激
し
く
な
る

六
六
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の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
あ
ら
し
─
「
嵐
」
と
「
あ
ら
じ
」
と
を
掛
け
る
。
●
音
ぞ
は
げ
し
き
─
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
形
容
詞
「
は
げ
し
」

の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
ゆ
く
秋
の
名
残
を
の
み
や
夕
ま
ぐ
れ
明
日
は
嵐
の
嶺
の
紅
葉
葉
」（『
明
日
香
井
集
』
一
〇
四
〇
・「
暮
見
紅
葉
」）

一
八
七
　
な
ら
ひ
ぞ
と
秋
に
な
ぐ
さ
む
世
の
う
さ
も
明あ

日す

よ
り
の
ち
の
こ
と
の
葉
ぞ
な
き

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
一
八
四
番
歌
「
九
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
季
節
の
移
ろ
い
は
、
世
の
常
の
こ
と
だ
と
は
い
っ
て
も
、
秋
に
慰
め
ら
れ
る
世
の
つ
ら
さ
も
九
月
尽
を
過
ぎ
た
明
日
か

ら
後
は
木
々
の
葉
も
散
っ
て
な
く
な
る
よ
う
に
言
葉
も
な
い
。

【
語
釈
】
●
秋
に
な
ぐ
さ
む
─
世
の
中
の
憂
い
も
、
秋
の
風
景
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
て
き
た
。
●
下
句
─
明
日
か
ら
は
冬
と
な
り
、

木
の
葉
も
散
る
よ
う
に
、
慰
め
る
言
葉
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
意
。「
こ
と
の
葉
」
の
「
は
」
に
「（
言
）
葉
」
と
「（
木
の
）
葉
」

と
を
掛
け
る
。
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
形
容
詞
「
な
し
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な
る
。

【
参
考
】「
嘆
く
な
よ
こ
れ
は
う
き
世
の
な
ら
ひ
ぞ
と
な
ぐ
さ
め
お
き
し
こ
と
ぞ
か
な
し
き
」（『
新
勅
撰
集
』
雑
三
・
一
二
三
八
・
藤
原

忠
良
）

六
九
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の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
あ
ら
し
─
「
嵐
」
と
「
あ
ら
じ
」
と
を
掛
け
る
。
●
音
ぞ
は
げ
し
き
─
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
形
容
詞
「
は
げ
し
」

の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
ゆ
く
秋
の
名
残
を
の
み
や
夕
ま
ぐ
れ
明
日
は
嵐
の
嶺
の
紅
葉
葉
」（『
明
日
香
井
集
』
一
〇
四
〇
・「
暮
見
紅
葉
」）

一
八
七
　
な
ら
ひ
ぞ
と
秋
に
な
ぐ
さ
む
世
の
う
さ
も
明あ

日す

よ
り
の
ち
の
こ
と
の
葉
ぞ
な
き

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
一
八
四
番
歌
「
九
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
季
節
の
移
ろ
い
は
、
世
の
常
の
こ
と
だ
と
は
い
っ
て
も
、
秋
に
慰
め
ら
れ
る
世
の
つ
ら
さ
も
九
月
尽
を
過
ぎ
た
明
日
か

ら
後
は
木
々
の
葉
も
散
っ
て
な
く
な
る
よ
う
に
言
葉
も
な
い
。

【
語
釈
】
●
秋
に
な
ぐ
さ
む
─
世
の
中
の
憂
い
も
、
秋
の
風
景
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
て
き
た
。
●
下
句
─
明
日
か
ら
は
冬
と
な
り
、

木
の
葉
も
散
る
よ
う
に
、
慰
め
る
言
葉
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
意
。「
こ
と
の
葉
」
の
「
は
」
に
「（
言
）
葉
」
と
「（
木
の
）
葉
」

と
を
掛
け
る
。
強
意
の
係
助
詞
「
ぞ
」
と
形
容
詞
「
な
し
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な
る
。

【
参
考
】「
嘆
く
な
よ
こ
れ
は
う
き
世
の
な
ら
ひ
ぞ
と
な
ぐ
さ
め
お
き
し
こ
と
ぞ
か
な
し
き
」（『
新
勅
撰
集
』
雑
三
・
一
二
三
八
・
藤
原

忠
良
）

六
九
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冬
歌

初
冬
時
雨

一
八
八
　
降ふ

り
そ
む
る
音を

と

よ
り
冬
は
知し

ら
る
るゝ
を
い
く
た
び
つ
ぐ
る
時
雨
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲
。「
新
後
拾
遺
」
と
集
付
が
あ
る
。

【
詞
書
】「
初
冬
の
時
雨
」。『
千
首
』
題
。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
は
「（
略
）
初
冬
の
時
雨
と
出
た

れ
ば
、
此
の
題
も
つ
ば
ら
時
雨
の
事
を
よ
む
べ
し
。
後
撰
集
に
、「
神
無
月
降
り
み
降
ら
ず
み
さ
だ
め
な
き
時
雨
ぞ
冬
の
は
じ
め
な

り
け
る
」
と
よ
め
る
よ
り
は
じ
め
て
、
初
冬
に
は
た
ゞ
此
の
歌
の
心
を
思
ひ
よ
す
る
な
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
降
り
始
め
た
音
か
ら
冬
の
到
来
を
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
何
度
そ
の
訪
れ
を
告
げ
る
時
雨
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
い
く
た
び
つ
ぐ
る
時
雨
─
降
っ
て
は
止
み
を
く
り
返
す
時
雨
は
、
た
び
た
び
冬
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
と
い
う
。

【
参
考
】「
神
無
月
降
り
み
降
ら
ず
み
さ
だ
め
な
き
時
雨
ぞ
冬
の
は
じ
め
な
り
け
る
」（『
後
撰
集
』
冬
・
四
四
五
）

【
補
説
】
集
付
に
あ
る
よ
う
に
、『
新
後
拾
遺
集
』
雑
秋
・
七
七
三
・
時
雨
歌
群
に
配
さ
れ
る
。

朝
時
雨

一
八
九
　
長な
が

き
夜よ

の
閨ね
や

の
板
間
は
あ
け
ぬ
る
を
又
か
き
く
ら
し
降ふ

る
時し
ぐ
れ雨
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
朝
の
時
雨
」。

【
口
語
訳
】
長
い
夜
を
過
ご
し
た
寝
所
の
屋
根
の
葺
き
目
は
開
い
て
い
る
の
で
、
夜
が
明
け
て
再
び
空
を
暗
く
し
て
降
る
時
雨
だ
な
。

【
語
釈
】
●
あ
け
ぬ
る
─
「（
板
間
が
）
開
く
」
と
「（
夜
が
）
明
く
」
と
を
掛
け
る
。
●
か
き
く
ら
し
─
時
雨
に
よ
っ
て
空
が
暗
く
な

六
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る
。

【
参
考
】「
雨
降
れ
ば
閨
の
板
間
も
ふ
き
つ
ら
ん
も
り
く
る
月
は
う
れ
し
か
り
し
を
」（『
後
拾
遺
集
』
雑
一
・
八
四
七
・
藤
原
定
頼
）

時
雨

一
九
〇
　
雲
さ
そ
ふ
お
な
じ
尾
上
の
松ま

つ

風
に
音を

と

を
ま
が
へ
て
降ふ

る
時
雨
か
な

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
時
雨
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
雲
を
誘
っ
て
、
同
じ
山
の
峰
で
松
に
吹
く
風
の
音
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
降
る
時
雨
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
雲
さ
そ
ふ
─
時
雨
を
降
ら
す
雨
雲
。
●
同
じ
尾
上
─
雲
と
同
じ
山
の
峰
。「
山
風
に
た
だ
よ
ふ
雲
の
は
れ
く
も
り
お
な
じ

尾
上
に
ふ
る
し
ぐ
れ
か
な
」（『
新
後
撰
集
』
冬
・
四
四
八
・
為
兼
）。
●
松
風
─
松
の
梢
に
吹
く
風
。
琴
の
音
に
例
え
ら
れ
る
。
●
ま
が

へ
て
─
松
を
吹
く
風
の
音
と
時
雨
が
松
に
降
る
音
が
よ
く
似
て
い
て
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
の
意
。

【
参
考
】「
含
メ
ル

レ

雨
ヲ

嶺
松
ハ

天
更
ニ

霽
　
焼
クレ

秋
ヲ

林
葉
ハ

火
還
ヘ
テ

寒
シ

」（『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
四
二
六
・
松
・
江
）、「
雨
降
る
と
吹
く
松
風

は
き
こ
ゆ
れ
ど
池
の
汀
は
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
」（『
拾
遺
集
』
雑
・
四
五
四
・
紀
貫
之
）

一
九
一
　
し
ぐ
れ
き
て
都
に
く
も
る
あ
ま
雲
の
よ
そ
に
は
晴は

る
るゝ
山
の
端葉

の
空

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
一
九
〇
番
歌
「
時
雨
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
時
雨
が
降
り
都
を
曇
ら
せ
る
雨
雲
が
、
よ
そ
で
は
晴
れ
て
い
る
山
の
端
の
空
だ
。

六
六
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る
。

【
参
考
】「
雨
降
れ
ば
閨
の
板
間
も
ふ
き
つ
ら
ん
も
り
く
る
月
は
う
れ
し
か
り
し
を
」（『
後
拾
遺
集
』
雑
一
・
八
四
七
・
藤
原
定
頼
）

時
雨

一
九
〇
　
雲
さ
そ
ふ
お
な
じ
尾
上
の
松ま

つ

風
に
音を

と

を
ま
が
へ
て
降ふ

る
時
雨
か
な

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
時
雨
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
雲
を
誘
っ
て
、
同
じ
山
の
峰
で
松
に
吹
く
風
の
音
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
降
る
時
雨
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
雲
さ
そ
ふ
─
時
雨
を
降
ら
す
雨
雲
。
●
同
じ
尾
上
─
雲
と
同
じ
山
の
峰
。「
山
風
に
た
だ
よ
ふ
雲
の
は
れ
く
も
り
お
な
じ

尾
上
に
ふ
る
し
ぐ
れ
か
な
」（『
新
後
撰
集
』
冬
・
四
四
八
・
為
兼
）。
●
松
風
─
松
の
梢
に
吹
く
風
。
琴
の
音
に
例
え
ら
れ
る
。
●
ま
が

へ
て
─
松
を
吹
く
風
の
音
と
時
雨
が
松
に
降
る
音
が
よ
く
似
て
い
て
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
の
意
。

【
参
考
】「
含
メ
ル

レ

雨
ヲ

嶺
松
ハ

天
更
ニ

霽
　
焼
クレ

秋
ヲ

林
葉
ハ

火
還
ヘ
テ

寒
シ

」（『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
四
二
六
・
松
・
江
）、「
雨
降
る
と
吹
く
松
風

は
き
こ
ゆ
れ
ど
池
の
汀
は
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
」（『
拾
遺
集
』
雑
・
四
五
四
・
紀
貫
之
）

一
九
一
　
し
ぐ
れ
き
て
都
に
く
も
る
あ
ま
雲
の
よ
そ
に
は
晴は

る
るゝ
山
の
端葉

の
空

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
一
九
〇
番
歌
「
時
雨
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
時
雨
が
降
り
都
を
曇
ら
せ
る
雨
雲
が
、
よ
そ
で
は
晴
れ
て
い
る
山
の
端
の
空
だ
。
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【
語
釈
】
●
都
に
く
も
る
─
先
行
例
と
し
て
「
冬
さ
む
み
都
に
く
も
る
よ
ひ
の
雨
は
よ
も
の
山
べ
の
雪
の
曙
」（『
拾
玉
集
』
詠
百
首
和

歌
・
冬
・
三
〇
三
七
）
が
あ
る
。
●
よ
そ
に
は
晴
る
る
─
他
に
用
例
な
し
。

【
参
考
】「
へ
だ
て
つ
る
尾
上
の
雲
は
か
つ
晴
れ
て
入
日
の
よ
そ
に
ゆ
く
時
雨
か
な
」（『
新
後
撰
集
』
冬
・
四
五
〇
・
久
明
親
王
）

時
雨
易
過

一
九
二
　
聞き

きゝ
侘わ

ぶ
る
音
は
過す

ぎ
行
（
く
）
宿や

ど

に
な
ほを

か
た
し
く
袖
の
な
に
し
ぐ
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
時
雨
過
ぎ
易
し
」。『
俊
光
集
』（
三
四
三
）
な
ど
に
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
聞
く
と
侘
し
い
時
雨
の
降
る
音
は
過
ぎ
て
い
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も
宿
で
は
一
人
さ
み
し
く
片
敷
き
の
袖
が
ど
う
し
て

時
雨
れ
て
濡
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
聞
き
侘
ぶ
る
─
時
雨
の
降
る
音
を
聞
い
て
い
る
と
侘
し
く
感
じ
る
。
●
か
た
し
く
袖
の
─
片
方
だ
け
敷
く
袖
で
、
独
り

寝
の
寂
し
さ
を
表
す
。

【
参
考
】「
秋
深
き
寝
覚
め
の
時
雨
聞
き
わ
び
て
起
き
い
で
て
み
れ
ば
む
ら
雲
の
月
」（『
玉
葉
集
』
秋
下
・
七
七
一
・
院
新
宰
相
）

一
九
三
　
降ふ

り
き
つ
る
音を

と

は
よ
わは

り
て
う
き
雲
の
あ
と
に
も
残の

こ

る
む
ら
時し

ぐ
れ雨

か
な

【
合
点
】
為
遠
・
花
町

【
詞
書
】
一
九
二
番
歌
「
時
雨
易
過
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
強
く
降
っ
て
い
る
そ
の
音
は
弱
ま
っ
て
、
浮
雲
の
後
に
も
残
っ
て
い
る
村
時
雨
だ
な
。

六
六
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【
語
釈
】
●
降
り
き
つ
る
─
動
詞
「
降
り
来
」
に
存
続
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
。
●
音
は
よ
わ
り
て
─
初
句
か
ら
二
句
で
歌
題

の
「
易
過
」
を
表
現
。

【
参
考
】「
ふ
り
き
つ
る
雨
か
と
思
へ
ば
程
も
な
く
遠
ち
の
嶺
に
雲
ぞ
残
ら
ぬ
」（『
頓
阿
句
題
百
首
』
四
六
五
・「
遠
嶮
収
残
雨
」・
周
嗣
）、

「
ふ
り
き
つ
る
山
は
跡
よ
り
あ
ら
は
れ
て
さ
と
に
成
行
く
夕
立
の
雲
（『
延
文
百
首
』
一
六
三
三
・
秋
・
夕
立
・
足
利
尊
氏
）

風
前
落
葉

一
九
四
　
う
き
雲
は
か
かゝ
る
も
晴は

る
るゝ
山や

ま

風
に
く
も
る
し
ぐ
れ
や
木
（
の
）
葉
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
風
前
の
落
葉
」。

【
口
語
訳
】
山
風
が
吹
い
た
の
で
、
浮
雲
は
か
か
っ
た
け
れ
ど
も
す
ぐ
に
晴
れ
て
き
て
、
曇
っ
て
時
雨
が
降
っ
て
き
た
と
思
っ
た
そ

の
音
は
、
風
が
落
と
し
た
木
の
葉
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
く
も
る
し
ぐ
れ
や
木
の
葉
な
る
ら
む
─
山
に
か
か
っ
た
浮
雲
が
風
に
吹
か
れ
て
晴
れ
て
き
た
の
で
、
時
雨
の
降
る
音
だ

と
思
っ
た
が
、
実
は
木
の
葉
が
風
に
吹
か
れ
て
落
ち
る
音
な
の
だ
と
推
測
す
る
。

【
参
考
】「
ま
ば
ら
な
る
ま
き
の
板
屋
に
音
は
し
て
も
ら
ぬ
時
雨
や
木
の
葉
な
る
ら
ん
」（『
千
載
集
』
冬
・
四
〇
四
・「
崇
徳
院
に
百
首
歌

た
て
ま
つ
り
け
る
と
き
、
落
葉
の
歌
と
て
よ
め
る
」・
藤
原
俊
成
）

六
七



� 23『源経氏歌集』四季部注釈稿（下）承前（鹿野）

【
語
釈
】
●
降
り
き
つ
る
─
動
詞
「
降
り
来
」
に
存
続
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
。
●
音
は
よ
わ
り
て
─
初
句
か
ら
二
句
で
歌
題

の
「
易
過
」
を
表
現
。

【
参
考
】「
ふ
り
き
つ
る
雨
か
と
思
へ
ば
程
も
な
く
遠
ち
の
嶺
に
雲
ぞ
残
ら
ぬ
」（『
頓
阿
句
題
百
首
』
四
六
五
・「
遠
嶮
収
残
雨
」・
周
嗣
）、

「
ふ
り
き
つ
る
山
は
跡
よ
り
あ
ら
は
れ
て
さ
と
に
成
行
く
夕
立
の
雲
（『
延
文
百
首
』
一
六
三
三
・
秋
・
夕
立
・
足
利
尊
氏
）

風
前
落
葉

一
九
四
　
う
き
雲
は
か
かゝ
る
も
晴は

る
るゝ
山や

ま

風
に
く
も
る
し
ぐ
れ
や
木
（
の
）
葉
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
風
前
の
落
葉
」。

【
口
語
訳
】
山
風
が
吹
い
た
の
で
、
浮
雲
は
か
か
っ
た
け
れ
ど
も
す
ぐ
に
晴
れ
て
き
て
、
曇
っ
て
時
雨
が
降
っ
て
き
た
と
思
っ
た
そ

の
音
は
、
風
が
落
と
し
た
木
の
葉
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
く
も
る
し
ぐ
れ
や
木
の
葉
な
る
ら
む
─
山
に
か
か
っ
た
浮
雲
が
風
に
吹
か
れ
て
晴
れ
て
き
た
の
で
、
時
雨
の
降
る
音
だ

と
思
っ
た
が
、
実
は
木
の
葉
が
風
に
吹
か
れ
て
落
ち
る
音
な
の
だ
と
推
測
す
る
。

【
参
考
】「
ま
ば
ら
な
る
ま
き
の
板
屋
に
音
は
し
て
も
ら
ぬ
時
雨
や
木
の
葉
な
る
ら
ん
」（『
千
載
集
』
冬
・
四
〇
四
・「
崇
徳
院
に
百
首
歌

た
て
ま
つ
り
け
る
と
き
、
落
葉
の
歌
と
て
よ
め
る
」・
藤
原
俊
成
）
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落
葉

一
九
五
　
残の
こ

れ
る
も
今い

ま

は
限か

ぎ

り
と
見
ゆ
る
ま
で
風
吹
（
く
）
ご
と
に
散ち

る
木
（
の
）
葉
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
葉
」。
永
久
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
三
一
〇
）
康
暦
二
年
十
月
十
八
日
道
場
月
次
会
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
残
っ
て
い
ら
れ
る
の
も
今
が
最
後
だ
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
風
が
吹
く
た
び
に
散
っ
て
い
る
木
の
葉
だ
な
。

【
語
釈
】
●
今
は
限
り
─
こ
れ
が
最
後
。
も
う
こ
れ
ま
で
。
枝
か
ら
木
の
葉
が
落
ち
よ
う
と
す
る
瞬
間
を
表
現
。

【
参
考
】「
散
ら
ね
ど
も
か
ね
て
ぞ
を
し
き
紅
葉
ば
は
今
は
限
り
の
色
と
見
つ
れ
ば
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
六
四
・
読
人
し
ら
ず
）

一
九
六
　
枝
よ
り
も
な
ほを

く
れ
な
ゐ
の
色
は
えへ

て
苔こ

け

の
み
ど
り
〔
に
〕
つ
も
る
紅
葉
ばゝ

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
一
九
五
番
歌
「
落
葉
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
枝
で
色
づ
い
た
葉
よ
り
も
や
は
り
紅
の
色
が
映
え
て
い
る
、
紅
葉
し
た
落
ち
葉
が
緑
の
苔
の
上
に
積
も
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
枝
よ
り
も
─
枝
と
緑
の
苔
に
落
ち
た
紅
葉
の
色
を
比
較
す
る
。
●
苔
の
み
ど
り
に
─
底
本
「
に
」
は
右
傍
に
補
入
。

【
参
考
】「
染
尽
す
枝
よ
り
風
や
さ
そ
ふ
ら
ん
庭
ぞ
千（

ち
し
ほ
）入の
木
葉
な
り
け
る
」（『
続
草
庵
集
』
冬
・
二
六
五
・「
聖
護
院
宮
に
て
、
落
葉
」）

一
九
七
　
おを

と
づ
る
るゝ
ま
木
の
板い

た

屋
の
木
（
の
）
葉は

に
も
ま
さ
り
て
も
ろ
き
我わ

が
涙
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
一
九
五
番
歌
「
落
葉
」
題
を
受
け
る
。

六
七
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【
口
語
訳
】
音
を
立
て
て
訪
れ
た
槇
の
板
葺
き
の
屋
根
に
落
ち
た
木
の
葉
よ
り
も
ま
さ
っ
て
も
ろ
い
私
の
涙
な
の
だ
。

【
語
釈
】
●
お
と
づ
る
る
─
音
を
た
て
る
の
意
。「
訪
れ
る
」
の
意
を
掛
け
、
槙
の
板
屋
に
は
木
の
葉
が
訪
れ
る
が
、
私
の
元
に
は
誰

も
訪
ず
、
流
す
涙
は
屋
根
に
落
ち
る
木
の
葉
が
鳴
ら
す
音
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
。

【
参
考
】
一
九
四
番
歌
【
参
考
】
俊
成
歌
参
照
。

落
葉
霜

一
九
八
　
か
ぎ
り
ぞ
と
見
え
て
散ち

り
に
し
紅
葉
葉ゝ
も
な
ほを

色
か
は
る
霜
の
よ
な
よ〳
な〵

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
葉
霜
」。『
草
庵
集
』（
冬
歌
・
六
九
五
）
に
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
こ
れ
で
最
後
だ
と
思
っ
て
散
っ
た
紅
葉
の
葉
も
、
さ
ら
に
色
が
変
わ
る
霜
の
降
り
る
毎
夜
毎
夜
な
の
だ
。

【
語
釈
】
●
下
句
─
霜
が
毎
晩
降
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
ち
た
紅
葉
の
色
が
日
ご
と
に
変
化
し
て
ゆ
く
さ
ま
。

【
参
考
】「
残
り
け
る
秋
の
日
数
を
か
ぞ
へ
つ
つ
霜
の
よ
な
よ
な
う
つ
衣
か
な
」（『
続
千
載
集
』
秋
下
・
五
五
九
・
亀
山
院
）

寒
草

一
九
九
　
住す

み
捨す

て
し
里
は
野
と
な
る
深ふ

か

草
の
ま又
た
荒あ

れ
果は

つ
る
冬
は
き
に
け
り

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
寒
草
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
三
一
一
）
康
暦
二
年
十
月
十
八
日
道
場
月
次
会
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
住
み
捨
て
た
あ
の
里
は
野
と
な
っ
て
草
深
く
な
り
、
再
び
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
冬
が
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

六
六
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【
口
語
訳
】
音
を
立
て
て
訪
れ
た
槇
の
板
葺
き
の
屋
根
に
落
ち
た
木
の
葉
よ
り
も
ま
さ
っ
て
も
ろ
い
私
の
涙
な
の
だ
。

【
語
釈
】
●
お
と
づ
る
る
─
音
を
た
て
る
の
意
。「
訪
れ
る
」
の
意
を
掛
け
、
槙
の
板
屋
に
は
木
の
葉
が
訪
れ
る
が
、
私
の
元
に
は
誰

も
訪
ず
、
流
す
涙
は
屋
根
に
落
ち
る
木
の
葉
が
鳴
ら
す
音
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
。

【
参
考
】
一
九
四
番
歌
【
参
考
】
俊
成
歌
参
照
。

落
葉
霜

一
九
八
　
か
ぎ
り
ぞ
と
見
え
て
散ち

り
に
し
紅
葉
葉ゝ
も
な
ほを

色
か
は
る
霜
の
よ
な
よ〳
な〵

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
葉
霜
」。『
草
庵
集
』（
冬
歌
・
六
九
五
）
に
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
こ
れ
で
最
後
だ
と
思
っ
て
散
っ
た
紅
葉
の
葉
も
、
さ
ら
に
色
が
変
わ
る
霜
の
降
り
る
毎
夜
毎
夜
な
の
だ
。

【
語
釈
】
●
下
句
─
霜
が
毎
晩
降
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
ち
た
紅
葉
の
色
が
日
ご
と
に
変
化
し
て
ゆ
く
さ
ま
。

【
参
考
】「
残
り
け
る
秋
の
日
数
を
か
ぞ
へ
つ
つ
霜
の
よ
な
よ
な
う
つ
衣
か
な
」（『
続
千
載
集
』
秋
下
・
五
五
九
・
亀
山
院
）

寒
草

一
九
九
　
住す

み
捨す

て
し
里
は
野
と
な
る
深ふ

か

草
の
ま又
た
荒あ

れ
果は

つ
る
冬
は
き
に
け
り

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
寒
草
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
三
一
一
）
康
暦
二
年
十
月
十
八
日
道
場
月
次
会
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
住
み
捨
て
た
あ
の
里
は
野
と
な
っ
て
草
深
く
な
り
、
再
び
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
冬
が
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

六
六
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【
語
釈
】
●
住
み
捨
て
し
─
住
ん
で
い
た
場
所
を
離
れ
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
。
●
里
は
野
と
な
る
─
「
ふ
か
草
の
さ
と

は
野
原
と
あ
れ
ぬ
と
も
住
み
こ
し
よ
よ
の
跡
や
た
づ
ね
ん
」（『
草
庵
集
』
雑
歌
・
一
一
八
九
）
の
よ
う
に
【
参
考
】『
伊
勢
物
語
』

一
二
三
段
を
踏
ま
え
た
表
現
。
●
深
草
─
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
に
深
草
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
深
く

生
い
茂
っ
た
野
原
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

【
参
考
】「
年
を
経
て
住
み
来
し
里
を
出
で
て
い
な
ば
い
と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
む
」（『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
）

霜
埋
寒
草

二
〇
〇
　
浅あ
さ

茅ぢ

生ふ

の
小を

野の

のゝ
枯か

れ
葉は

の
ほ
ど
な
き
に
あ
ま
り
て
深ふ
か

く
む
す
ぶ
霜
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
霜
、
寒
草
に
埋
づ
む
」。
他
未
見
。
藤
川
百
首
題
に
は
「
霜
埋
落
葉
」
と
い
う
題
は
見
え
る
。

【
口
語
訳
】
茅
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
い
る
小
野
で
は
枯
れ
葉
が
低
い
の
で
、
多
く
の
霜
が
降
り
て
深
く
結
ん
で
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
浅
茅
生
の
小
野
の
─
【
参
考
】
本
歌
を
踏
ま
え
、
恋
の
要
素
を
持
た
せ
る
。
●
枯
れ
葉
─
「
枯
れ
」
に
「
離
れ
」
を
響

か
せ
、「
む
す
ぶ
」
の
縁
語
と
す
る
。
●
ほ
ど
な
き
に
─
低
い
、
の
意
。
●
あ
ま
り
て
深
く
─
非
常
に
多
く
の
、
の
意
。
枯
れ
葉
を

埋
め
る
ほ
ど
深
く
霜
が
置
い
た
。
●
む
す
ぶ
霜
─
「
む
す
ぶ
」
は
霜
が
降
り
る
の
意
。「
離
れ
」
の
縁
語
で
恋
人
と
契
り
の
意
を
響

か
せ
る
か
。

【
参
考
】
本
歌
「
浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ぶ
れ
ど
あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
恋
し
き
」（『
後
撰
集
』
恋
一
・
五
七
七
・
源
等
）

六
六
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冬
の
歌
の
中
に

二
〇
一
　
世よ

と
とゝ
も
に
い
ざ
よ
ふ
浪
は
た
え
も
せ
で
河
風
こ
ほ
る
宇う

治ぢ

の
網あ

じ
ろ
ぎ

代
木

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
冬
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
の
一
首
」。

【
口
語
訳
】
こ
の
世
と
と
も
に
ず
っ
と
滞
っ
て
い
る
波
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
川
風
は
凍
る
ほ
ど
冷
た
い
宇
治
の
網
代
木
に
吹
い
て

い
る
。

【
語
釈
】
●
世
と
と
も
に
─
「
世
と
と
も
に
流
れ
て
ぞ
行
く
涙
河
冬
も
こ
ほ
ら
ぬ
み
な
わ
な
り
け
り
」（『
古
今
集
』
恋
二
・
五
七
三
・

「
題
し
ら
ず
」・
紀
貫
之
）
と
あ
り
、
こ
の
初
句
に
つ
い
て
片
桐
全
注
釈
で
は
用
例
を
挙
げ
、「
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
限
り
、
ず
っ
と
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
当
該
歌
で
も
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
。
●
宇
治
の
網
代
木
─
「
宇
治
」
は
山
城
国
の
歌
枕
。「
網
代
木
」
は
網
代

を
支
え
る
た
め
の
杙
。【
参
考
】
万
葉
歌
を
踏
ま
え
る
。

【
参
考
】「
も
の
の
ふ
の
八
十
宇
治
川
の
網
代
木
い
さ
よ
ふ
波
の
行
く
へ
知
ら
ず
も
」（『
万
葉
集
』
巻
三
・
二
六
四
・
雑
歌
・「
柿
本
朝
臣

人
麿
従
二

近
江
国
一

上
来
時
至
二

宇
治
河
辺
一

作
歌
一
首
」）

【
補
説
】
初
句
は
貫
之
歌
を
踏
ま
え
、
涙
が
止
め
ど
な
く
あ
ふ
れ
出
る
様
子
と
、
万
葉
歌
の
宇
治
川
の
流
れ
の
激
し
さ
と
合
わ
せ
て
、

自
身
の
人
生
の
ま
ま
な
ら
ぬ
さ
ま
を
冬
景
色
に
投
影
し
た
。

二
〇
二
　
か
た
し
き
の
袖
の
涙
な
み
だ

の
ひ
ま
な
き
に
こ
ほ
り
も
夢
も
む
す
び
わ
び
つ
つゝ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
〇
一
番
歌
「
冬
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
を
受
け
る
。

六
六
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冬
の
歌
の
中
に

二
〇
一
　
世よ

と
とゝ
も
に
い
ざ
よ
ふ
浪
は
た
え
も
せ
で
河
風
こ
ほ
る
宇う

治ぢ

の
網あ
じ
ろ
ぎ

代
木

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
冬
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
の
一
首
」。

【
口
語
訳
】
こ
の
世
と
と
も
に
ず
っ
と
滞
っ
て
い
る
波
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
川
風
は
凍
る
ほ
ど
冷
た
い
宇
治
の
網
代
木
に
吹
い
て

い
る
。

【
語
釈
】
●
世
と
と
も
に
─
「
世
と
と
も
に
流
れ
て
ぞ
行
く
涙
河
冬
も
こ
ほ
ら
ぬ
み
な
わ
な
り
け
り
」（『
古
今
集
』
恋
二
・
五
七
三
・

「
題
し
ら
ず
」・
紀
貫
之
）
と
あ
り
、
こ
の
初
句
に
つ
い
て
片
桐
全
注
釈
で
は
用
例
を
挙
げ
、「
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
限
り
、
ず
っ
と
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
当
該
歌
で
も
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
。
●
宇
治
の
網
代
木
─
「
宇
治
」
は
山
城
国
の
歌
枕
。「
網
代
木
」
は
網
代

を
支
え
る
た
め
の
杙
。【
参
考
】
万
葉
歌
を
踏
ま
え
る
。

【
参
考
】「
も
の
の
ふ
の
八
十
宇
治
川
の
網
代
木
い
さ
よ
ふ
波
の
行
く
へ
知
ら
ず
も
」（『
万
葉
集
』
巻
三
・
二
六
四
・
雑
歌
・「
柿
本
朝
臣

人
麿
従
二

近
江
国
一

上
来
時
至
二

宇
治
河
辺
一

作
歌
一
首
」）

【
補
説
】
初
句
は
貫
之
歌
を
踏
ま
え
、
涙
が
止
め
ど
な
く
あ
ふ
れ
出
る
様
子
と
、
万
葉
歌
の
宇
治
川
の
流
れ
の
激
し
さ
と
合
わ
せ
て
、

自
身
の
人
生
の
ま
ま
な
ら
ぬ
さ
ま
を
冬
景
色
に
投
影
し
た
。

二
〇
二
　
か
た
し
き
の
袖
の
涙

な
み
だ

の
ひ
ま
な
き
に
こ
ほ
り
も
夢
も
む
す
び
わ
び
つ
つゝ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
〇
一
番
歌
「
冬
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
を
受
け
る
。

六
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【
口
語
訳
】
独
り
寝
で
片
敷
き
の
袖
が
涙
で
絶
え
間
な
く
濡
れ
て
い
る
の
で
、
氷
も
夢
も
結
び
か
ね
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
こ
ほ
り
─
氷
。「
凍
り
」
の
名
詞
化
。
●
む
す
び
─
「
こ
ほ
り
」・「
夢
」
の
縁
語
。

【
参
考
】「
か
た
し
き
の
袖
の
氷
も
む
す
ぼ
ほ
れ
と
け
て
寝
ぬ
夜
の
夢
ぞ
み
じ
か
き
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
三
五
・「
百
首
歌
た
て
ま
つ

り
し
時
」・
藤
原
良
経
）

二
〇
三
　
み
な
と
舟
わ
け
し
芦あ

し

辺べ

は
枯か

れ
果は

て
てゝ
む
す
ぶ
こ
ほ
り
に
さ
は
る
比
か
な

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】
二
〇
一
番
歌
「
冬
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
停
泊
中
の
舟
が
分
け
入
っ
た
芦
辺
は
枯
れ
果
て
て
、
結
ん
だ
氷
に
よ
っ
て
舟
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
ろ
だ
な
。

【
語
釈
】
●
み
な
と
舟
─
港
に
停
泊
し
て
い
る
舟
。
●
さ
は
る
─
氷
が
舟
に
「
触
」
り
、
船
出
に
「
障
る
（
支
障
が
あ
る
）」
の
両
義

を
か
け
る
。

【
参
考
】「
つ
な
が
ね
ど
流
れ
も
ゆ
か
ず
高
瀬
舟
む
す
ぶ
こ
ほ
り
の
と
け
ぬ
か
ぎ
り
は
」（『
金
葉
集
』
冬
・
二
九
六
・「
氷
を
よ
ま
せ
給
ひ

け
る
」・
三
宮
）

湖
氷

二
〇
四
　
し
づ
む
べ
き
〔
人
〕
を
も
渡わ
た

す
誓ち

か

ひ
よ
り
こ
ほ
り
や
は
つ
る
諏す

訪は

の
水
う
み

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
湖
氷
」。『
千
首
』
題
。

六
六
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【
口
語
訳
】
水
中
に
沈
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
沈
淪
し
て
い
る
人
を
も
渡
す
と
い
う
神
の
誓
願
に
よ
っ
て
完
全
に
凍
っ
た
の
だ
ろ
う
、

諏
訪
の
湖
は
。

【
語
釈
】
●
し
づ
む
べ
き
─
水
没
す
る
と
い
う
意
に
人
生
に
お
い
て
沈
淪
す
る
と
い
う
意
を
響
か
せ
る
。
●
人
を
も
─
底
本
「
人
」

は
右
傍
に
補
入
。
●
誓
ひ
─
神
仏
の
誓
願
。
●
諏
訪
の
水
う
み
─
信
濃
国
の
歌
枕
。
現
在
の
長
野
県
諏
訪
盆
地
に
あ
る
湖
。
諏
訪
湖
。

冬
に
湖
の
全
面
が
氷
結
し
た
後
、
寒
気
に
よ
っ
て
収
縮
し
氷
が
割
れ
、
そ
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
盛
り
上
が
り
祭
神
が
渡
御
し
た
跡
と

さ
れ
る
、
御
神
渡
り
と
い
う
現
象
を
詠
む
。「
し
づ
む
」「
わ
た
す
」「
こ
ほ
り
」
は
湖
の
縁
。

【
参
考
】「
す
は
の
海
の
氷
の
上
の
通
ひ
路
は
神
の
渡
り
て
と
く
る
な
り
け
り
」（『
堀
河
百
首
』
九
九
八
・
源
顕
仲
）

【
補
説
】
冬
景
色
の
中
に
沈
淪
す
る
人
を
救
う
と
い
う
神
の
誓
い
を
詠
む
。
述
懐
の
意
を
込
め
る
。

二
〇
五
　
氷
ゐ
る
汀

み
ぎ
は

な
ら
ね
ど
吹ふ

く
風
に
遠
ざ
か
り
行
（
く
）
志し

賀が

の
浦
ぶ
ね

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
〇
四
番
歌
「
湖
氷
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
凍
り
つ
い
て
い
る
汀
で
は
な
い
け
れ
ど
、
吹
き
渡
る
風
に
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
志
賀
の
浦
船
で
あ
る
。

【
語
釈
】
●
汀
な
ら
ね
ど
─
【
参
考
】
本
歌
で
は
浪
が
遠
ざ
か
っ
て
い
る
た
め
に
汀
が
凍
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
そ
の
本
歌

の
汀
で
は
な
い
が
吹
く
風
に
よ
っ
て
船
が
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
と
す
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
小
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
氷
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

六
九
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【
口
語
訳
】
水
中
に
沈
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
沈
淪
し
て
い
る
人
を
も
渡
す
と
い
う
神
の
誓
願
に
よ
っ
て
完
全
に
凍
っ
た
の
だ
ろ
う
、

諏
訪
の
湖
は
。

【
語
釈
】
●
し
づ
む
べ
き
─
水
没
す
る
と
い
う
意
に
人
生
に
お
い
て
沈
淪
す
る
と
い
う
意
を
響
か
せ
る
。
●
人
を
も
─
底
本
「
人
」

は
右
傍
に
補
入
。
●
誓
ひ
─
神
仏
の
誓
願
。
●
諏
訪
の
水
う
み
─
信
濃
国
の
歌
枕
。
現
在
の
長
野
県
諏
訪
盆
地
に
あ
る
湖
。
諏
訪
湖
。

冬
に
湖
の
全
面
が
氷
結
し
た
後
、
寒
気
に
よ
っ
て
収
縮
し
氷
が
割
れ
、
そ
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
盛
り
上
が
り
祭
神
が
渡
御
し
た
跡
と

さ
れ
る
、
御
神
渡
り
と
い
う
現
象
を
詠
む
。「
し
づ
む
」「
わ
た
す
」「
こ
ほ
り
」
は
湖
の
縁
。

【
参
考
】「
す
は
の
海
の
氷
の
上
の
通
ひ
路
は
神
の
渡
り
て
と
く
る
な
り
け
り
」（『
堀
河
百
首
』
九
九
八
・
源
顕
仲
）

【
補
説
】
冬
景
色
の
中
に
沈
淪
す
る
人
を
救
う
と
い
う
神
の
誓
い
を
詠
む
。
述
懐
の
意
を
込
め
る
。

二
〇
五
　
氷
ゐ
る
汀

み
ぎ
は

な
ら
ね
ど
吹ふ

く
風
に
遠
ざ
か
り
行
（
く
）
志し

賀が

の
浦
ぶ
ね

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
〇
四
番
歌
「
湖
氷
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
凍
り
つ
い
て
い
る
汀
で
は
な
い
け
れ
ど
、
吹
き
渡
る
風
に
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
志
賀
の
浦
船
で
あ
る
。

【
語
釈
】
●
汀
な
ら
ね
ど
─
【
参
考
】
本
歌
で
は
浪
が
遠
ざ
か
っ
て
い
る
た
め
に
汀
が
凍
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
そ
の
本
歌

の
汀
で
は
な
い
が
吹
く
風
に
よ
っ
て
船
が
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
と
す
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
小
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
氷
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

六
九

16 桜 文 論 叢

寒
夜
水
鳥

二
〇
六
　
水
の
面
に
う
つ
ろ
ふ
月
の
影
な
れ
や
こ
ほ
り
に
た
え
ぬ
に
ほ
の
下
道

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
寒
夜
の
水
鳥
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
千
鳥
は
鴨
を
し
の
類
な
り
。
池
に
も
よ
み
、

川
に
も
よ
む
な
り
。
寒
夜
と
出
た
る
、
尤
霜
氷
の
寒
き
心
を
い
ふ
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
水
面
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
き
な
が
ら
映
っ
て
い
る
月
の
光
な
の
だ
ろ
う
か
。
氷
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
絶
え
て
し
ま
っ
た

鳰
が
隠
れ
て
通
っ
て
い
る
道
は
。

【
語
釈
】
●
月
の
影
な
れ
や
─
「
や
」
は
疑
問
の
終
助
詞
。
三
句
切
れ
。
●
下
句
─
水
面
が
氷
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
潜
水
が
で

き
な
い
鳰
鳥
の
様
子
を
よ
む
。

【
参
考
】「
に
ほ
鳥
の
し
た
の
か
よ
ひ
も
た
え
ぬ
ら
ん
残
る
波
な
き
池
の
こ
ほ
り
に
」（『
新
後
撰
集
』
冬
・
四
九
七
・「
道
助
法
親
王
家
の

五
十
首
歌
に
、
池
水
鳥
」・
藤
原
定
家
）

冬
月

二
〇
七
　
冴さ

ゆ
る
夜よ

の
雲
の
水み

脈お

ゆ
く
月
み
れ
ば
こ
ほ
り
に
け
り
な
天
（
の
）
河
浪

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
冬
月
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
九
一
）
康
暦
二
年
四
月
二
十
三
日
歌
会
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
冷
え
込
ん
だ
冬
の
夜
の
雲
が
水
の
流
れ
と
な
っ
て
早
く
流
れ
て
い
く
、
月
を
見
て
み
る
と
な
ん
と
氷
っ
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
天
の
川
の
川
波
は
。

六
一
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【
語
釈
】
●
水
脈
─
水
の
通
り
道
。
水
の
流
れ
。【
参
考
】
本
歌
に
よ
り
、「
天
の
川
を
雲
が
作
っ
た
川
だ
と
み
る
」（
高
田
祐
彦
『
古

今
和
歌
集
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
脚
注
）。

【
参
考
】
本
歌
「
天
の
川
雲
の
水
脈
に
て
早
け
れ
ば
光
と
ど
め
ず
月
ぞ
流
る
る
」（『
古
今
集
』
雑
上
・
八
八
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】【
参
考
】
本
歌
が
川
の
流
れ
が
速
く
月
の
光
を
留
め
な
い
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
は
寒
く
て
流
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
氷
っ
て
し
ま
っ
た
天
の
川
を
詠
ん
で
い
る
。

千
鳥

二
〇
八
　
浪
な
ら
ぬ
雄を

島じ
ま

が
磯い

そ

の
さ
よ
千ち

鳥ど
り

風
吹ふ

く
ご
と
に
な
に
と
た
つ
ら
む

【
合
点
】
良
基
・
耕
雲

【
詞
書
】「
千
鳥
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
波
が
「
立
つ
」
で
は
な
い
が
雄
島
が
磯
に
い
る
小
夜
千
鳥
は
風
が
吹
く
た
び
に
ど
の
よ
う
に
飛
び
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雄
島
が
磯
─
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
在
の
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
に
あ
る
。
●
な
に
と
た
つ
ら
む
─
「
た
つ
」
は
「（
浪
が
）

立
つ
」
と
「（
千
鳥
が
飛
び
）
立
つ
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
松
島
や
雄
島
が
磯
に
よ
る
波
の
月
の
こ
ほ
り
に
千
鳥
鳴
く
な
り
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
冬
・
一
九
五
三
・
俊
成
女
、『
新
後
撰
集
』

冬
・
四
七
九
）

六
六
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【
語
釈
】
●
水
脈
─
水
の
通
り
道
。
水
の
流
れ
。【
参
考
】
本
歌
に
よ
り
、「
天
の
川
を
雲
が
作
っ
た
川
だ
と
み
る
」（
高
田
祐
彦
『
古

今
和
歌
集
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
脚
注
）。

【
参
考
】
本
歌
「
天
の
川
雲
の
水
脈
に
て
早
け
れ
ば
光
と
ど
め
ず
月
ぞ
流
る
る
」（『
古
今
集
』
雑
上
・
八
八
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】【
参
考
】
本
歌
が
川
の
流
れ
が
速
く
月
の
光
を
留
め
な
い
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
は
寒
く
て
流
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
氷
っ
て
し
ま
っ
た
天
の
川
を
詠
ん
で
い
る
。

千
鳥

二
〇
八
　
浪
な
ら
ぬ
雄を

島じ
ま

が
磯い

そ

の
さ
よ
千ち

鳥ど
り

風
吹ふ

く
ご
と
に
な
に
と
た
つ
ら
む

【
合
点
】
良
基
・
耕
雲

【
詞
書
】「
千
鳥
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
波
が
「
立
つ
」
で
は
な
い
が
雄
島
が
磯
に
い
る
小
夜
千
鳥
は
風
が
吹
く
た
び
に
ど
の
よ
う
に
飛
び
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雄
島
が
磯
─
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
在
の
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
に
あ
る
。
●
な
に
と
た
つ
ら
む
─
「
た
つ
」
は
「（
浪
が
）

立
つ
」
と
「（
千
鳥
が
飛
び
）
立
つ
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
松
島
や
雄
島
が
磯
に
よ
る
波
の
月
の
こ
ほ
り
に
千
鳥
鳴
く
な
り
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
冬
・
一
九
五
三
・
俊
成
女
、『
新
後
撰
集
』

冬
・
四
七
九
）

六
六

14 桜 文 論 叢

屋
上
聞
霰

二
〇
九
　
さ
さゝ
の
屋
の
音を

と

は
霰
に
か
は
れ
ど
も
な
ほを

か
た
し
き
の
袖
ぞ
し
ぐ
る
るゝ

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
屋
上
に
聞
く
霰
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
な
ら
の
広
葉
に
ち
る
音
を
詠
じ
、
板
び
さ

し
さ
す
や
か
や
ゝ
に
よ
み
な
ら
は
せ
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
笹
の
庵
に
叩
き
つ
け
て
い
る
音
は
霰
に
変
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
独
り
寝
の
片
敷
き
の
袖
で
は
時
雨
が
降
る
よ
う

に
涙
で
濡
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
さ
さ
の
屋
─
笹
の
葉
で
葺
い
た
屋
根
を
持
つ
家
。
●
霰
に
か
は
る
─
時
雨
で
は
濡
れ
る
が
霰
で
は
濡
れ
な
い
は
ず
な
の

に
、
と
い
う
意
を
含
む
。

【
参
考
】「
さ
さ
の
や
に
そ
よ
ぐ
霰
の
消
え
ざ
ら
ば
玉
の
よ
ど
の
と
人
は
み
て
ま
し
」（『
親
清
四
女
集
』
一
〇
八
）

霰

二
一
〇
　
わ
け
ゆ
け
ば
玉
の
小を

篠ざ
ゝ

の
名
も
し
る
く
霰

あ
ら
れ

乱み
だ

る
るゝ
冬
の
夕
暮

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
霰
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
分
け
入
っ
て
ゆ
く
と
「
玉
の
小
篠
」
と
い
う
名
の
通
り
、
霰
が
乱
れ
て
玉
の
よ
う
に
見
え
る
冬
の
夕
暮
れ
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】
●
玉
の
小
篠
─
笹
に
玉
の
よ
う
に
置
く
露
。【
参
考
】
参
照
。「
小
篠
」
は
「
神
楽
の
と
り
も
の
の
一
つ
で
、
神
聖
な
植
物
」

（
新
大
系
『
新
古
今
集
』）。

六
六
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【
参
考
】「
近
江
路
の
　
篠
の
小
蕗
　
早
引
か
ず
　
子
持
　
待
ち
痩
せ
ぬ
ら
む
　
篠
の
小
蕗
や
　
さ
き
む
だ
ち
や
」（『
催
馬
楽
』「
逢
路
」

十
九
）

篠
霰
似
玉

二
一
一
　
か
き
く
ら
し
ふ
る
の
のゝ
小を

篠ざ
ゝ

う
ち
さ
や
ぎ
声
あ
る
玉
と
散ち

る
霰

あ
ら
れ

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
篠
の
霰
、
玉
に
似
る
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
八
五
）
の
み
。【
参
考
】
参
照
。

【
口
語
訳
】
空
を
曇
ら
せ
て
降
る
、
布
留
野
の
小
篠
が
ざ
わ
め
き
、
ま
る
で
声
を
出
す
玉
石
の
よ
う
に
音
を
立
て
て
散
っ
て
ゆ
く
霰

だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
の
の
小
篠
─
「
布
留
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
天
理
市
、
石
上
神
宮
の
辺
り
。「
ふ
る
」
に
「
布
留
」

と
「
降
る
」
と
を
掛
け
る
。
●
う
ち
さ
や
ぎ
─
「
さ
や
ぐ
」
は
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を
立
て
る
の
意
。
●
声
あ
る
玉
─
先
行
例
未
見
。

【
参
考
】『
為
重
朝
臣
詠
草
』
康
暦
二
年
四
月
「
廿
二
日
、
上
御
所
当
座
五
十
首
予
出
題
」
で
は
「
さ
さ
の
葉
の
上
に
く
だ
く
を
白
玉

の
数
に
み
え
て
も
散
る
あ
ら
れ
か
な
」。「
こ
ほ
れ
ど
も
玉
ぞ
く
だ
く
る
冬
さ
む
み
霰
乱
れ
て
ふ
る
の
滝
つ
せ
」（『
草
庵
集
』
冬
・

七
五
八
・「
霰
似
玉
」）

浅
雪

二
一
二
　
風
か
よ
ふ
音を
と

を
残の
こ

し
て
雪
は
な
ほを

つ
も
り
も
は
て
ぬ
岡
の
辺
の
松

【
合
点
】
善
成

九
七
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【
参
考
】「
近
江
路
の
　
篠
の
小
蕗
　
早
引
か
ず
　
子
持
　
待
ち
痩
せ
ぬ
ら
む
　
篠
の
小
蕗
や
　
さ
き
む
だ
ち
や
」（『
催
馬
楽
』「
逢
路
」

十
九
）

篠
霰
似
玉

二
一
一
　
か
き
く
ら
し
ふ
る
の
のゝ
小を

篠ざ
ゝ

う
ち
さ
や
ぎ
声
あ
る
玉
と
散ち

る
霰

あ
ら
れ

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
篠
の
霰
、
玉
に
似
る
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
八
五
）
の
み
。【
参
考
】
参
照
。

【
口
語
訳
】
空
を
曇
ら
せ
て
降
る
、
布
留
野
の
小
篠
が
ざ
わ
め
き
、
ま
る
で
声
を
出
す
玉
石
の
よ
う
に
音
を
立
て
て
散
っ
て
ゆ
く
霰

だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
の
の
小
篠
─
「
布
留
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
天
理
市
、
石
上
神
宮
の
辺
り
。「
ふ
る
」
に
「
布
留
」

と
「
降
る
」
と
を
掛
け
る
。
●
う
ち
さ
や
ぎ
─
「
さ
や
ぐ
」
は
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を
立
て
る
の
意
。
●
声
あ
る
玉
─
先
行
例
未
見
。

【
参
考
】『
為
重
朝
臣
詠
草
』
康
暦
二
年
四
月
「
廿
二
日
、
上
御
所
当
座
五
十
首
予
出
題
」
で
は
「
さ
さ
の
葉
の
上
に
く
だ
く
を
白
玉

の
数
に
み
え
て
も
散
る
あ
ら
れ
か
な
」。「
こ
ほ
れ
ど
も
玉
ぞ
く
だ
く
る
冬
さ
む
み
霰
乱
れ
て
ふ
る
の
滝
つ
せ
」（『
草
庵
集
』
冬
・

七
五
八
・「
霰
似
玉
」）

浅
雪

二
一
二
　
風
か
よ
ふ
音を

と

を
残の

こ

し
て
雪
は
な
ほを

つ
も
り
も
は
て
ぬ
岡
の
辺
の
松

【
合
点
】
善
成

九
七
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【
詞
書
】「
浅
雪
」。

【
口
語
訳
】
風
は
吹
き
通
う
音
を
残
し
て
い
る
だ
け
か
と
思
っ
て
見
て
み
る
と
、
う
っ
す
ら
と
降
っ
た
雪
は
そ
の
風
に
よ
っ
て
吹
き

払
わ
れ
や
は
り
積
も
る
こ
と
は
な
く
岡
の
辺
の
松
の
緑
を
見
せ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
風
か
よ
ふ
音
を
残
し
て
─
風
に
よ
っ
て
雪
が
吹
き
払
わ
れ
て
、
岡
の
辺
の
松
の
緑
色
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
浅
」

を
「
ま
は
し
て
」
詠
ん
で
い
る
。

【
参
考
歌
】「
さ
む
し
ろ
の
夜
は
の
衣
手
さ
え
さ
え
て
初
雪
白
し
岡
の
辺
の
松
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
六
二
・
式
子
内
親
王
）

朝
雪

二
一
三
　
冴さ

え
暮く

れ
し
昨
日
の
雲
の
あ
と
な
れ
や
朝
日
の
ど
け
き
峰み

ね

の
白し

ら

雪

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
朝
雪
」。

【
口
語
訳
】
冷
た
く
冴
え
て
暮
れ
て
い
っ
た
昨
日
の
雲
の
跡
な
の
だ
ろ
う
か
。
の
ど
か
な
朝
日
が
照
ら
す
峰
の
白
雪
は
。

【
語
釈
】
●
雲
の
あ
と
な
れ
や
─
雲
の
名
残
な
の
か
。「
や
」
は
終
助
詞
で
三
句
切
れ
。
●
下
句
─
ほ
ん
の
り
と
し
た
朝
日
に
照
ら
さ

れ
た
峰
の
白
雪
で
「
朝
雪
」
題
を
表
す
。

【
参
考
】「
冴
え
暮
れ
し
昨
日
の
雲
の
空
な
が
ら
今
朝
降
る
雪
も
積
も
る
と
は
な
し
」（『
延
文
百
首
』
一
一
六
五
・「
雪
」・
洞
院
公
賢
）

二
一
四
　
積つ

も
れ
な
と
思お

も

ひ
し
松
の
木
ず
ゑ
さ
へ
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
雪
の
あ
け
ぼ
の

【
合
点
】
良
基

九
七
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【
詞
書
】
二
一
三
番
歌
「
朝
雪
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
積
も
っ
て
お
く
れ
と
思
っ
て
い
た
が
、
松
の
梢
ま
で
も
が
そ
れ
と
見
え
な
い
雪
の
降
っ
た
曙
の
空
だ
。

【
語
釈
】
●
積
も
れ
な
と
─
「
積
も
る
」
の
命
令
形
に
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」。
●
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
雪
の
あ
け
ぼ
の
─
松
だ
と
判
別

で
き
な
い
の
は
、
雪
が
多
く
降
り
積
も
っ
た
こ
と
と
、
物
が
ほ
の
か
に
見
え
る
曙
と
い
う
時
間
帯
で
あ
る
た
め
。
こ
れ
に
よ
り
題
の

本
意
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
嶺
に
生
ふ
る
松
の
こ
ず
ゑ
も
埋
も
れ
て
山
よ
り
高
く
積
る
白
雪
」（『
続
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
八
七
・「
宝
治
百
首
歌
め
さ
れ
け
る

つ
い
で
に
、
積
雪
」・
後
嵯
峨
院
）

北
野
社
法
楽
の
歌
に
、
社
頭
雪

二
一
五
　
神
垣が

き

の
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
の
名
も
し
る
く
木
ず
ゑ
の
雪
に
声
ぞ
あ
け
行
（
く
）

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
社
頭
雪
」
は
『
千
首
』
題
。
北
野
社
法
楽
和
歌
の
開
催
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
神
域
の
木
綿
つ
け
鳥
は
そ
の
名
前
の
通
り
で
、
梢
に
降
る
雪
に
鳥
の
声
が
響
き
渡
る
と
同
時
に
夜
が
明
け
て
ゆ
く
。

【
語
釈
】
●
神
垣
の
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
─
「
神
垣
の
」
は
「
神
」
と
「
木
綿
」
の
縁
で
「
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
」
の
枕
詞
と
さ
れ
る
。
こ
こ

で
も
そ
の
よ
う
な
用
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
題
意
の
「
社
頭
」
を
示
す
も
の
と
考
え
、「
神
域
」
と
訳
を
し
た
。「
ゆ
ふ
つ
け
ど

り
」
は
鶏
の
異
称
。【
参
考
】
に
挙
げ
た
よ
う
に
垂
ら
し
た
木
綿
の
白
さ
を
い
う
例
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
白
い
木
綿
に
よ
っ
て

雪
の
白
さ
を
強
調
す
る
。
●
名
も
し
る
く
─
「
〜
も
著
く
」
で
確
か
に
そ
の
通
り
、
の
意
。
●
声
ぞ
あ
け
ゆ
く
─
夜
明
け
を
告
げ
る

鳥
の
鳴
き
声
と
と
も
に
空
が
白
々
と
明
け
て
行
く
、
の
意
。「
ぞ
」
は
係
助
詞
、
動
詞
「
あ
け
行
く
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な

九
六
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【
詞
書
】
二
一
三
番
歌
「
朝
雪
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
積
も
っ
て
お
く
れ
と
思
っ
て
い
た
が
、
松
の
梢
ま
で
も
が
そ
れ
と
見
え
な
い
雪
の
降
っ
た
曙
の
空
だ
。

【
語
釈
】
●
積
も
れ
な
と
─
「
積
も
る
」
の
命
令
形
に
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」。
●
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
雪
の
あ
け
ぼ
の
─
松
だ
と
判
別

で
き
な
い
の
は
、
雪
が
多
く
降
り
積
も
っ
た
こ
と
と
、
物
が
ほ
の
か
に
見
え
る
曙
と
い
う
時
間
帯
で
あ
る
た
め
。
こ
れ
に
よ
り
題
の

本
意
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
嶺
に
生
ふ
る
松
の
こ
ず
ゑ
も
埋
も
れ
て
山
よ
り
高
く
積
る
白
雪
」（『
続
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
八
七
・「
宝
治
百
首
歌
め
さ
れ
け
る

つ
い
で
に
、
積
雪
」・
後
嵯
峨
院
）

北
野
社
法
楽
の
歌
に
、
社
頭
雪

二
一
五
　
神
垣が

き

の
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
の
名
も
し
る
く
木
ず
ゑ
の
雪
に
声
ぞ
あ
け
行
（
く
）

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
社
頭
雪
」
は
『
千
首
』
題
。
北
野
社
法
楽
和
歌
の
開
催
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
神
域
の
木
綿
つ
け
鳥
は
そ
の
名
前
の
通
り
で
、
梢
に
降
る
雪
に
鳥
の
声
が
響
き
渡
る
と
同
時
に
夜
が
明
け
て
ゆ
く
。

【
語
釈
】
●
神
垣
の
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
─
「
神
垣
の
」
は
「
神
」
と
「
木
綿
」
の
縁
で
「
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
」
の
枕
詞
と
さ
れ
る
。
こ
こ

で
も
そ
の
よ
う
な
用
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
題
意
の
「
社
頭
」
を
示
す
も
の
と
考
え
、「
神
域
」
と
訳
を
し
た
。「
ゆ
ふ
つ
け
ど

り
」
は
鶏
の
異
称
。【
参
考
】
に
挙
げ
た
よ
う
に
垂
ら
し
た
木
綿
の
白
さ
を
い
う
例
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
白
い
木
綿
に
よ
っ
て

雪
の
白
さ
を
強
調
す
る
。
●
名
も
し
る
く
─
「
〜
も
著
く
」
で
確
か
に
そ
の
通
り
、
の
意
。
●
声
ぞ
あ
け
ゆ
く
─
夜
明
け
を
告
げ
る

鳥
の
鳴
き
声
と
と
も
に
空
が
白
々
と
明
け
て
行
く
、
の
意
。「
ぞ
」
は
係
助
詞
、
動
詞
「
あ
け
行
く
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な

九
六
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る
。

【
参
考
】「
し
ろ
た
へ
の
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
も
思
ひ
わ
び
鳴
く
や
龍
田
の
山
の
初
霜
」（『
新
勅
撰
集
』
秋
下
・
三
三
〇
・
藤
原
家
隆
）

雪

二
一
六
　
降ふ

る
雪
に
う
づ
も
れ
て
し
も
い
と
どゞ
な
ほを

初は
つ

瀬せ

の
鐘か

ね

は
音を

と

ぞ
冴さ

え
行
（
く
）

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
雪
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
降
り
積
も
る
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
な
お
よ
り
一
層
初
瀬
の
鐘
の
音
は
冴
え
冴
え
と
響
き
渡
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
う
づ
も
れ
て
し
も
─
「
し
も
」
は
副
助
詞
「
し
」
に
係
助
詞
「
も
」
で
動
詞
「
埋
も
る
」
を
強
調
し
て
い
る
。
●
初
瀬

─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
町
あ
た
り
。

【
参
考
】「
初
瀬
山
尾
上
の
雪
は
深
け
れ
ど
埋
も
れ
も
せ
ぬ
鐘
の
音
か
な
」（『
続
現
葉
集
』
冬
・
五
〇
四
・
藤
原
資
広
）

海
辺
松
雪

二
一
七
　
雲
は
る
るゝ
木
ず
ゑ
の
雪
を
わ
た
つ
海
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
み
ほ
の
松
原

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
海
辺
の
松
の
雪
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
海
辺
の
躰
、
海
上
待
月
の
題
に
く
は
し
く

記
し
侍
り
ぬ
。」
と
あ
り
、「
海
上
待
月
」
に
つ
い
て
は
、「（
略
）
海
辺
に
お
も
ひ
よ
ら
ば
、
浦
風
に
消
え
行
く
雲
の
に
し
き
を
い
ひ

（
略
）」
と
あ
る
。

九
六
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【
口
語
訳
】
雲
が
晴
れ
て
梢
の
雪
を
海
神
の
挿
頭
と
し
て
挿
し
て
い
る
み
ほ
の
松
原
で
。

【
語
釈
】
●
わ
た
つ
海
─
大
海
原
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
歌
を
踏
ま
え
て
海
神
と
捉
え
る
。
●
み
ほ
の
松
原
─
歌
枕
「
み

ほ
」
は
紀
伊
国
と
駿
河
国
の
二
箇
所
が
知
ら
れ
、
中
世
以
降
は
駿
河
国
の
「
三
保
」
が
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
（『
歌
こ
と
ば
歌
枕
辞

典
』
参
照
）。
三
保
の
松
原
は
羽
衣
伝
説
が
知
ら
れ
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
わ
た
つ
海
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
白
妙
の
浪
も
て
ゆ
へ
る
淡
路
し
ま
山
」（『
古
今
集
』
雑
上
・
九
一
一
・「
題
し
ら
ず
」・

読
人
し
ら
ず
）

庭
雪

二
一
八
　
庭
の
雪
に
跡あ

と

を
も
待ま

た
で
な
ぐ
さ
む
や
訪と

は
ぬ
に
な
ら
ふ
す
ま
ひ
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
庭
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
庭
の
雪
に
跡
が
つ
く
こ
と
を
待
た
ず
慰
め
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
誰
も
訪
れ
な
い
こ
と
に
馴
れ
た
住
ま
い
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
跡
を
も
待
た
で
─
「
跡
」
は
庭
を
訪
れ
る
人
の
足
跡
。「
雪
」
の
縁
語
。「
で
」
は
打
消
の
接
続
助
詞
。
●
な
ぐ
さ
む
や

─
疑
問
の
係
助
詞
「
や
」
の
文
末
用
法
で
三
句
切
れ
。
●
訪
は
ぬ
に
な
ら
ふ
─
人
の
訪
問
が
な
い
こ
と
が
常
で
あ
り
、
そ
れ
に
馴
れ

て
い
る
。
●
す
ま
ひ
な
る
ら
む
─
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
意
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
待
つ
人
の
今
も
来
た
ら
ば
い
か
が
せ
ん
踏
ま
ま
く
惜
し
き
庭
の
雪
か
な
」（『
金
葉
集
』
冬
・
二
八
五
・「
庭
雪
を
よ
め
る
」・
和

泉
式
部
）、「
訪
へ
な
君
夕
暮
れ
に
な
る
庭
の
雪
を
跡
無
き
よ
り
は
あ
は
れ
な
ら
ま
し
」（『
山
家
集
』
五
四
三
・
西
行
）、「
庭
の
雪
に
わ

が
跡
つ
け
て
出
で
つ
る
を
訪
は
れ
に
け
り
と
人
や
見
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
七
九
・
慈
円
）

九
六
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【
口
語
訳
】
雲
が
晴
れ
て
梢
の
雪
を
海
神
の
挿
頭
と
し
て
挿
し
て
い
る
み
ほ
の
松
原
で
。

【
語
釈
】
●
わ
た
つ
海
─
大
海
原
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
歌
を
踏
ま
え
て
海
神
と
捉
え
る
。
●
み
ほ
の
松
原
─
歌
枕
「
み

ほ
」
は
紀
伊
国
と
駿
河
国
の
二
箇
所
が
知
ら
れ
、
中
世
以
降
は
駿
河
国
の
「
三
保
」
が
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
（『
歌
こ
と
ば
歌
枕
辞

典
』
参
照
）。
三
保
の
松
原
は
羽
衣
伝
説
が
知
ら
れ
る
。

【
参
考
】
本
歌
「
わ
た
つ
海
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
白
妙
の
浪
も
て
ゆ
へ
る
淡
路
し
ま
山
」（『
古
今
集
』
雑
上
・
九
一
一
・「
題
し
ら
ず
」・

読
人
し
ら
ず
）

庭
雪

二
一
八
　
庭
の
雪
に
跡あ

と

を
も
待ま

た
で
な
ぐ
さ
む
や
訪と

は
ぬ
に
な
ら
ふ
す
ま
ひ
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
庭
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
庭
の
雪
に
跡
が
つ
く
こ
と
を
待
た
ず
慰
め
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
誰
も
訪
れ
な
い
こ
と
に
馴
れ
た
住
ま
い
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
跡
を
も
待
た
で
─
「
跡
」
は
庭
を
訪
れ
る
人
の
足
跡
。「
雪
」
の
縁
語
。「
で
」
は
打
消
の
接
続
助
詞
。
●
な
ぐ
さ
む
や

─
疑
問
の
係
助
詞
「
や
」
の
文
末
用
法
で
三
句
切
れ
。
●
訪
は
ぬ
に
な
ら
ふ
─
人
の
訪
問
が
な
い
こ
と
が
常
で
あ
り
、
そ
れ
に
馴
れ

て
い
る
。
●
す
ま
ひ
な
る
ら
む
─
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
意
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
待
つ
人
の
今
も
来
た
ら
ば
い
か
が
せ
ん
踏
ま
ま
く
惜
し
き
庭
の
雪
か
な
」（『
金
葉
集
』
冬
・
二
八
五
・「
庭
雪
を
よ
め
る
」・
和

泉
式
部
）、「
訪
へ
な
君
夕
暮
れ
に
な
る
庭
の
雪
を
跡
無
き
よ
り
は
あ
は
れ
な
ら
ま
し
」（『
山
家
集
』
五
四
三
・
西
行
）、「
庭
の
雪
に
わ

が
跡
つ
け
て
出
で
つ
る
を
訪
は
れ
に
け
り
と
人
や
見
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
七
九
・
慈
円
）

九
六

8 桜 文 論 叢

二
一
九
　
い
か
で
か
は
我
だ
に
人
を
訪と

は
ぬ
身
に
跡あ
と

を
も
待ま

た
む
庭
の
白
雪

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】
二
一
八
番
歌
「
庭
雪
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
私
で
さ
え
も
人
を
訪
れ
た
り
し
な
い
身
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
庭
の
雪
に
足
跡
を
残
し
て
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
人
を

待
ち
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
待
ち
は
し
ま
せ
ん
よ
。

【
語
釈
】
●
い
か
で
か
は
─
反
語
表
現
で
「
待
た
む
」
に
係
る
。
●
我
だ
に
人
を
訪
は
ぬ
身
に
─
「
我
」
も
「
身
」
も
そ
の
人
自
身

を
表
す
こ
と
ば
。

【
参
考
】「
白
雪
の
ふ
る
か
ひ
も
な
き
我
が
身
こ
そ
き
え
つ
つ
思
へ
人
は
と
は
ぬ
を
」（『
増
基
法
師
集
』
四
三
）

【
補
説
】「
我
と
身
と
二
候
不
審
候
、
不
可
苦
候
」
と
い
う
書
入
注
が
あ
る
。「「
我
」
と
「
身
」
が
同
時
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
道

理
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
と
い
わ
れ
る
が
）
不
都
合
な
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。」
と
解
し
た
。「
我
」
と
「
身
」
を
一

首
に
詠
み
込
ん
で
い
る
例
と
し
て
「
人
を
思
ふ
心
は
我
に
あ
ら
ね
ば
や
身
の
迷
ふ
だ
に
し
ら
れ
ざ
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
恋

一
・
五
二
三
）
な
ど
が
あ
り
、「
不
可
苦
候
」
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
な
る
か
。

庭
雪
厭
人

二
二
〇
　
思お

も

ひ
出
（
で
）
て
訪と

ふ
べ
き
人
も
こ
こゝ
ろ
せ
よ
わ
け
な
ば
つ
ら
き
庭
の
白
雪

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
庭
の
雪
人
を
厭
ふ
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
雪
に
は
友
待
つ
事
、
世
の
常
な
れ
ど
庭

の
雪
お
も
し
ろ
く
跡
惜
し
む
べ
き
心
よ
り
人
も
来
る
を
厭
ふ
と
い
へ
り
。
さ
れ
ど
も
一
向
に
人
を
厭
ふ
と
ば
か
り
は
い
か
に
ぞ
や
覚

九
六
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侍
る
。
其
の
あ
ひ
し
ら
ひ
あ
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
思
い
出
し
て
訪
れ
て
く
れ
る
人
も
注
意
を
し
な
さ
い
よ
。
押
し
分
け
て
来
れ
ば
、
と
て
も
つ
ら
い
く
ら
い
庭
に
は
白
雪

が
降
り
積
も
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
心
せ
よ
─
「
心
す
」
の
命
令
形
で
三
句
切
れ
。
注
意
を
す
る
。
心
づ
も
り
を
す
る
。
●
上
句
─
「
厭
」
を
「
ま
は
し
て

詠
む
」。
●
分
け
な
ば
─
「
分
く
」
の
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
＋
接
続
助
詞
「
ば
」
で
降
り
積
も
る
雪
を
押
し

分
け
て
く
る
つ
も
り
な
ら
ば
の
意
。

【
参
考
】「
吹
く
風
も
花
の
あ
た
り
は
心
せ
よ
今
日
を
ば
つ
ね
の
春
と
や
は
見
る
」（『
金
葉
集
』
二
度
本
・
春
・
三
二
・
藤
原
長
実
）

等
持
院
に
ま
う
で
侍
（
り
）
し
時
、
雪
ふ
か
く
侍
（
り
）
し
に
、
思お

も

ひ
続つ

ゞ

け
侍
（
る
）

二
二
一
　
ふ
る
雪
に
み
ち
あ
る
御
代
を
お
も
ふ
に
も
あ
と
とゝ
ふ
君
を
な
ほを

忍
ぶ
か
な

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
等
持
院
」
は
現
在
の
京
都
市
北
区
等
持
院
北
町
に
あ
る
寺
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
足
利
尊
氏
が
夢
窓
疎
石
を
招
聘
し

て
開
山
・
開
創
。
参
詣
し
た
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
降
る
雪
に
こ
れ
ま
で
経
て
き
た
正
し
い
世
を
思
う
に
つ
け
て
、
足
跡
を
辿
る
主
君
の
こ
と
を
な
お
一
層
お
慕
い
す
る
も

の
で
す
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
雪
に
─
「
ふ
る
」
に
「（
雪
が
）
降
る
」
と
「（
世
を
）
経
る
」
と
を
掛
け
る
。
●
み
ち
あ
る
御
代
─
秩
序
正
し
く
収

ま
っ
て
い
る
世
の
中
の
意
。「
お
く
山
の
お
ど
ろ
が
し
た
も
ふ
み
わ
け
て
み
ち
あ
る
代
ぞ
と
人
に
知
ら
せ
ん
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・

一
六
三
五
・「
住
吉
歌
合
に
、
山
を
」・
後
鳥
羽
天
皇
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
●
あ
と
と
ふ
君
─
「
跡
」
は
雪
の
縁
語
。
こ
こ
で
は
王
道
の

九
九
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侍
る
。
其
の
あ
ひ
し
ら
ひ
あ
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
思
い
出
し
て
訪
れ
て
く
れ
る
人
も
注
意
を
し
な
さ
い
よ
。
押
し
分
け
て
来
れ
ば
、
と
て
も
つ
ら
い
く
ら
い
庭
に
は
白
雪

が
降
り
積
も
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
心
せ
よ
─
「
心
す
」
の
命
令
形
で
三
句
切
れ
。
注
意
を
す
る
。
心
づ
も
り
を
す
る
。
●
上
句
─
「
厭
」
を
「
ま
は
し
て

詠
む
」。
●
分
け
な
ば
─
「
分
く
」
の
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
＋
接
続
助
詞
「
ば
」
で
降
り
積
も
る
雪
を
押
し

分
け
て
く
る
つ
も
り
な
ら
ば
の
意
。

【
参
考
】「
吹
く
風
も
花
の
あ
た
り
は
心
せ
よ
今
日
を
ば
つ
ね
の
春
と
や
は
見
る
」（『
金
葉
集
』
二
度
本
・
春
・
三
二
・
藤
原
長
実
）

等
持
院
に
ま
う
で
侍
（
り
）
し
時
、
雪
ふ
か
く
侍
（
り
）
し
に
、
思お

も

ひ
続つ

ゞ

け
侍
（
る
）

二
二
一
　
ふ
る
雪
に
み
ち
あ
る
御
代
を
お
も
ふ
に
も
あ
と
とゝ
ふ
君
を
な
ほを

忍
ぶ
か
な

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
等
持
院
」
は
現
在
の
京
都
市
北
区
等
持
院
北
町
に
あ
る
寺
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
足
利
尊
氏
が
夢
窓
疎
石
を
招
聘
し

て
開
山
・
開
創
。
参
詣
し
た
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
降
る
雪
に
こ
れ
ま
で
経
て
き
た
正
し
い
世
を
思
う
に
つ
け
て
、
足
跡
を
辿
る
主
君
の
こ
と
を
な
お
一
層
お
慕
い
す
る
も

の
で
す
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
雪
に
─
「
ふ
る
」
に
「（
雪
が
）
降
る
」
と
「（
世
を
）
経
る
」
と
を
掛
け
る
。
●
み
ち
あ
る
御
代
─
秩
序
正
し
く
収

ま
っ
て
い
る
世
の
中
の
意
。「
お
く
山
の
お
ど
ろ
が
し
た
も
ふ
み
わ
け
て
み
ち
あ
る
代
ぞ
と
人
に
知
ら
せ
ん
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・

一
六
三
五
・「
住
吉
歌
合
に
、
山
を
」・
後
鳥
羽
天
皇
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
●
あ
と
と
ふ
君
─
「
跡
」
は
雪
の
縁
語
。
こ
こ
で
は
王
道
の

九
九

6 桜 文 論 叢

「
足
跡
」
の
意
。「
君
」
は
詞
書
に
「
等
持
院
」
と
あ
る
の
で
足
利
尊
氏
を
指
す
か
。

【
参
考
】「
降
り
に
け
る
野
辺
の
み
ゆ
き
の
跡
と
め
て
今
も
道
あ
る
代
こ
そ
知
ら
る
れ
」（『
将
軍
大
納
言
尊
氏
御
所
望
屏
風
色
紙
形
事
』
冷

泉
為
秀
）、「
玉
ぼ
こ
の
道
あ
る
御
代
に
降
る
雪
は
昔
の
跡
ぞ
な
ほ
残
り
け
る
」（『
風
雅
集
』
雑
上
・
一
六
〇
五
・
法
印
覚
懐
）

【
補
説
】
当
該
歌
は
詞
書
に
「
等
持
院
に
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り
の
足
利
尊
氏
を
慕
う
も
の
と
考
え
る
。【
参
考
】
為
秀
歌

の
よ
う
に
尊
氏
所
望
の
色
紙
形
に
詠
ま
れ
た
類
歌
が
あ
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。

鷹
狩

二
二
二
　
あ
ら
れ
ふ
る
音を

と

こ
そ
ま
が
へ
御み

狩か
り

野
や
草
取ど

る
鷹た
か

の
す
ずゞ
の
し
の
は
ら

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
鷹
狩
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
霰
が
降
っ
て
い
る
、
そ
の
音
と
聞
き
間
違
え
る
御
狩
り
場
で
草
む
ら
の
鳥
を
捕
ら
え
た
鷹
の
い
る
細
い
ス
ズ
タ
ケ
が
生

え
て
い
る
篠
原
だ
。

【
語
釈
】
●
あ
ら
ふ
れ
る
─
「
鷹
狩
」
題
に
お
け
る
「
霰
」
に
つ
い
て
、『
俊
頼
髄
脳
』
に
「
霰
な
ど
は
、
さ
ま
で
狩
衣
な
ど
の
濡
れ

通
り
て
惜
し
き
ほ
ど
に
は
あ
ら
じ
」
と
あ
る
。「
ふ
る
」
は
「（
霰
が
）
降
る
」
と
第
五
句
「
す
ず
（
鈴
）」
の
縁
で
「（
鈴
を
）
ふ
る
」

と
を
掛
け
る
。
●
草
取
る
─
鷹
狩
り
の
折
に
、
鷹
が
草
む
ら
の
中
の
鳥
を
捕
え
る
こ
と
。
●
す
ず
─
ス
ズ
タ
ケ
の
異
名
。
鷹
狩
の
際

に
鷹
の
尾
に
つ
け
る
「
鈴
」
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
御
狩
野
に
な
く
鈴
虫
を
は
し
鷹
の
草
と
り
て
行
く
音
か
と
ぞ
聞
く
」（『
永
久
百
首
』
秋
・
鈴
虫
・
三
二
七
・
源
兼
昌
）

九
一
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二
二
三
　
狩か
り

衣
わ
け
な
ら
し
ば
に
た
つ
と
り
の
た
つ
よ
り
し
る
き
野
辺べ

の
落お

ち
草

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
二
二
番
歌
「
鷹
狩
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
狩
衣
で
分
け
入
っ
た
楢
柴
に
鳥
が
飛
び
立
つ
音
よ
り
も
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
野
辺
で
鳥
を
落
と
し
た
草
む
ら
よ
。

【
語
釈
】
●
狩
衣
─
狩
の
時
に
着
る
服
。
●
わ
け
な
ら
し
ば
に
─
「
な
ら
し
ば
」
は
楢
柴
で
楢
の
木
の
小
枝
の
こ
と
。「
な
ら
」
に
は

鷹
に
鈴
を
付
け
る
縁
で
「
鳴
る
」
を
響
か
せ
る
か
。
●
野
辺
の
落
ち
草
─
「
落
ち
草
」
は
「
鳥
の
落
ち
草
」
と
い
い
、
鷹
狩
り
で
鷹

が
鳥
を
追
い
落
と
し
た
草
む
ら
の
こ
と
。
ま
た
、
鳥
が
鷹
か
ら
隠
れ
る
草
む
ら
。

【
参
考
】「
御
狩
す
と
な
ら
の
真
柴
を
ふ
み
し
だ
き
交
野
の
里
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」（『
堀
河
百
首
』
冬
・
一
〇
六
〇
・「
鷹
狩
」・
源
師
頼
）

武
蔵
守
、
御
子
左
大
納
言
家
に
て
、
七
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
（
り
）
し
時

二
二
四
　
い
か
に
せ
む
鳥と

り

の
落を

ち
草
た
ど
る
ま
に
夕
霜
む
す
ぶ
宇う

陀だ

の
御み

狩か

り
場ば

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
武
藏
守
」
は
細
川
頼
之
。
元
徳
元
（
一
三
二
九
）
年
生
、
明
徳
三
（
一
三
九
二
）
年
没
。
頼
春
男
。
室
町
幕
府
管
領
。「
御

子
左
大
納
言
」
は
二
条
為
遠
。
歌
題
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
配
列
か
ら
「
鷹
狩
」
で
あ
ろ
う
。

【
口
語
訳
】
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
鷹
が
鳥
を
追
い
落
と
し
た
場
所
ま
で
辿
る
ま
で
に
、
夕
霜
が
降
り
て
い
る
宇
陀
の
御
狩

り
場
で
は
。

【
語
釈
】
●
鳥
の
落
ち
草
─
二
二
三
番
歌
【
語
釈
】「
野
辺
の
落
ち
草
」
参
照
。
●
宇
陀
─
大
和
国
。
現
在
の
奈
良
県
宇
陀
市
大
宇
陀
。

「
う
だ
の
」
と
も
。
上
代
よ
り
狩
場
と
し
て
有
名
で
禁
野
で
も
あ
っ
た
。

九
六



� 5『源経氏歌集』四季部注釈稿（下）承前（鹿野）

二
二
三
　
狩か

り

衣
わ
け
な
ら
し
ば
に
た
つ
と
り
の
た
つ
よ
り
し
る
き
野
辺べ

の
落お

ち
草

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
二
二
番
歌
「
鷹
狩
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
狩
衣
で
分
け
入
っ
た
楢
柴
に
鳥
が
飛
び
立
つ
音
よ
り
も
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
野
辺
で
鳥
を
落
と
し
た
草
む
ら
よ
。

【
語
釈
】
●
狩
衣
─
狩
の
時
に
着
る
服
。
●
わ
け
な
ら
し
ば
に
─
「
な
ら
し
ば
」
は
楢
柴
で
楢
の
木
の
小
枝
の
こ
と
。「
な
ら
」
に
は

鷹
に
鈴
を
付
け
る
縁
で
「
鳴
る
」
を
響
か
せ
る
か
。
●
野
辺
の
落
ち
草
─
「
落
ち
草
」
は
「
鳥
の
落
ち
草
」
と
い
い
、
鷹
狩
り
で
鷹

が
鳥
を
追
い
落
と
し
た
草
む
ら
の
こ
と
。
ま
た
、
鳥
が
鷹
か
ら
隠
れ
る
草
む
ら
。

【
参
考
】「
御
狩
す
と
な
ら
の
真
柴
を
ふ
み
し
だ
き
交
野
の
里
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」（『
堀
河
百
首
』
冬
・
一
〇
六
〇
・「
鷹
狩
」・
源
師
頼
）

武
蔵
守
、
御
子
左
大
納
言
家
に
て
、
七
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
（
り
）
し
時

二
二
四
　
い
か
に
せ
む
鳥と

り

の
落を

ち
草
た
ど
る
ま
に
夕
霜
む
す
ぶ
宇う

陀だ

の
御み

狩か

り
場ば

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
武
藏
守
」
は
細
川
頼
之
。
元
徳
元
（
一
三
二
九
）
年
生
、
明
徳
三
（
一
三
九
二
）
年
没
。
頼
春
男
。
室
町
幕
府
管
領
。「
御

子
左
大
納
言
」
は
二
条
為
遠
。
歌
題
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
配
列
か
ら
「
鷹
狩
」
で
あ
ろ
う
。

【
口
語
訳
】
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
鷹
が
鳥
を
追
い
落
と
し
た
場
所
ま
で
辿
る
ま
で
に
、
夕
霜
が
降
り
て
い
る
宇
陀
の
御
狩

り
場
で
は
。

【
語
釈
】
●
鳥
の
落
ち
草
─
二
二
三
番
歌
【
語
釈
】「
野
辺
の
落
ち
草
」
参
照
。
●
宇
陀
─
大
和
国
。
現
在
の
奈
良
県
宇
陀
市
大
宇
陀
。

「
う
だ
の
」
と
も
。
上
代
よ
り
狩
場
と
し
て
有
名
で
禁
野
で
も
あ
っ
た
。

九
六
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【
参
考
】「
ぬ
れ
ぬ
れ
も
な
ほ
狩
り
ゆ
か
ん
は
し
た
か
の
う
は
ば
の
雪
を
う
ち
払
ひ
つ
つ
」（『
金
葉
集
』
二
度
本
・
冬
・
二
八
一
・「
雪
中

鷹
狩
を
よ
め
る
」・
源
道
済
）

交
野
冬

二
二
五
　
狩
人
の
か
へ
る
交か

た

野の

のゝ
み
ち
し
ば
に
夕
霜
む
す
ぶ
淀よ

ど

の
河
風

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
交
野
の
冬
」。
他
例
未
見
。「
交
野
」
は
河
内
国
の
歌
枕
。
現
在
の
大
阪
府
交
野
市
か
ら
枚
方
市
に
か
け
て
地
区
。
交
野
離

宮
以
来
、
禁
裏
御
料
の
狩
場
が
あ
り
、
鷹
狩
が
行
わ
れ
、「
交
野
の
御
野
」
と
も
い
う
。

【
口
語
訳
】
狩
人
が
帰
路
に
つ
く
交
野
の
道
芝
に
夕
霜
が
降
り
た
淀
の
川
風
の
寒
さ
が
身
に
し
み
る
。

【
語
釈
】
●
夕
霜
む
す
ぶ
─
「
夕
霜
」
は
夕
方
に
置
く
霜
。
●
淀
の
河
風
─
「
淀
川
」
は
『
能
因
歌
枕
』『
八
雲
御
抄
』
な
ど
に
は
山

城
国
と
あ
る
。
河
内
国
ま
で
至
る
。
交
野
は
淀
川
の
東
に
位
置
す
る
。

【
参
考
】「
狩
り
く
ら
し
交
野
の
真
柴
を
り
敷
き
て
淀
の
河
瀬
の
月
を
見
る
か
な
」（『
新
古
今
集
』
冬
・
六
八
八
・「
鷹
狩
の
心
を
よ
み
侍

り
け
る
」・
藤
原
公
衡
）

神
楽

二
二
六
　
星ほ
し

う
た
ふ
雲
井
の
庭
火
か
げ
ふ
け
て
な
ほを

澄す

み
ま
さ
る
ふ
〔
えゑ

〕
竹
の
こ
ゑ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
神
楽
」。
堀
河
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

九
六
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【
口
語
訳
】
神
楽
の
『
明
星
』
を
歌
う
雲
井
の
庭
火
の
明
か
り
も
、
夜
が
深
ま
っ
て
な
お
一
層
澄
ん
で
聞
こ
え
る
笛
竹
の
音
よ
。

【
語
釈
】
●
星
─
神
楽
の
「
明
星
」
の
こ
と
。「
星
う
た
ふ
声
は
雲
ゐ
に
猶
澄
み
て
燎
ほ
の
か
に
明
く
る
東
雲
」（『
菊
葉
集
』
冬
・

九
三
七
・「
応
永
百
首
歌
奉
り
け
る
に
」・
三
善
為
徳
）。
●
雲
井
の
庭
火
─
宮
中
で
神
楽
の
時
に
炊
く
篝
火
。
●
ふ
え
竹
─
底
本
「
ふ
ゑ
」

の
「
ゑ
」
の
右
傍
に
「
え
」
と
あ
る
。
竹
で
作
っ
た
笛
。

【
参
考
】「
き
り
き
り
　
千
載
栄
　
白
衆
等
　
聴
説
晨
朝
　
清
浄
偈
や
　
赤
星
は
　
明
星
は
　
く
は
や
　
こ
こ
な
り
や
　
何
し
か
も
　

今
宵
の
月
の
　
た
だ
こ
こ
に
坐
す
や
」（
神
楽
歌
・「
明
星
」）

仏
名

二
二
七
　
よ
も〔

と

　ゝ

　も
〕

す
が
ら
に
仏
の
御
名
を
と
な
へ
て
も
そ
の
暁

あ
か
月

の
し
る
べ
を
ぞ
待ま

つ

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
仏
名
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
一
晩
中
仏
の
御
名
を
お
唱
え
し
て
も
弥
勒
菩
薩
が
世
に
お
出
ま
し
に
な
る
そ
の
暁
の
道
し
る
べ
を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い

ま
す
。

【
語
釈
】
●
よ
も
す
が
ら
に
─
底
本
「
よ
と
ゝ
も
に
」
の
「
と
ゝ
も
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
、
右
傍
に
「
も
す
か
ら
」
と
あ
る
。
こ
の
通

り
に
よ
む
と
「
よ
も
す
が
ら
に
」
と
な
る
。
先
行
例
に
「
よ
も
す
が
ら
に
た
た
く
水
鶏
の
声
聞
き
て
山
の
山
び
こ
応
ふ
ら
む
や
ぞ
」

（『
大
斎
院
前
の
御
集
』
八
六
）
が
あ
る
。
●
暁
の
し
る
べ
を
ぞ
待
つ
─
「
し
る
べ
」
は
仏
の
導
き
。「
暁
の
し
る
べ
」
は
釈
迦
没
後

五
六
億
七
〇
〇
〇
万
年
の
後
に
、
弥
勒
菩
薩
が
こ
の
世
に
出
現
し
竜
華
樹
の
下
で
三
度
に
わ
た
り
説
法
し
、
衆
生
を
救
済
す
る
と
い

う
「
竜
華
の
暁
」
を
指
す
（
𠮷𠮷
野
瑞
恵
「
弥
勒
菩
薩
に
よ
る
救
済
の
表
現
─
『
と
は
ず
が
た
り
』
を
中
心
に
─
」『
駿
河
台
大
学
論
叢
』
第
五
一

一
七
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【
口
語
訳
】
神
楽
の
『
明
星
』
を
歌
う
雲
井
の
庭
火
の
明
か
り
も
、
夜
が
深
ま
っ
て
な
お
一
層
澄
ん
で
聞
こ
え
る
笛
竹
の
音
よ
。

【
語
釈
】
●
星
─
神
楽
の
「
明
星
」
の
こ
と
。「
星
う
た
ふ
声
は
雲
ゐ
に
猶
澄
み
て
燎
ほ
の
か
に
明
く
る
東
雲
」（『
菊
葉
集
』
冬
・

九
三
七
・「
応
永
百
首
歌
奉
り
け
る
に
」・
三
善
為
徳
）。
●
雲
井
の
庭
火
─
宮
中
で
神
楽
の
時
に
炊
く
篝
火
。
●
ふ
え
竹
─
底
本
「
ふ
ゑ
」

の
「
ゑ
」
の
右
傍
に
「
え
」
と
あ
る
。
竹
で
作
っ
た
笛
。

【
参
考
】「
き
り
き
り
　
千
載
栄
　
白
衆
等
　
聴
説
晨
朝
　
清
浄
偈
や
　
赤
星
は
　
明
星
は
　
く
は
や
　
こ
こ
な
り
や
　
何
し
か
も
　

今
宵
の
月
の
　
た
だ
こ
こ
に
坐
す
や
」（
神
楽
歌
・「
明
星
」）

仏
名

二
二
七
　
よ
も〔

と

　ゝ

　も
〕

す
が
ら
に
仏
の
御
名
を
と
な
へ
て
も
そ
の
暁

あ
か
月

の
し
る
べ
を
ぞ
待ま

つ

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
仏
名
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
一
晩
中
仏
の
御
名
を
お
唱
え
し
て
も
弥
勒
菩
薩
が
世
に
お
出
ま
し
に
な
る
そ
の
暁
の
道
し
る
べ
を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い

ま
す
。

【
語
釈
】
●
よ
も
す
が
ら
に
─
底
本
「
よ
と
ゝ
も
に
」
の
「
と
ゝ
も
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
、
右
傍
に
「
も
す
か
ら
」
と
あ
る
。
こ
の
通

り
に
よ
む
と
「
よ
も
す
が
ら
に
」
と
な
る
。
先
行
例
に
「
よ
も
す
が
ら
に
た
た
く
水
鶏
の
声
聞
き
て
山
の
山
び
こ
応
ふ
ら
む
や
ぞ
」

（『
大
斎
院
前
の
御
集
』
八
六
）
が
あ
る
。
●
暁
の
し
る
べ
を
ぞ
待
つ
─
「
し
る
べ
」
は
仏
の
導
き
。「
暁
の
し
る
べ
」
は
釈
迦
没
後

五
六
億
七
〇
〇
〇
万
年
の
後
に
、
弥
勒
菩
薩
が
こ
の
世
に
出
現
し
竜
華
樹
の
下
で
三
度
に
わ
た
り
説
法
し
、
衆
生
を
救
済
す
る
と
い

う
「
竜
華
の
暁
」
を
指
す
（
𠮷𠮷
野
瑞
恵
「
弥
勒
菩
薩
に
よ
る
救
済
の
表
現
─
『
と
は
ず
が
た
り
』
を
中
心
に
─
」『
駿
河
台
大
学
論
叢
』
第
五
一

一
七

2 桜 文 論 叢

号
　
二
〇
一
五
年
）。「
ぞ
」
は
強
意
の
係
助
詞
、
動
詞
「
待
つ
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
と
な
る
。

【
参
考
】「
さ
よ
ふ
く
る
ま
ま
に
く
ま
な
く
み
ゆ
る
か
な
こ
や
あ
か
つ
き
の
し
る
べ
な
る
ら
ん
」（『
行
尊
僧
正
集
』
二
三
・「
そ
の
月
を
み

あ
か
し
て
」）。「
こ
の
た
び
は
待
つ
暁
の
し
る
べ
せ
よ
さ
て
も
絶
え
ぬ
る
ち
ぎ
り
な
り
と
も
」（『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
三
）。「
よ
も
す
が

ら
仏
の
御
名
を
唱
ふ
れ
ば
こ
と
人
よ
り
も
な
つ
か
し
き
か
な
」（『
玉
葉
集
』
神
祇
・
二
七
三
四
）

�

以
上
、
四
季
部
　
完

付
記
：
三
号
に
わ
た
り
拙
稿
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
『
桜
文
論
叢
』
編
集
ご
担
当
の
先
生
方
、
事
務
局
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
前
号
ま
で
の
拙
稿
（
上
・
中
）
に
対
し
て
詳
細
に
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
大
伏
春
美
先
生
・
浅
田
徹
先
生
・
𠮷𠮷

野
朋
美
先
生
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
七





日本大学法学部機関誌執筆要領

令和 ３年 １ １ 月 １ ８ 日機関誌編集委員会決定
令和 ３年 １ ２ 月 １ ５ 日　　執行部会議承認
令和 ３年 １ ２ 月 １ ６ 日　　　　教授会報告
令和 ４年　 ４月　 １日　　　　　　　施行

１．本要領の目的

本要領は、日本大学法学部機関誌編集委員会（以下「編集委員会」とい

う）にかかる機関誌に投稿する際の基本的手順について定めるものである。

２．投稿資格者

⑴　法学部、法学研究科および法務研究科の専任教員、名誉教授および定年

退職した元専任教員

⑵　以下の者については、編集委員会の審議を経て単著の投稿を認めること

がある。なお、投稿に際しては、法学部専任教員の推薦状を必要とする。

①　法学部非常勤講師

②　法学部客員教員

③　法学部以外の日本大学専任教員

④　法学部付置研究所研究員および法学部所属の日本大学研究員

⑤　法学部校友および法学部関係者で研究業績が認められる者

⑶　学外の研究者は、法学部専任教員の投稿の共著者となることができる。

⑷　大学院法学研究科博士後期課程学生は、指導教員の許可を得て『日本法

学』に「判例研究」を投稿することができる。

⑸　前 ４項の規定にかかわらず、退職記念号および追悼論文集については、

別の定めによる。



３ ．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報
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５．原稿の作成

⑴　原稿は、A ４用紙に適当な文字数で打ち出す。

⑵　分量の上限は、文字数で概ね２２,000字（刷り上がり約２５頁）とする。そ

れを超えるものについては、原則として分割して掲載する。ただし、編集

委員会は、他の掲載原稿のページ数を勘案し、その上限の変更を認めるこ

とができる。なお半面 １ページ大の図表 １枚に付き900字を原稿文字数に

含めるものとする。

⑶　連載を前提とする長大な原稿についても、完結分までの完全原稿を投稿

するものとする。

⑷　表題と氏名には、和文表記および欧文表記を併記する。

⑸　注、参考文献の表記法は、当該分野の慣例に従うものとする。

６．原稿の提出

⑴　原稿は、投稿票、要旨（８00字程度）と合わせ、デジタルデータで研究

事務課に提出する。

デジタルデータは、原則として電子メールの添付ファイルで研究事務課

宛に送付する。

⑵　原則として、投稿締切日を過ぎた原稿は受け付けない。

⑶　原稿提出後の原稿の差し替えはできない。

７．審査

別に定める「日本大学法学部機関誌審査要領」に則って行う。

８．校正

⑴　執筆者による校正は、原則再校までとする。加筆、訂正は最小限とし、

特に再校時に頁数が変わるような加筆や削除は避ける。再校返却の際は、

タイトル頁に「校了（または責了）」と明記する。



⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上



⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上





○　本誌に掲載の全ての論文につきましては、以下の Web サイトで

PDF を電子公開しております。

日本大学法学部ホームページ（https://www.law.nihon-u.ac.jp/）

○　本誌の受入れに関しまして、送付先（住所・宛先等）の変更や 
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